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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　落雷を思わせる轟ごう音おんとともに、背後のビルが崩れ落ちた。

　膨れ上がった粉ふん塵じんに外壁が吞のみこまれる。大地を叩たたく石つぶてが、地鳴りのような震動を生み出した。倒れ伏す柱が隣家を突き破り、電線を切断する。行き場をなくした電流が火花と化して荒れ狂った。

　地獄のような光景は、だけどもボクの命が永らえたことを示している。あの破壊の主は、他でもない乙おと丸まるタイキを目指して突っこんできたのだから。ちょっとでも逃げ遅れていたら、こっちがバラバラにされていたところだ。間一髪セーフ。ちなみにこの間一髪は四回目だ。逃走開始から十分余り、徐々に瀬せ戸と際ぎわ度合いがエスカレートしてきている。次あたりどうなるか、分かったものではなかった。

　走りながら振り返る。湧き上がる煙の中に黒い影が浮かび上がった。瓦が礫れきをふるい落とし、のそのそと歩み出てくる。ずんぐりとした四足歩行の獣だった。肩や背中が鎧よろいのように膨れ上がり、だぶついた腹を揺らしている。全長は五メートル近く、黒光りする目が獲物の姿を探している。鼻骨の上にそそりたつのは巨大な二本の角。

〈シロサイ〉

　このあたりでは最も危険度の高いミサキだ。攻撃力、スピード、凶暴性ともにトップクラス。一度ロックオンした目標は決して逃さない。かつて遠征に赴いたベテラン探索隊も何隊となく餌え食じきになってきた。そんな相手に一人で追い回されるのは、比喩じゃなく身体からだが震えた。

　路地を曲がる。

　周囲は商業地帯で細々とした建物が密集している。見通しが悪いのがせめてもの救いだ。開けた場所なら間違いなく追いつかれていただろう。とにかく止まらず動き続ける。直線的な移動を避けていく。そうすれば──

　ドォオオン！

　左手後方の家屋がいきなり吹き飛んだ。

〈シロサイ〉が壁を破り突っこんできたのだ。押し寄せる衝撃波に危うく転倒しそうになる。全身の毛がぞわりと逆立った。

「こ、のっ！」

　反射的にハンドガンを構えて射撃する。至近距離での攻撃は、だけども分厚い装甲に阻はばまれた。何発かは額にも当たったけれど虚むなしく弾はじかれてしまう。効果ゼロ。重厚な蹄ひづめが地面を削る。巨体が建材を破壊しながら向き直ってきた。

　逃走再開。分かっている。あの表皮を撃ち抜くにはバズーカか戦車砲クラスが必要だ。豆鉄砲をいくらぶつけても怒りを煽あおるだけだろう。

　心臓が早鐘のように鳴っている。長時間の逃走に身体からだが悲鳴を上げていた。一体あとどのくらい動ける？　走るスピードを保てる？　五分か、一分か、それとも三十秒か。

（ええい）

　迫る死の気配を振り払い、とにかく足を動かす。頭を真っ白にして入り組んだ路地を駆け続けた。

　車道を横切り、ガードレールを乗り越え、商店街のアーケードへ。看板や幟のぼりを蹴散らしながらひたすら奥へと進む。もう何度目かになる〈シロサイ〉の突撃で支柱がねじ切れた。割れたガラスの破片が背中を叩たたく。息が苦しい。限界が近い。裏路地からアーケードの支流に進んでも〈シロサイ〉は変わらずこちらを追尾してくる。

　あと少し、あと少し逃げ続ければ。

　永遠にも等しい逃走劇は、だけど唐突に終わりを告げた。

　角を曲がりアーケードから出た途端、殺風景なコンクリート壁に出くわした。袋ふくろ小路こうじだ。十メートルほど先で道が無慈悲に遮られている。左右は商店の壁に挟まれて逃げ場はない。胃いの腑ふがきゅっと氷でも当てられたように冷たくなった。

　背後で暴力的な気配が生まれる。屋根の影から四足歩行の災厄が踏み出してきた。陽光を浴びて背中の膨らみが輝く。ガラス玉めいた瞳がまっすぐにこちらを見据えた。

「チェックメイトってやつか」

　もはやこちらがどうあがこうと逃しようがない。間合いを詰めて確実にとどめを刺す、そんな思いが見て取れた。

　視線を合わせたままじりじりと後じさる。威嚇の意味も込めて銃を構えたけど〈シロサイ〉は意に介さなかった。地響きを上げながら一歩、また一歩と近づいてくる。

　背中がコンクリート壁に押しつけられた。つかまって上れるかと思ったけど、憎たらしいくらいに手がかりがない。巨体が完全にアーケードの下から出た。やや前傾姿勢になり突撃モードに入る。角の先端がボクを睨ねめつけた。

（ああ）

　震える声でつぶやく。

　終了。

　終わりだ。

　やっと、ようやくこのポジションに持ってこられた。

「ヤヒロ、位置に着いた。いつでも始めてくれ。ボクのことは気にしなくていい」

『了解。待ちくたびれたわ。あとは任せて』

　無線から簡素な応答が流れてくる。本当に準備ができているかどうか不安になるけど、視線を上げればすぐに状況は確認できた。

　アーケードの出口、屋根の上に銃口の煌きらめきがある。片膝を立てて探索着の少女が小銃を構えていた。青空を背景になびく黒髪、不安定な足場をものともせずに眼下を照準している。

　何度か唇を動かしたのはカウントダウンのためか。口をすぼめた瞬間、引き金が引かれる。ハンドガンとは明らかに違う轟ごう音おんが大気を揺らした。

　もちろん大型とはいえ対人用の火器だ。普通に撃うてば分厚い装甲に阻はばまれるだけだろう。ただどんなに堅けん牢ろうな鎧よろいでも全身は覆えない。相手が動物である以上、必ず隙間はある。たとえば目や口、鼻の穴、そして関節の裏側。

　ヤヒロの銃弾は狙い過あやまたず〈シロサイ〉の後頭部を貫いた。頭と背の間、脊髄や神経の通る急所、うなじを。

　突進しかけた巨体がバランスを崩す。のけぞり気味に前足を浮き上がらせると左手の商店に突っこんだ。砕けた外壁がつぶてと化して襲いかかってくる。もうもうと粉ふん塵じんが湧き上がって視界を遮った。片腕で顔をかばい警戒していたけれど〈シロサイ〉はもう起き上がってこなかった。黒い塊が商店に上体を突っこませている。

「やった？」

　ヤヒロの声が近くで聞こえてぎょっとする。いつの間にか彼女は地上に移動していた。長い銃剣つき小銃を肩に載せている。赤のネッカチーフが風にはためいた。

　ボクはアーケードの屋根を見上げた。高さにして十メートルはある。

「どうやって下りてきたんだい、特に梯はし子ごとか見当たらないけど」

「飛び下りたのよ。離れている間にミサキが動き出したら困るから」

「靴が傷むだろう。装備の大半は君ほど頑丈じゃないんだし」

　壊したら最後、裸足はだしで歩き回る羽目になる。年頃の女の子がずたぼろで探索する様など見たくなかった。

　だけどヤヒロは小言を気にする風もなく〈シロサイ〉に歩み寄った。ブーツの爪先で前足を蹴る。

「動かない」

「気を失ってるだけかも。目の色を確認して」

「黒」

「どんな黒？」

「ちょっと濁った感じ？　うっすら灰色がかった」

「ＯＫ」

　生命活動が失われている証拠だ。ミサキが生き物かどうかは不明だけど、人間と同様、死ねば瞳の輝きが失うせる。おそらく復活することはないだろう。

「意外と呆あつ気けないのね、もっと大乱闘になると思ってた」

「ちゃんと作戦を練って弱点を突いたからだよ。まともにやり合ってたら無事じゃすまなかった」

　というかここに至る鬼ごっこでボクは何度となく死にかけている。『呆あつ気けない』なんて言葉でまとめてほしくなかった。

　念のため巨体に近寄りヤヒロのレポートが正しいかを確認する。数回、周りを巡ってようやく肩の力を抜いた。

「ミッションコンクリートってやつかしら」

「それを言うならミッションコンプリートだね。いや、まだ終わってないよ。今の騒ぎを聞きつけて他のミサキが集まってきているかもしれない。周辺を警戒して、問題なければこいつから部材を取らないと」

　瞬間、ヤヒロのお腹なかから低い唸うなりが響いた。沈黙の中、彼女はちろりと赤い舌を出す。探索着の腹を両手で押えた。

「いいよ、ちょっと休憩しようか」

　思えば朝からまともに食事をしていない。次の追いかけっこに備えるためにも、栄養補給はすませておく必要があった。たとえ、ボク自身がまったく先ほどのような綱渡りを望んでないにしてもだ。外で生きることにはいくつものリスクが伴う。備えを怠ればあっという間に死ぬだけだ。そう、丁度、目の前で倒れる〈シロサイ〉のように。




　アシハラは綺き麗れいな廃はい墟きよだ。

　無人の町並みが、どこまでも途切れることなく広がっている。電気や水道などのインフラは健在で、夜の闇や伝染病に怯おびえることもない。今だってボクらは商店の電気コンロでお湯を沸かしている。一般的な『探索』という概念には、不釣り合いなほど気楽な旅路だ。

　ただそれはミサキという化け物が出てこなければの話。事実としては先に進む度、死の危険に見舞われる。周囲を警戒して、避けられる敵は避けて、どうしようもなければさっきみたいに戦うしかない。

　ヘーイ、ヤヒロ。進路上に〈シロサイ〉の縄張りがあるんだ。あいつは鎧よろいみたいな皮膚に覆われていて、ばったり出くわしたら問答無用で蹴散らされるしかない。なんとかするには先手必勝、あいつが動きづらい一本道に誘いこんで、後ろから急所を狙撃するしかない。え？　誰が誘いこむかだって？　もちろんボクさ。任せておきなよ、昔から鬼ごっこは得意だったんだ。ヒア・ウィ・ゴー。

　……。

　なんてことを連日やっていたら寿命も縮む。忌いま々いましいのは心労の蓄積に反して、ほとんど距離が稼げていないことだ。〈学園〉を出て一週間、地図上の現在位置は町二つ分も動いていない。彼方かなたに見える〈ミハシラ〉は同じ大きさを保ち、ボクらの悪戦苦闘を嘲あざ笑わらっていた。

「カレー、これでおしまいだけど」

　レトルトパックを湯に浸しながらヤヒロが嘆息する。予想以上に食糧の減りが早い。トモヤスの餞せん別べつに手をつける日も近そうだ。

「どこかで補充できる当てはあるの？」

「この商店街とかどうかなって思っていたんだけど」

　向かいのスーパーマーケットは大きくドアを開け放っていた。鍵穴に銃痕がある。どうやら先人達たちが物資調達をしたらしい。めぼしいものは持ち去られている様子だった。

「私、嫌よ。ミサキを捌さばいて食べるのとか」

「ボクだって嫌だよ。まぁ〈学園〉から離れれば手つかずの商店も増えてくるだろうけど」

　問題はそんな綱渡りがいつまでもつかだ。ヤヒロが半眼で唇を尖とがらせる。

「もういっそ、戦闘上等で直進したら？　ミサキを避けようと、あちこち寄り道するから時間がかかるんでしょ」

「で、食糧の前に弾薬を使い果たすのかい？　無駄な戦いはなるべく避けようって君も納得したじゃないか」

「そうだけど」

　細い指がスチール製の弾薬ケースを探る。

「どのみちこんなペースで進んでいたら弾だってもたないわよ。いつもいつも一発で仕留められるとは限らないし」

「……」

「あなただって結構派手に銃を撃ってたわよね？」

　両手を上げる。認めよう、確かにボクの計画は色々甘い。物資の量、戦闘回数、補給拠点、全てにおいて希望的観測が含まれていた。

　日ひの御み子こリンの説教を思い出す。『探索班は最低六名必要』そう彼女は言っていた。『あなたがどれだけ優秀でもバックアップのいないチームは危険すぎる。見過ごせない』とも。悔しいけどその通りだ。彼女は膨大なデータに基づき、なるたけ成功率の高い『探索』を目指していた。たとえその本意が、生徒という捨て駒の有効活用に過ぎないとしてもだ。対してボクは己の経験頼りに突き進んでいる。どちらが賢明かは考えるまでもなかった。

　仕切り直しが必要だった。必要な装備を洗い出し、補充して、現実的なルートに立ち戻る。

　だけど、ではどうすればいいかと言うと。

　タイマーが鳴った。

　レトルトカレーのできあがりだ。ナイフでパックの口を切って皿によそう。香ばしい香りに今更ながら腹の虫が鳴った。

「いただきます」

「いただきます」

　二人で合掌して頭を下げる。しばらくスプーンと器の触れ合う音が響いた。

「これはまぁ、仮にの話なんだけど」

　ヤヒロが口をもぐもぐさせながら見つめてくる。

「一度〈学園〉に戻って『旅の準備をやり直す』って言ったら、みんなどんな反応をするかな。温かく迎えてくれるかな」
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「よく分からないけど、無茶苦茶格好悪いのは確かね」

「だよね」

「トモヤスとか、真顔で『もう〈ミハシラ〉に行ってきたのか？　早いな』って言ってきそう」

「あぁ」

　そもそもボクらは〈学園〉崩壊の当事者でありながら、復興作業もそこそこに出てきてしまっている。都合のよい時だけ頼るのは恥知らずというものだろう。

「ていうか、また一週間かけてロクに補給場所もない道を帰るの？　それこそ物資がなくなるんじゃない？」

「分かってるよ。だから仮にの話だ。どれだけボクらが追い詰められているか、口に出して確認しただけだよ」

「よく理解できたわ。残り少ないご飯を味わうためにも、しばらくこの話はやめにしない？　憂鬱になるのは、別に今じゃなくていいと思うの」

　口先だけで「ごめん」と謝ってボクは思索を続けた。

　必要なのは大量の食糧・弾薬の備蓄があって、新規武器の調達もできるところ。つまり〈学園〉のような施設だ。もちろんそんな都合のいい場所はありえないけど、小規模な物資集積場ならないものか。たとえば先人の野営ポイント、野戦陣地とか。

　スプーンをくわえたまま荷物を探る。だめもとで取り出したのはトモヤスの地図だ。〈学園〉から離れた場所の地理も、断片的にだけど書かれている。今ボクらがいるのは〈学園〉の北、大きな川を越えた対岸の町だ。高速道路と思おぼしき高架と鉄道の線路が集まってきている。交通の要衝なのだろう。駅のマークも複数、確認できた。

　本来ならここから東に進む必要がある。〈ミハシラ〉は東北東に数十キロ先、進路上にめぼしい書きこみは……ない。なら反対方向、〈ミハシラ〉から離れるルートならどうか。

　ざっと視線を走らせたけど、見つかるのはミサキの目撃情報か探索スポットばかりだった。〈ス‐４〉街区、高層マンションあり、エレベーターホール内に〈ヤモリ〉の巣。〈ヨ‐３〉街区、農地と思おぼしき広大な敷しき地ち。遮蔽物がなく危険。

（ふぅむ）

　目当ての情報はない。考えてみれば当然か。トモヤスの性格を考えれば、安全な野営ポイントなど真っ先にプロットするはずだ。道順も含めて詳しく言及するに違いない。

　いっそ書きこみのないところを探るか？　あるいは地図の外にまで足を延ばしてみるか。

　現実性のないプランをもてあそんでいると、不意に目が止まった。

　ここから北西に一キロ、広い敷しき地ちに〝工？〟の文字が書かれている。工？　なんだ？　カタカナの〝え〟じゃないよな。工事中？

　しげしげ考えること十数秒、「あ」と声を上げる。くわえたスプーンが地面に落ちた。

　そうか、ひょっとして。

「どうしたの？」

　ヤヒロが目を丸くする。細い肩が強こわばっていた。驚かせてしまったらしい。ボクは顔を上げて笑いかけた。

「憂鬱にならなければ話を続けてもいいんだよね？」

　彼女は鳩はとが豆鉄砲を食ったようにまばたきした。
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「〈工場〉？　それって何かを作ったり直したりするあの工場？」

　幹線道路の真ん中を歩きながら、ボクはヤヒロにうなずいてみせる。

　片側三車線、電柱が地中化されているため見晴らしはいい。無人の車道を我が物顔に歩くのはなかなか気分がよかった。

　吹き抜ける風が心地よい。並木の緑が心を和ませる。地図を確認しながら、もういくつ目かになる交差点を越える。

「正確に言うと廃工場を利用した〈学園〉の拠点だね。高レベルミサキの警戒と迎撃、あと長距離探索の中継地目的で作られたって聞いている。執行部の肝いり企画だったらしいよ。最終的には第二の〈学園〉まで規模を拡大するつもりで」

「そんな話、初めて聞いたんだけど」

「中止された計画だからね」

　道路情報の電光掲示板が切り替わる。『〈逕ィ蟾〉街道。〈隱ソ蟶〉まで順調』、相変わらず地名というか固有名詞はよく分からない。

「ボクらが目覚める随分前に放棄されたらしい。ミサキの圧力が強すぎたみたいでね。高レベルミサキを撃退するにはエース級の探索班員が必要だし、彼らを前進基地に張りつけると探索自体が滞ってしまうしで、色々本末転倒だと批判されて計画中止。まぁ執行部の過去資料を漁あさらないと出てこない話だから、大抵の生徒は知らないだろうけどね。事実、ボクも詳しい場所までは分かってなかったし」

「トモヤスは知ってた？」

「噂うわさレベルでってところかな。地図にも〝？〟マークがついてる」

〝工？〟──空白の敷しき地ちに書かれた何気ないメモ書き。

　どのくらいの確度で記したのか、あるいは裏取り前の覚え書きにすぎないのか、本人でない以上、知りようがない。ただ彼の性格を考えればまったくのガセとも考えづらかった。

「とにかく何かはあると思うよ。〈工場〉か、〈工場〉だと思わせる何かが」

　ヤヒロはまだ不得要領げだったけれど、とりあえずうなずいてみせた。

「で？　なんのためにそこを目指すかまだ聞いていないんだけど。実はまだ〈工場〉の設備が動いていてレトルトカレーを作り続けているとか？」

「そんな馬鹿な」

　誰が原料を補充してるんだ。怖すぎる。

「単純にさ、昔の物資が残ってると思うんだ。第二の〈学園〉を作るつもりだったのなら、それ相応の武器や弾薬・食べ物もあるだろうって」

「ん、んん」

　ヤヒロの眉間に皺しわが寄った。

「撤退したんでしょ？　その時に物資も引き揚げたんじゃないの？」

「それが資料を見る限り、計画中止から撤退完了までほとんど間がなかったんだ。二日か三日、ひょっとするともっと短い期間で引き揚げている。どう考えても秩序だった移動ができたとは思えない。取りあえず残った人員だけドタバタ避難させた感じで」

「なんで、そんなことに」

「緊急性の高い探索が出てきたのかな。あるいは落ち着いて撤収できないくらいたくさんのミサキに襲われたのか。まぁ理由はどうあれ、ボクら的には望ましい状況だよ。〈学園〉並みの資材を独り占めできるかもしれないんだから」

「んー」

　ヤヒロはしばらく考えこんでいたけど空を仰いだ。割り切った顔で銃剣銃を背負い直す。

「ま、いいわ。ずっと代わり映えのない景色で気も滅め入いってたし、弾の心配がなくなるのは願ったりだから。早く行きましょう、あとどのくらい？」

　切り替えが早い。ズカズカと先行されて置いて行かれそうになる。こういうところは正直羨ましい。考えてだめなら考えるのをやめる。悩みごと自体を忘れてしまう。理屈先行のボクにはできない芸当だ。

　リュックの位置を直して彼女のあとを追う。

　しばらく広い道が一直線に続いた。駐車場にリハビリ施設、ガソリンスタンド。徐々に郊外の趣が強くなっていく中、ボクらは高速道路の高架をくぐった。脇道に逸それて、てくてく住宅街を練り歩いていると、不意に視界が開けた。

「お」

「わ」

　一目見て大学のキャンパスみたいだと思った。

　広いゲートの向こうに芝生が広がっている。奥には何棟もの白い建物。背の高いポールに緑十字の旗がはためいている。左右の外壁は緑道を兼ねているのか、並木と植えこみの列が果てしなく続いていた。

　想像以上に巨大な施設だった。〈学園〉と同じか、それ以上に思える。

「目的地、でいいのかしら？」

　ヤヒロが首を傾かしげる。

「学校みたいにも見えるけど」

「多分大丈夫だよ」

　ボクは緑の旗を示した。

「あれは安全旗ってやつでね。労働災害防止の象徴として掲げられるものなんだ。主に使われるのは工事現場や工場。で、目の前の施設は工事中には見えない」

　だから工場。

　理路整然とした分析に、返ってきたのは呆あきれ顔がおだった。

「あなた、本当に変なこと知ってるのね。記憶をなくす前、相当暇だったのかしら？　話し相手がいなくて百科事典を読みふけっていたとか？」

「……」

「入り口は、別に壊れていないわよね」

　憮ぶ然ぜんとするボクをよそにヤヒロが視線を巡らせる。

　可動式の車止め、タイル張りの塀、守衛の詰め所。どれも元の形を保っている。ミサキの襲撃を受けた様子はない。

「中に入っても大丈夫そうね」

「まぁ、ここまで来て引き返す選択肢もないしね。撤退のルートだけ確認しながら進もう」

　ミサキが出てくるにしても、これだけ見通しがよければ警戒できる。最悪、姿が見えてから逃げ出せばいい。気楽に足を踏み出しかけた時だった。

　パァン、とつんざくような破裂音が響いた。

　銃声。

　一瞬幻聴かと思う。だけど足下の弾痕が逡しゆん巡じゆんを許してくれなかった。大きくえぐれたアスファルトから白煙が立ち上っている。

（ライフル弾！）

　警告しようとして、一瞬早く別の声に遮られた。

「動かないでください！」

　甲高い叫びだった。澄んだ、青空によく通る声。撃鉄の音があとに続く。

「それ以上近づいたら撃ちます！」

「タイキ、詰め所のところ」

「うん」

　受付の窓から銃口がのぞいている。奥には帽子の人影。スカウトハットじゃない、ベレー帽？　油断なくこちらをうかがっている。人だ。探索班の生き残り？　まさか。

「あ、あなた方は誰ですか？　所属は、姓名は」

　挙手して敵意がないことを示す。言葉は通じる。問答無用で排除する気はなさそうだ。

　とはいえ相手が執行部の一員なら面倒なことになる。こちらが〈学園〉崩壊の当事者だと知ったら、どんな対応に出てくるか分かったものじゃない。

　考えた末に最低限の情報を出す。詰め所の反応をうかがいながら口を開いた。

「〈学園〉探索班、チーム〈トリル〉の乙おと丸まるタイキだ。こっちは四し十じ万まヤヒロ」

「ガクエン？」

　たどたどしい発音だった。混乱した気配が伝わってくる。

「〈教会〉の宣教団じゃないんですか？」

「センキョウダン？」

　今度はこちらが面めん食くらう番だった。ヤヒロも戸惑い気味に首を振っている。

「いと尊き聖霊のバプテスマを受けし福音宣教の徒、隊たい伍ごをなす地の塩・世の光。グランドカテドラルの命を受け、この地に赴いてきたんじゃないんですか？」

「何言ってるの？　あの子」

「しっ」

　疑問が一つの仮説に繫つながる。日ひの御み子こリンから聞いた話が蘇よみがえる。彼女はなんて言っていた？　確か、そう。

『私には所属する組織があります』『階層型の指揮命令系統が存在して、そこからこの地域を預かっています』『他管区との序列づけにも影響が出るかもしれません』

　他管区。

　ボクは両手を上げたまま大きく息を吸った。

「残念だけどボクらは〈教会〉の所属じゃない。〈学園〉という別の共同体の人間だ。逆に訊きくけど、君らこそボクらの縄張りで何をしている？　この〈工場〉は〈学園〉の管轄だ。他管区の人間が立ち入っていい場所じゃない」

「管区？　縄張り？　え？」

　執行部側の人間、という可能性がここで消える。彼ｏｒ彼女はこの世界の全貌を把握していない。おそらくかつてのボクらと同様『大断絶の末に生き残った最後の人類』というストーリーを信じているのだろう。

　ボクは大きくうなずいた。

「そうだ、つまり君は不法侵入をしている。管区間の外交問題にならないうちに速やかな退去を要求する」

「そ、そんな」

　怯ひるみがちに銃口がぶれる。お？　意外とはったりで押し通せるか？　と思った途端。

「だ、だまされませんよ！　司祭様から、ここは無人だと聞いていたんですから。いきなり現れて横取りしようたってそうはいきません。立ち去ってください。さもないと撃ちます！」

「外交問題になるよ」

「難しいことは分かりません！」

　しまった。リテラシーを見誤った。情報過多になると思考停止するタイプだ。

「ヤヒロ、失敗だ。一回退こう」

「ええ？」

　吊つり気味の目が見開かれる。ヤヒロは信じられないように詰め所を見た。

「なんで、たった一人でしょ。私が突っこめば一瞬で片づけられるわよ」

「他に仲間がいるかもしれない。どんな武装があるかも分からない以上、闇雲に突っこむのは危険だ。まずは離れて情報を集めよう」

「とっつかまえて吐かせた方が手っ取り早く思えるけど」

　不満そうに毒づくヤヒロをよそに、ボクは銃口に向き直った。暗がりの奥に向けて声を張り上げる。

「分かった。立ち去ろう。騒がせて悪かった。謝罪する」

　潔いさぎよく回れ右して交差点を戻った。背後で戸惑い気味な声が響いたけど無視する。並木の陰に詰め所が隠れるまで十分距離を取った。

「さて、と」

　周囲にミサキがいないことを確かめてガードレールにもたれかかった。

「ヤヒロ、何が起きているかは分かるかい？」

「全然」

　彼女はぞんざいに荷物を置いた。腰に手を当てて半眼になる。

「とりあえず食事の補充がお預けになったことは分かるわ。あなたの交渉が思ったよりうまくいかないことも」

　怒っている。言外の非難にボクは大人しく頭を垂れた。

「力不足は謝るよ。ただ、さすがにこのタイミングで別拠点の人間に出くわすとは思わなかったんだ。不意打ちだよ。もう少し離れたところで活動していると考えていたから」

「どういうこと？」

「まず大前提として〈学園〉みたいな探索組織はこの世界に複数存在している。それぞれに管理者と構成員がいて、探索の成果を競っている。ほら、〈病棟〉でタカマガハラって通信先を見ただろう？　あれが本部的なものだと思ってもらえればいい。で、〈学園〉やさっきの子が言ってた〈教会〉が支部」

「日ひの御み子こリンみたいな人がたくさんいるって言うの？」

「多分ね。グランドカテドラルとか司祭とか言うのが執行部の位置づけじゃないかな。で、宣教団は探索班と同列」

「ふぅむ」

　ヤヒロは考える目になった。

「商売敵ってわけね。で？　不意打ちってのは？　なんでもう少し離れたところにいると思ってたの」

「効率が悪いからだよ。本部の気持ちになって考えてみればいい。彼らの目的はこの世界をさっさと調べ尽くしてミサキを駆除することだ。なのに探索拠点が近すぎたらどうなる？　お互い同じエリアを歩き回って、下手するとさっきみたいな縄張り争いになる」

「共食いね」

「うん。餌の少ない水槽にザリガニを詰めこむようなもんだ。ミサキに向けられるはずの武器が人間同士に使われる。互いを牽けん制せいして動きづらくなる。これじゃ折角拠点を増やした意味がない。だから簡単にはかち合わないくらい距離を置いている、そう思ってたんだ」

「でも実際にはぶつかったわ」

「そうだね。だから考えられる可能性は二つ。ボクの推測が間違っていたか、あるいは〈教会〉が常識外れの遠征をしてきたか、だ」

　並木の奥、詰め所のあった方角に視線を向ける。

「ボクらが考えていたよりあの〈工場〉には価値があるのかもしれない。地理的な要衝だとか、想像以上の物資が蓄えられているとか。だから遠路はるばる旅をしてきた。そして長距離行軍である以上、一人や一班の規模で動いているとは思えない。最低でも十名、いや二十名規模の部隊が派遣されているはずだ」

「二十名!?」

「三班十八名、司令部要員で二、三名。二十四時間の警戒を考えると妥当な線だよ。偵察・警備・休憩を八時間おきにローテーションする感じで」

　ようやくことの深刻さが伝わったのか、ヤヒロは唸うなった。しかつめ顔で空を仰ぐ。

「分かっただろう？　無理矢理突っこんであの見張りを倒しても本隊の逆襲を受けかねない。本気でやり合うつもりなら二十人全員を撫なで切ぎりにする必要がある。そんな覚悟、ボクは持ってないし持ちたくもない。だから一旦退いたんだ」

「いいわ。分かった」

　ヤヒロは諦めたように両手を上げた。

「あなたの判断は正しかった。で、どうするの？　情報を集めるといっても近づいたらまた撃たれるだけよね」

「うん」

　視線を巡らす。道が緩くカーブしているため〈工場〉の姿は見通せない。双眼鏡を使っても様子はうかがえないだろう。ではぐるりと回りこみ別の入り口を探す？　いや、あそこに武装集団がいると分かった以上、安易な接近は危険だ。途中、ミサキと遭遇・戦闘にでもなったら彼らの注意を引きかねない。

　やはりまずはあのゲートを見張るべきだ。で、宣教団の全貌を探る。問題は近づくことなく偵察するにはどうしたらいいのかということだけど。

（んー）

　周囲に背の高い建物はない。低層のプレハブがまばらに並んでいるだけだ。屋根に上っても並木に視界を遮られてしまうだろう。何せこのあたりの木々は大きい。あたりの構造物がミニチュアに見える感じで──

（待てよ）

　ふっと思いついてヤヒロを見る。長い手足を上から下に眺めた。

「君、木登りは得意かい？」

「へ？」




『あなたって本当に人使いが荒いわよね。いっそ感心するわ』

　無線機からヤヒロの声が流れてくる。同時に頭上の枝葉がざわめいた。体重のかかる軋きしみ音。剝がれた樹皮や泥が帽子の上に落ちてくる。

『一日に二回も高いところに上らされるとは思わなかったわ。一回目はアーケード、二回目は並木、さぁ三回目は何かしら？』

「悪かったよ」

　ボクはトランシーバーを口に当てた。

「でもこんな手がかりのない木に登れるのは君くらいなんだ。この埋め合わせはあとで必ずするから、今は我慢してくれないか」

『はいはい。さぁ、上についたわよ。ゲートの方を見ればいいのかしら？』

「うん、どうかな？」

　わずかな間を置いて息を吸う音が返ってきた。

『よく見えるわ。さっきの詰め所、緑の旗、奥の芝生。あの子は……いないか。あ、噓うそ、いる。今、窓のところで動いた』

「他に人影は？　詰め所以外の場所でも」

『んー、見えないけど』

　奥の建物にいるんだろうか、あるいは詰め所の中で仮眠を取っているとか。

（厄介だな）

　まだ大軍の存在を報された方がいい。所在が不明ということは、いつ不意打ちされるか分からないということだ。安易にアクションを起こせない。

「見張りの子は？　何をしてる？」

『動き回ってるわ。なんか作業してる感じ』

「ボクらを警戒している様子じゃないんだね」

『そうね、ずっと窓のところに張りついてるわけでもないし』

　しばらく時間がたつ。さぁっと爽やかな風が吹き抜ける。欠伸あくびの音が無線機から響いてきた。

『ねぇ、他に誰もいないみたいよ。いつまでこうしてればいいの？　眠くなってきたんだけど』

「もうちょっと頼むよ。あの子が門番だとしたら、どこかのタイミングで次の当番に交替するはずだ。せめてその時を待って」

『あ』

「どうした？」

『出てきたわ、あの子。外に歩いてきてる』

　一気に緊張が高まる。ボクは無線機を握りしめた。

「見つかったのか」

『ううん、こっちは見てない。銃も構えてないし、代わりに何か持ってるけど……何かしらあれ？　……ちりとりと、箒ほうき？』

「は？」

『掃除を始めたわよ。ゲート前と交差点の』

　一瞬、反応できなかった。相手の意図が理解できない。武器も持たずに陣地を出て……掃除？

「バックアップ要員は？　どこかに狙撃手の姿は」

『だから誰もいないって。ねぇ、あの子捕まえるなら絶好の機会だと思うけど』

　罠わなだ、というのが最初の感想だった。ボクらが監視していると知って隙を見せている。まんまと近づいてきたら狙撃手がズドン！　脅威を排除する。

　いや、でも待てよ？　だったらさっき撃てばいいじゃないか。わざわざ追い払う必要なんてない。そもそもボクらは彼らの存在さえ認識していなかったんだから。

　さんざん悩んだ末に心を決める。とりあえず接近してみるか。様子をうかがい、好機なら襲撃する。

「ヤヒロ、今からゲートに向かってみる。施設に動きがあったら教えてくれ」

　答えを待たずに無線機をホルダーにしまった。ハンドガンを構えて来た道を戻り始める。並木の陰を伝うようにして慎重に、三十メートル、二十メートル、十メートル。

　……いた。

　広い交差点にコート姿の人影が動いている。パーカーつきの無骨な上着だ。太いベルトにポーチやホルダーがゴテゴテとついている。頭を覆うのは紫のベレー帽。宣教師というよりは野戦兵士の趣だ。ただ手に持っているのは安っぽい箒ほうきで、傍かたわらにゴミ箱代わりのバケツを置いている。

　本当に掃除していた。

　鼻歌が聞こえる。後ろ姿しか見えないが、上機嫌なのはよく分かった。年頃はボクらと同じか少し下くらいか。大柄なコートのせいで体型までは分からない。ただ全体的に華きや奢しやな印象を受けた。

「何してるの、早く突っこめばいいのに」

　背後から呼びかけられてぎょっとする。振り向くと、すぐそばにヤヒロが立っていた。

　眉根を寄せて睨にらみつける。

「見張っているよう頼んだのに」

「心配しなくても見える範囲に動きはないわよ。それより二人で飛びかかった方が確実じゃない？　どちらかが銃を突きつけて、もう片方が取り押えるとか」

「まぁ」

　確かにボク一人で挑みかかっても返り討ちに遭いかねない。自慢じゃないけど肉体労働は専門外だ。

「ＯＫ、じゃあこうしよう。まずボクがあの子の背後を取る。合図したら君が組みついて武装解除、尋問に移る」

「分かったわ」

「よし、カウントダウン。三、二、一」

　疾風が駆け抜けた。え？　と思った時にはもうヤヒロが野戦コートに突っこんでいる。ぎゃっ！　という悲鳴とともにバケツが弾はじけ飛んだ。

「よぉし、つかまえた。フリーズ！」

　馬乗りになって銃剣銃を突きつけている。台詞せりふの選択から何から色々とおかしい。

「何してるんだヤヒロ！　段取りと全然違うだろう!?」

「へ？　合図したら組みつけって言ったじゃない」

「前後の文章がまるまる抜けてるから！　てか、二人で飛びかかる話はどこに行った!?」

　ブーツの足がばたばたと動いている。見張りの子が暴れていた。うつぶせの姿勢で身をよじっている。

「な、なんなんですかあなた方!?　え？　立ち去ったはずじゃ」

　柔らかそうなボブが揺れる。長い髪が頰を隠して顔の造作までは分からない。ボクは嘆息して歩み寄った。

「遠巻きに様子をうかがっていたんだよ。隙があったら、もう一度アプローチしようと思って」

「だましたんですね！　ボクを安心させて掃除に戻らせて、そこを襲撃しようとか、なんて狡こう猾かつな。非道すぎます！」

「いや、警戒し続けなよ。君、見張りだろう」

　ずれまくった反応に緊張が薄れる。腰を屈かがめてのぞきこんだ。

「こんなことをしといて今更だけど、ボクらに敵意はない。〈教会〉と一戦交えて〈工場〉を取り戻すつもりもないんだ。少し話をさせてもらえないか。情報交換はお互いにとっていいことだと思う」

「……」

「ボクらがどこから来て何をするつもりか、君も気になるんじゃないか？」

　無言は肯定の証あかしだろう。足の動きが止まる。わずかに首が傾かしいでこちらをうかがった。

「……本当に、話をするだけですか」

「ああ」

「なし崩しで中を荒らしたりしない？」

「その気ならとっとと君を撃って押し入ってるさ」

　腹落ちしたのか、相手はうなずいた。投げ出された手から力が抜けていることを確認してヤヒロに合図する。

　彼女は少し不満そうだったけど腰を上げた。銃剣銃を構えたまま一歩、二歩と後退する。

「ゆっくり立って、両手を上げたまま振り向いてほしい。まだ銃で狙っているから、変な気は起こさないように」

「分かってます」

　膝を突いて上体を起こす。小柄な後ろ姿が万歳の姿勢で深呼吸した。息を吐ききってから足を動かす。右足を軸に振り返ってきた。

　……！

「っ!?」

「ヤヒロ、やめろ！」

　伸ばした手が銃身を逸そらす。一瞬でも遅れていたら銃剣が突き刺さっていただろう。コートのシルエットが尻餅をつく。非難めいた目で睨にらみつけてきた。

「お、大人しく振り向いたじゃないですかぁ!?　なんで怒るんですか！」

「タイキ！　この子！」

「いいから銃を下げて。君、その顔は一体」

「顔？　……ああ」

　手袋の手が頰を押えた。一瞬、眉がひそめられたように見えた。

「教練中に崖から落ちて切ったんですよ。処置が遅れたから痕が残ってしまって……見苦しいのは理解しています。でもそんなにびっくりすることないじゃないですか」

「……」

「あんまりマジマジ見ないでもらえます？」

　ごくりとつばを飲んで息を吐き出した。ヤヒロを押おし止とどめながらうなずく。

「そうだね……悪かった」

　素直に謝ると相手も緊張を解いたようだった。ほっと肩を落として背後を示す。交差点奥の詰め所を顎でしゃくった。

「中で話しませんか？　お茶くらい出しますし」




　平屋造りの建物の中は意外と生活感があった。

　こぢんまりとしたダイニングテーブルが部屋の中央に鎮座している。頭上を横切るのは衣類のかかった洗濯紐ひも。その下にソファーベッドが設しつらえられている。壁には〈工場〉の見取り図と思おぼしき俯ふ瞰かん図とカレンダー。日付に重ねていくつも赤の書きこみが確認できる。

　表から見た時は分からなかったけど、奥にも部屋があるらしい。見張りの子は小走りに引っこむとティーセットを持ってきた。ケトルのお湯をポットに注ぐ。

「ちょっと待ってくださいね。警報装置をオンにしますから」

　入り口扉の脇にかかったラジオを取り上げる。ダイヤルとボタンを操作すると甲高い電子音が流れてきた。

「なんだい、それ」

「侵入者を検知して音を流す仕組みです。今のはテストですけど、本当はゲート周辺のセンサーが動くものを見つけて報しらせてくるんです。あなた達たちが近づいてきたのもこれで分かったんですよ」

　どきりとする。予想外の話だった。

「〈教会〉の装備なのかい」

「え？　ああいえ、ボクが作ったんです。ありものを組み合わせて」

　動揺を隠すのに随分苦労した。息を吞のむボクをよそに、見張りの子はラジオをかざした。

「レーザーポインターと鏡を向き合わせて、赤外線が遮られたタイミングでノイズ発信器を動かしているんです。相手の数とか方向とかまでは分からないので、まだまだ改良中ですけど」

「へぇ」

『すごいね、立派なもんだ』と感心したいところを堪える。今後の交渉を考えると、技術面・戦力面で劣っているとは知らせたくない。黙って脳内の警戒レベルを引き上げかけて、だけどボクは「ん」となった。待てよ？

「そんな仕かけがあるなら、なんでさっきボクらが近づいたのに気づかなかったんだい？　あんなそばまで無防備に接近させて」

　見張りの子の目が泳いだ。バツ悪そうに視線を逸そらす。

「掃除する時に反応すると嫌なんで……切ってました」

「警報をオフにして、バックアップもなしに外出してたってことかい？」

「はい」

「で、ボクらにつかまったと」

「そう……なりますね」

　前言撤回。どれだけ装備が優秀でも、使う人間がヘボならなんの役にも立たない。呆あきれ顔がおに気づいたのか、見張りの子は慌ただしく手を振った。

「お茶淹いれますよ。お菓子はクッキーでいいですね」

　ポットからカップに琥こ珀はく色の液体が注がれる。芳ほう醇じゆんな茶葉の香りが鼻孔をくすぐった。

「どうぞ」

「ありがとう」

　久しぶりに保存食以外の食べ物だ。迷わず口に運びかけて視線を感じる。ヤヒロが壁かべ際ぎわに立っていた。剣けん吞のん極まりない表情で睨にらみつけてきている。

「来ないの？」

「私はいい」

「そう」

　無理強いしても仕方ない。椅子を後ろに引いて腰かけた。ダイニングテーブルを挟んで見張りの子と相対する。

「さて」

　本題に入る。相手の姿を改めて観察した。

　ベレーを取っているので青みがかった頭髪が露あらわになっている。前髪の長いボブだ。目元が隠れてやや野暮ったい印象を受ける。曲線的な輪郭は女の子のようだけど一人称は男の子のそれだ。どっちなのだろう。声のトーンは女性っぽいけど。

「まずは自己紹介をしようか。さっきも説明したけど改めて、ボクが乙おと丸まるタイキ、彼女が四し十じ万まヤヒロだ。〈学園〉探索班、チーム〈トリル〉のメンバー。本当は六人で一チームなんだけど今は事情があって二人で動いている」

「ボクは内うち灘なだツクシと言います。〈教会〉宣教団チャコール班の一員です。……えっと、あなた方は本当に〈教会〉の人じゃないんですか？　似たような拠点が他にもあるっていうのは」

「事実だよ。君のところの上、司祭さんだっけ？　その人ひと達たちは多分知っていると思う。管区と管区は互いに競いつつ、この世界を探索する仲間だからね。少なくとも敵じゃない。ミサキ相手よりは随分仲よしなはずだ」

「……」

「話を戻すよ。ボクらの目的はこの〈工場〉での補給だ。旅を続けるために食糧と弾薬を調達しに来た。ここは〈学園〉の前進基地で物資の保管所でもあるからね。ミッション完遂のために必要な権利を行使しにきたわけだ」

　我ながらぽんぽんと噓うそが出てくる。いや、一から十まで噓うそではないけど明らかなミスリードだ。『〈学園〉の正規隊員』、『上層部の指示下で作戦行動中』、そうした印象から外れる情報を慎重にカットしている。

　ツクシは気け圧おされたように顎を引いた。

「食糧と弾薬ですか」

「うん、他に余計な手出しをするつもりは一切ない。正直言えば、この施設を誰が根城にしていようと興味はないんだ。上層部的には大問題だろうけどね。一現場メンバーたるボクはただ必要な物を回収できて早く旅に戻れればいい」

　明かせる手札を明かしてティーカップを持ち上げる。黙って反応を待っているとツクシは顔をもたげた。

「ボクらの目的は調査です。チャコール・パステル・テンペラ、三班合同の探索チームでこの場所を目指してきました。無人だと思っていたのは本当です。実際、ボクらが到着してしばらくたちますけど他の人間は見かけていません。物資は……確かにいくらかありましたけど」

「使ってしまった？」

「まさか！　ボクらは野盗の集団じゃありません。勝手に誰かの荷物を持っていったりしませんよ。ただ、ボクらは別に補給目的で訪れたわけじゃありませんから、本気になって調べたりしていないんです。あなた方の必要な量が残っているかは正直分かりません」

「ふぅん」

　物資を無視して滞在、調査？　一体なんのために。今後の拠点化が目的なら備蓄くらいリストアップしそうなものだけど。

　考えるボクの前でツクシは続けた。

「ボクの役目はこの正門を守ることです。侵入者の警戒と、あとはもし後続部隊が来た場合の迎え入れですね。他のメンバーは敷しき地ちを調査して回っていますから、なるべく手を煩わせないのがボクの仕事です。一人で対処できることは対処して、必要になりそうなものはあらかじめ準備して、ああそうです、この裏手にベースキャンプの宿舎があるんですけど、そこの整備・維持もボクの役割です」

「え？」と思わずまばたきしてしまった。

「それ全部、君一人でやってるのかい」

「はい」

「交代要員は」

「いません。だってこの施設は本当に広いんですから、一つの場所に複数の要員なんて割り当てられません。みんな忙しいんです」

「いや、でもそれは」

　無茶だろう。常識的に果たせる責任範囲を超えている。たとえトモヤスみたいな切れ者が担当してもどこかで破綻する。

　だけどツクシは微み塵じんも異常を感じていない様子だった。目には誇らしげな光まである。

「他の探索メンバーはどういう動きをしているんだい。さっき宿舎があるって言ってたけど、定期的にここに戻ってきたりはしないのかい」

「定期的に……はないです。予定された調査が一段落したら戻ってきて、また出て行く感じで。いちいち往復するのも面倒だから施設内にキャンプを作ってる人もいて」

「じゃあ次にいつ、誰が戻ってくるか分からない？」

「ええ……まぁ」

　なんだか変な話だった。大規模な探索集団にしては管理が緩すぎる。見張りのローテーションはおろか、キャンプ場所も明確に定まっていないなんて。

「ちなみに前回、他のメンバーがここに戻ってきたのは？　いつ頃なんだい」

「ええっと」

　横目でカレンダーを確認しつつツクシは小首を傾かしげた。

「一月くらい前ですかね」

「一月!?」

　さすがに驚きを隠せなかった。一ヶ月、ミサキが襲ってくるかもしれない場所に単身放置？　異常すぎる。

「その間、連絡は？　状況報告とかしているのかい、本隊と」

「いえ」

「向こうからも特に連絡は来ていない？」

「来ていません、けど」

　ツクシは訝いぶかしげに眉根を寄せた。

「それ、何かあなた方の目的と関係あるんですか。特に情報交換って話でもないように思えますけど」

　しまった。突っこみすぎた。相手を警戒させたら意味がない。ボクは素直に「悪かった」と謝った。

「ちょっと驚いただけなんだ。ボクが同じ立場なら随分不安になるだろうから、君は立派に義務を果たしているなって」

「……」

「話をまとめようか。つまりボクらと君らはまったく違う目的でこの〈工場〉を訪れている。〈学園〉からすれば君らは違法滞在者だけど、現場のボクには特段興味がない。そして君らからしてもボクらに調査を邪魔されなければ、所定の目的に影響は出ない。ここまではいいかな？」

「？　は、はい」

「簡単な取引だよ。ボクは〈教会〉宣教団の違法滞在を見逃す。ここで君らと出会ったことを上に報告しない。代わりに君らはボクの侵入を許してほしい。物資の補給と少しの休憩、それで全部チャラだ。明日には何ごともなかったかのようにお互いの活動を続けられる。どうかな」

「どうって言われましても」

　ツクシは目に見えて狼ろう狽ばいした。落ち着きなく肩を縮こまらせる。

「そんな内容、ボクじゃ判断できません」

「誰なら判断できる？」

「団長か師長クラスなら……ああ、でもダメですよ。勝手にあなた方を招き入れたなんて報告できませんから」

「別にありのままを言わなくてもいいだろう。たとえば交差点でボクらを足止めして、そこで交わした言葉を伝えるって形でも」

「……」

「なんにも結論が出ないと、このやりとりが延々続くことになるよ。ボクらも装備なしで旅に戻れないんだし」

　少し強気に出てみたけれどツクシの反応は変わらなかった。相変わらず不安そうに視線をさまよわせている。

　何を迷っているんだろう。本隊に連絡することがそんなに難しいのか。ひょっとして失敗を報告した途端、ペナルティの対象になるとか？　あるいは階位ごとにできること・できないことが定められているとか。

　押す材料が尽きて沈黙する。

　気づけば日は大分傾いていた。西日が受付のブラインドから差しこんでいる。あと幾ばくもたたずに夜闇が忍び寄ってくるだろう。昼とは違う世界が〈工場〉の周囲に現れ始める。

　オォオォ……ォン。

　奇妙な鳴き声が遠くで響いた。女性が声をからしつつ笑っているような響き。色々ミサキを見てきたボクでも正体が分からない。できればずっと知らずにすませたかった。

「日が暮れますね」

　ツクシが外を見ていた。逆光になって表情が読み取れない。夕ゆう陽ひが藍色の目に映りこんでいた。

「とりあえず今日は泊まっていきますか？　今から外に出るのも危険ですし、裏手の宿舎でよければ」

「いいのかい？」

　少し驚いて訊たずね返した。予想外の申し出だった。

「てっきりすぐ出ていけって言われるのかと思っていたけれど」

「ボクの任務はあくまであなた方を敷しき地ちに入れないことですから。境界線上のこの建物ならギリギリセーフでしょう。特に見られてまずいものもありませんし、それに」

「それに？」

　ツクシは胸に手を当てて背筋を伸ばした。やや得意げに宣誓する。

「ボクらは〈教会〉の宣教団です。迷える子羊は見過ごせません」




　　　　＊




　詰め所の奥の扉は二階建ての建物に繫つながっていた。

　一階に二部屋、二階に四部屋。給湯室や共用風ぶ呂ろまで備えた堂々たる宿舎だったので驚く。てっきり仮眠室みたいなものが一つ二つある程度だと思っていた。

『整備・維持もボクの役割です』と言ったツクシの言葉に噓うそはなく、プレハブの構内は管理が行き届いていた。切れた電灯や空気の澱よどみもない。臭いや害虫に悩まされることもなさそうだ。

　ツクシが割り当ててくれたのは二階の奥の部屋、二つだった。試しに手前の扉を開けると六畳一間の洋室が現れた。エアコンとベッド、窓にはカーテンが見える。

「基本的には二間とも同じ造りです。角部屋の方は窓が二つあって、朝あさ陽ひを浴びたいならそちらがお勧めです。洗面台とトイレは申し訳ありませんけど共用です。鍵も外からはかからないので貴重品は持ち歩いてください。ボクはお風ふ呂ろを入れてくるので、何かあったら呼んでください。では」

　ぺこりと一礼してツクシは引き揚げていった。小柄な背中が階下に消えるのを見送り、ボクは肩の力を抜いた。

「なんだか申し訳ないな。ホテルのもてなしでも受けているみたいだ」

　背後のヤヒロを意識しつつ奥の扉を開ける。ツクシの言葉通り二面採光の角部屋だった。どことなく隣室より明るく思える。壁紙やカーペットの色が違うのかもしれない。両方の窓を開け放つと、通り抜ける風が気持ちよさそうだ。

「君、こっち使いなよ。朝あさ陽ひが入ってきた方が気持ちよく目覚められそうだし。ああ、たまには柔らかいベッドで遅寝したいって言うなら、手前の部屋でもいいけど」

「本気でここに泊まる気？」

　ぞっとするくらい冷たい声が上がった。ヤヒロが薄闇の中にたたずんでいる。鎧よろいのように影をまとって居室の暖気を拒絶していた。

「あんな怪しげな子の申し出を受けて、正気を疑うわ。寝首を搔かかれてもおかしくないわよ」

「その気があるならもう少しうまいやり方をしているよ。ボクが逆の立場なら、少なくとも窓のある部屋には通さない。逃げ道を増やすだけだからね。荷物のチェックもさりげなくしておくし」

「……」

「そもそも、今ほしいものがあるのはボクらの方なんだ。彼らがリスクを負って殴りかかる必要はない。首尾よくボクらを排除しても、待ってるのは死体の後始末だけだからね。わざわざ時間と銃弾を無駄にする理由がない」

　返事はない。沈黙が何より雄弁に異議を示していた。ボクは嘆息して彼女に向き直った。

「ＯＫ、分かった。君の言う通り、ツクシが怪しいのには同意する。あの子が言っていることはチグハグだし、色々納得がいかないのも事実だ。だけどさ」

　まっすぐに視線を受け止める。ヤヒロを説得する時は決して顔を逸そらしてはいけない。彼女は相手の真意・本気度を目で読み取る。誤魔化しはきかない。

「あの子は言葉が通じる」

　嚙かんで含めるように告げた。

「いいかい、〈学園〉の外で意思疎通できる相手に会えたのは奇跡的なことだ。ボクらはこの世界のことをほとんど理解できていない。いや、まだ何も分かってないに等しい。今は少しでも多くの情報が必要なんだ。君やボクのゴールをはっきりさせるためにも、この出会いは大切にしないと」

「理由になってないわ」

　斬りつけるような眼まな差ざしが返ってきた。銃剣銃がガチャリと鳴る。

「私はあの子が信用ならないって言ってるの。その返事が『情報が必要』とか全然嚙かみ合あってない。あの子が私わたし達たちの害にならない保証は？　どんな理屈で気を許せるって言うの？」

「理屈はさっき話した。敵に回るメリットがない、以上だ。その上でボクはツクシとコミュニケーションを取る意味を説明した。他にどんな話が必要だ？　君こそ感情論で理屈をねじ曲げてないか？」

「……」

「気に入らないからぶちのめす、じゃミサキと変わらないよ。異常と出くわした時にこそ筋道立ててものごとを考えていかないと」

　ヤヒロはぎゅっと拳を握りしめた。大きく息を吸って目を伏せる。

「そうね、確かにあなたは頭がいいわ。私の知らないこともたくさん知っている。でも私だって何が危険で何が安全かくらいは感じ取れるわ。その感覚を少しくらい気に留とめてくれてもいいんじゃない？」

「留とめてるさ。だからあの子が怪しいって話には賛成しているだろう。ただ、一足飛びに交渉決裂じゃ乱暴すぎる。うまく距離を保ちながら、必要な情報や協力を引き出していかないと」

「そんな思い通りにいくとは思えない」

　ばっさりと切り捨てられた。

「あなたはたまに自信過剰すぎ。何もかもが頭で考えた通りに動くわけじゃないのよ。机の上の計算だけで動いていると、どこかで足下を掬すくわれるから」

「そんなヘマはしないよ」

「するわ」

「しないって」

「じゃあなんでレコを助けられなかったの」

　死角からの一撃。身が凍るような問いかけは、だけどヤヒロ自身をも戸惑わせたようだった。なぜそんなことを言ってしまったのか、悔いるように顔が歪ゆがむ。苦しそうに視線を逸そらした。

「……ごめんなさい、でも、私」

「お風ふ呂ろ、準備できましたよ」

　ブルーブラックの髪が揺れた。ツクシが廊下の向こうに立っている。異様な雰囲気に気づいたのか眉をひそめていた。

「あ……の？」

「私、もう後悔だけはしたくないから」

　つぶやくように言って踵きびすを返かえした。長い黒髪が揺れる。

「ヤヒロ」

「〈工場〉の外を見回ってくる」

　怯おびえたツクシを飛とび退のかせて彼女は階段を下りていった。ブーツの足音が遠ざかって消える。

「彼女、どうしたんでしょう」

「さぁ……疲れてるんじゃないかな」

　曖昧に濁して目を背ける。窓に映った顔は思ったより強こわばっていた。




（気にしていたのかな）

　湯気の奥に照明の光を認めながらボクは独りごちた。

　湯船に身体からだを沈めて天井を見上げている。投げ出した手足が水のうねりに洗われている。広い洗い場から水滴の音が響いてきた。

　目を閉じれば思い出す、くるくる回って倒れ伏すレコの姿。ほつれたおさげの髪から流れ出る鮮血。徐々に力を失っていく瞳。

　ボクのせいかと言われれば半分当たり、半分外れと言ったところだろう。日ひの御み子こリンが彼女を撃ったのは多分、一番利用価値が低かったからだ。脅しのために消費してもよい存在と思われたから。そう、あの〈学園〉にいる限り遅かれ早かれレコは死んでいた。ボクの呼びかけに応じたことやヤヒロを助けに行ったことは、あくまできっかけにすぎない。

　だけど、でも。

『じゃあなんでレコを助けられなかったの』

　なんでも分かって、なんでも知ってるなら、どうして仲間一人、救えなかったの？

　ヤヒロの問いかけが心に刺さる。

　簡単だ。ボクの思慮が足りていなかったから。不測の事態を想定し尽くせなかったから。だから全員を生還させられなかった。そうよね、よく分かってるじゃない。じゃあ今回、同じ失敗を繰り返さないとなんで言い切れるの？

「ううむ」

　顔を半分沈めてあぶくを立てる。やっぱり、ヤヒロは馬鹿じゃない。理屈を超越したところで本質や正解を探し当ててくる。

　ただ彼女の意見もまた極論だ。一回ミスしたから二度と冒険するなでは議論にならない。本来なら具体的な問題点とリターンを出し合って落としどころを探るべきだろう。それもなしに『私の感覚が正しい』『言うことを聞いて』と来られても歩み寄れるはずがない。

　だいたい、彼女が『自分の感覚を尊重して』と言うなら、ボクの論理ロジツクもまた尊重するべきだろう。少なくとも道中、ほとんどのケースで正解を選んできたのだから、頭ごなしに否定される謂いわれがない。

（まぁ、気持ちは分からないでもないけど）

　今日は色々なことがありすぎた。ボク自身、ニュートラルに思考できている自信がない。一度クールダウンしてから改めて話し合うか。お互い身体からだを休めて、心を落ち着けて。

　思索が途絶えると今更ながらの疲労が感じられてきた。目を閉じて浮力に身を預ける。心地よい気だるさが意識を吞のみこんだ。

　ああ。

（ああ、気持ちいい）

　吐息が湯気に溶ける。

　思考が拡散する。

　まとわりつく熱気が五感を曖昧にして、

　夢と現の境界を朧おぼろにして、

　そして、

　──。




『六人目。すまない、間に合わなかった』

　え？

　耳元で響いた自分の声にまばたきする。

　気づけば周りの様子が変わっていた。薄暗い教室の真ん中に立っている。倒れた机や椅子が周囲に散らばっていた。換気扇の音がうるさい。捻ねじれた羽根が空気を攪かく拌はんしている。

　足下には制服の女の子が横たわっていた。既に絶命しているのは流れた血の量を見れば分かる。いや、そもそも彼女の胸はナイフに貫かれていた。奇妙なことに彼女は自分の手で柄をつかみ、自分の心臓を突き刺していた。両の目と口が驚いたように開かれている。

　カツリと靴音がした。壁の鏡に黒い人影が浮かび上がる。

　服装は足下の子と同じ、黒のブレザー。だけど瞳に宿る光は猛もう禽きんのようだった。長い黒髪が腰までを覆っている。

　綺き麗れいな、ワタリガラスを思わせる少女。

　漆黒の刃を思わせる立ち姿。

　彼女は視線を死体に据えたままつぶやいた。

『謝罪はいい。言い訳もいらない。次に私がどうするべきかだけ教えて。何をしたらこのふざけた事態を止められるの？』

　聞き慣れた声が答える。

『ボクが君に言えるのは今すぐ逃げろってことだけだ。もうすぐ巡回が来てこの惨状を目撃する。のんびり立っていたら、あらぬ疑いをかけられかねない。しばらくほとぼりを冷まして次の機会を待つんだ』

『機会、機会って何』

　断ち切るような口調だった。

『それって別の犠牲者が出るってことよね？　問題が起きると分かっていながら、何もせずに息を潜めてろって言うの？　冗談じゃないわ』

『───』

『私、もう後悔だけはしたくないから』

　宿舎の二階で聞いたものと同じ言葉。

　伸ばした手が刃物に触れる。死体の胸から引き抜こうとする。

『待て』と呼び止めかけて浮遊感に襲われた。地面が抜ける。足がかりが失われる。混濁する視界の中、真っ赤にただれる空が見えた。血のように赤い夕ゆう陽ひ、その下で落ちていくいくつもの人影。誰も彼もが逆さまになって大地に吸いこまれていく。

　割れた空間の端境から空気が漏れ出していく。息が苦しい。声が出ない。もがくように手を伸ばして、足をばたつかせて──

「……はぁっ！」

　指先がプラスチックの縁をつかまえる。激しい咳せきが喉に入りこんだ湯を押し出した。

　浴槽だ。崩れた姿勢を片手で支えている。どうやらうとうとして溺れてしまったらしい。唇と髪がたっぷり水を含んでいる。

（なんだ）

　まばたきして座り直す。足下に床があることを慎重に確かめる。現実だ。〈工場〉宿舎の共用風ぶ呂ろにボクはいる。

（夢？）

　にしてはえらくリアルだった。澱よどんだ空気に混じる血の臭いまで覚えている。冷え冷えとした刀身の輝きが目ま蓋ぶたに焼きついていた。

　それにあの女の子。

　ヤヒロだった。

　場所を違えようと、服装が異なろうと、見間違えがようがない。強烈なまでの存在感。あの直情径行っぷりは夢では絶対にありえない。ボクの乏しい想像力で、あれほどの規格外を生み出せるとは思えなかった。

　ひょっとして、記憶なのか？

　大断絶前の光景。失われてしまったボクと彼女の日常。

　だとして、あれは一体なんなのだ。ボクらはどこで何をしていた。

　六人目、とボクは言っていた。学校で六人も人死にが出たのか？　尋常じゃない。しかもなぜ生徒の立場の者が対処しているんだ。ある意味〈学園〉での生活より異常だった。辻つじ褄つまの合う説明が一つとして思い浮かばない。

　混乱していたせいだろう。その物音に気づくまでに結構な時間を要した。脱衣場で何かががさごそと動いている。磨すりガラスの向こうに黒い影が見えた。

　んん？

　思考が追いつく前に扉が開いた。鼻歌とともに人影が入ってくる。湯気を搔かき分わけて出てきた姿は、

「え……？」

「あ」

「い──」

　つんざくような悲鳴が上がった。声の主が胸元を押えてしゃがみこむ。ブルーブラックの毛並み、ツクシだ。耳の先まで赤くして目を白黒させている。

「な、なんで!?　ちゃんと訊ききましたよね？　誰か入ってますかって。どうして返事してくれないんですかぁ！」

「いや、それはね、実は」

「きゃああ！　見ないでください。こっち来ないで！」

　出れないじゃないか。

　仕方なく背を向ける。暗い窓を見上げながら声を張り上げた。

「もう見てないよ。ごめん、ちょっとぼうっとしてたんだ。湯船が気持ちよくてうたた寝してしまって。ひょっとして大分、長いこと待っていた？」

「ええ……どこにもいないから、てっきりヤヒロさんを追いかけて、外に出たのかと思ってたんですけど」

「そうか」

　どのくらい眠っていたのだろう。時間の感覚が飛んでいる。というか頭が鉛のように重かった。のぼせたのかもしれない。このまま湯につかっているとまた溺れそうだ。

「悪いけど左の壁かべ際ぎわに寄ってもらえないか。ボクは右の壁に沿って風ふ呂ろから出る。そっちは向かないから安心してもらっていい」

「本当ですか」

「噓うそをつくほど元気が残ってないよ。長なが風ぶ呂ろが過ぎてね」

　少しして濡ぬれた足音が響いた。気配が遠ざかっていく。プラスチックの湯椅子が音を立てて引かれた。

「いいですよ」

「ＯＫ」

　ゆっくりと湯船から出る。足下に気をつけながら壁かべ際ぎわを進んだ。洗い場から出る前に一度だけ振り返る。

　ツクシは湯椅子に座ったまま、身体からだを抱えこむようにしてうつむいていた。滑らかな背中が照明の光を照り返している。下心なしに綺き麗れいだと思った。ビロードの絨じゆう毯たんでも目にしている気分。

「もういいよ」

　脱衣場に出て呼びかけると、ようやく浴室の空気が弛し緩かんした。少ししてシャワーの水音が響き始める。ガラス越しに見える湯気が濃くなった。

「少し、質問してもいいかな」

　タオルで身体からだをぬぐいながら訊たずねる。視界の端にツクシの探索着があった。〈学園〉のものとは明らかに違う重厚な作り。

「なんでしょう」

「君の仲間はどういう人ひと達たちなんだ。やっぱりツクシと同じように真面目で職務熱心なのかい」

「ボクは……ボクなんか全然、及びもつかないですよ」

　気弱げな声が返ってきた。

「みんな、すごいベテランなんです。大規模な遠征をいくつも成功させて、凶暴なミサキを何体も討伐して、〈教会〉の中でも憧れの存在なんです。正直、ボク自身、この遠征団に入れるとは思っていなかったというか、今でもまだ夢みたいで」

「……」

「気を抜けばすぐに見切られることは分かっています。だからせめて自分のやれる範囲でベストを尽くしたいんです。正門を守って、侵入者を防いで、みんなが心置きなく調査に専念できるようにする」

　言葉の端々に気負いが滲にじんでいた。コンプレックスと危機感、それに憧れがツクシを突き動かしている。自分の存在価値を示したい、そのためには無茶と思われる指示も引き受ける。身の丈に合わない仕事もやりとげようとする。

　気持ちは分かる。分かるけれど。

「ベストを尽くすってどういう意味かな」

「え？」

「一週間、誰も入れなければいいのかい、それとも一ヶ月、いや一年？　仮に本隊から連絡が来なかったら君は一生、この詰め所にいるのかい。物資や食糧が尽きても身動き一つせず、永遠に」

「それは」

「期間の話だけじゃない。病気になったらどうする？　怪け我がをして動けなくなったら？　気持ちとしてはベストを尽くしているからＯＫ？　そんな馬鹿な理屈はないだろう。正門を守れと言われたのなら、どうやってそれを実現し続けるか考えるのが仕事だ。君の従順さは与えられた責任への逃げ口上にしか思えない」

「な！」

　椅子の倒れる音がした。シャワーからの流水音が床に移動する。

「逃げてなんかいません！　一秒でも一時間でも一日でも長く任務を果たせるよう、ちゃんと考えています。でもしょうがないじゃないですか。ボクは一人しかいなくて、ここから動くことも、離れることもできないんですから。これ以上、どうすれば」

「一人じゃないだろう」

　静かに遮った。

「今、この詰め所にはボクとヤヒロがいる。頼んでさえもらえれば、ボクらは君の手足となり〈工場〉を動き回れる。物資の調達はもちろん、本隊にコンタクトして今後の動きを聞いてきてもいい。いつ彼らが戻るのか分かれば、君も大分楽になるだろう？」

「！」

「もちろん、ただの善意で言ってるんじゃない。昼間話した通り、この施設で食糧弾薬を補給するのはボクらにとって絶対条件だ。回収した物資の何割かはもらっていく。それでも君らにとってはメリットの方が大きいはずだ。リソースの限界というどうしようもない壁を突破できるんだからね」

　言葉を切って反応を待つ。沈黙が満ちる。ためらいが磨すりガラス越しに感じ取れた。

　十秒か二十秒か、ひどく長い静寂のあとにツクシの声が返ってきた。

「申し出は……嬉うれしく思います」

　か細いつぶやき。

「そこまで本気で考えてくれたことには感謝しています。ただ、ボクの任務は『門を守れ』なんです。『誰も入れるな』って指示に例外はありません。どういうケースなら破っていいとか、無視してもいいとか、考えられる立場にないんです」

「その結果、もとの指示自体守れなくなってもかい」

「そうならないように全力を尽くします」

　話がもとに戻ってしまった。ベストを尽くす。尽くせない時はベストを尽くします、以上。

　嘆息してタオルを置いた。シャツに首を通して上着を持ち上げる。

「分かったよ。邪魔して悪かったね。ゆっくり風ふ呂ろに入ってくれ。ボクは部屋に戻るから」

「はい。こちらこそお騒がせしました」

　脱衣場を出る。

（どうしたもんかな）

　廊下を歩きながら独りごちる。

　ツクシの杓しやく子し定じよう規ぎっぷりはかなりのものだ。多分、どれだけ言葉を尽くしても思い直すことはあるまい。あの子にできる譲歩は、せいぜいボクらの滞在期間を延ばすことくらいだ。

　待っていても事態は動かない。

　かといってツクシはボクらを行かせてくれない。

　誰かが〈工場〉を巡らない限り、物資は回収できない。

「ううん」

　絶望的な結論に、もう一度溜ため息いきをつきかけた時だった。

　ふっと思考が止まった。自問自答の単語が脳裏に木霊こだまする。誰かが〈工場〉を巡ればいい？　誰か？

「タイキ？」

　顔を上げると廊下の奥に人影が現れていた。

　ヤヒロだ。

　見回りから戻ってきたところなのか、背中に銃剣銃を担かついでいる。彼女は気まずげに視線を逸そらしかけたけど、意を決して歩み寄ってきた。

　勢いよく頭を下げる。

「さっきはごめんなさい。あんな言い方は卑ひ怯きようだったと思う。レコを救えなかったのは私も同じなのに、責任を押しつけるようなこと言って」

　でも、と顔を上げる。

「言いたいこと自体は変わってないわ。あの子の、ツクシの言いなりになるのは絶対におかしい。次にどうするか、ちゃんと二人で話し合いたいの。戦うなら戦う、あの子を説得するなら説得する、ここから出て行くなら出て行くで」

　視線が鋭い。今度ばかりはなぁなぁではすまされない雰囲気だった。たとえまたツクシが現れようと絶対に逃がさない、話を打ち切らせないといった気迫に、ボクは「うん」とうなずいた。

「丁度いい。ボクもその話をしたいと思ってたんだ。今から時間あるかい？　作戦会議をしよう」

　……へ？

　ヤヒロは虚を突かれたようにまばたきした。




　　　　＊




　一晩明けて、〈工場〉周辺の天気は快晴だった。

　早朝の空に鳥の鳴き声が木霊こだましている。清涼な風が緑の安全旗を揺らしていた。芝生が陽光を浴びてきらきらと輝いている。草木のざわめきが遠くから聞こえてきた。

　宿舎の屋上から見る景色はなかなか壮観だった。わずかに視点が上がっただけで敷しき地ちの端まで見通せる。のこぎり屋根の工房、細長い倉庫の列、なんに使うのかも分からないマッシュルーム型のドーム。

「あの建物とかそれっぽくない？　『原料置き場』って書いてある」

　大きな見取り図を広げながらヤヒロが言った。傍かたわらのスツールにはスープ用のマグカップとパンを置いている。足下にはコーヒーの入った魔法瓶。どれも詰め所から持ってきたものだ。

「悪くないね。探索ルートに加えようか」

　コーヒーを味わいながらボクは答える。早朝の一杯は格別だ。わずかに残った眠気を綺き麗れいに吹き飛ばしてくれる。

「あそこまで行くなら事務棟を通った方がいいかもね。〈教会〉調査隊が根城にしている可能性もあるし」

「ＯＫ。じゃあ中継点追加。あと二、三箇所回れそうね。ねぇ、組み立て施設と検査施設ならどっちがいい？」

「そうだね」

　顎に手を当てて考えこんだ途端、階下からどたどたという音が上ってきた。寝間着姿のツクシが梯はし子ごの縁から身を乗り出す。藍色の目が大きく見開かれた。

「な、何してるんですか、あなた方！」

　混乱も露あらわに視線を巡らす。

「勝手に見取り図を持ち出して、非常梯はし子ごを使って。あ、パラソルまで！」

「勝手じゃないよ。ちゃんと断り書きは残しただろう」

　ボクは鷹おう揚ように向き直った。

「屋上で朝食にするから食器を借りるよって。食材はボクらのものを使うから一緒にどうぞって。ああ、今丁度、探索ルート案ができあがったところなんだ。見てみるかい？　よかったらツクシの意見も聞かせてほしい」

「だ、だからなんでそうなるんですか！　あなた方を中には入れられないって散々説明したでしょう。伝わってなかったんですか!?」

「もちろん伝わってるさ。ボクらは君の任務を尊重する。だから〈工場〉を見て回るのはボクらじゃない。君だ」

　……。

「はい？」

「君がここを離れられないのは交代要員がいないからだろう？　その交代要員にボクらがなると言ってるのさ。ボクらは施設構内に立ち入らないから君の任務を無視したことにもならない。ツクシは思う存分物資を補充して、本隊と話し合ってくればいい」

「そ、そんなこと」

「ヤヒロの実力は君が見た通りだ。ミサキの群れが押しかけてきたって軽く撃退できる。見張りの役割は十分務まるよ。まぁ掃除は得意じゃないから宿舎のメンテは勘弁してほしいけどね。一日二日のさぼりはあとで取り返せるだろう」

　ツクシは目を白黒させていた。突然降って湧いた選択肢に考えが追いつかない様子だ。動揺気味に口をぱくぱくさせてから首を振る。「いや、いや」と迷いを吐き出した。

「ありえないですよ。宣教団以外の人に見張りを任せるなんて。もしあなた方の気が変わったら、仲間を引き入れて、施設を奪うこともできるわけでしょう？　そんな提案、なしに決まってます」

「ボクらが信用できないかい？　敵意のなさは昨日から繰り返し示してるつもりだけど」

「こ、個人的な信用がどうとかじゃないです。〈教会〉宣教団の一員として、任務を他組織の人に丸投げするのが正しいかどうかです」

　いかにも生真面目なツクシらしい発言だった。堂々巡りになりかけた議論に、だけどボクは追加のカードを投げ入れる。

「じゃあ人質を取ればいい」

「え？」

「見張りに残るのはボクらのうち一人、もう一人を拘束して連れていけばいい。裏切ったら即、始末するって約束で。で、本隊に突き出して確認する。『怪しい奴やつを見つけたのでつかまえました！　どう扱いましょう？』って。訊きかれた方はどう思う？　侵入者からゲートを守って異常事態の報告もできている。完璧と判断するんじゃないかな」

「……」

「逆に君が何も行動をせず、本隊の誰かが詰め所に帰ってきたとしよう。仲よしこよしで食卓を囲むボクらに、彼はどんな印象を抱くかな？　敵と馴なれ合あって取りこまれたと疑うのが普通だろう。残念だけど、君の忠誠心はまったく評価されずに終わる」

「そ、そんな」

「常識的に考えてみればいい。どちらの行動を取ることが賢明か。君の立場を保証してくれるか」

　重苦しい沈黙は、だけどさっきまでと微妙に異なる空気を含んでいた。ツクシの目が揺れている。ややあって、気弱げな面持ちでこちらをうかがってきた。

「あなた方を泊めたことは、まずかったんでしょうか」

「行為の善よし悪あしは関係ない。ただ何も知らない第三者にどう見えるか、だ」

「もしあなた方を連れていったら」

「疑念は払ふつ拭しよくされる。君がボクらとの関係を邪推されることはない」

「……」

　寝間着の肩が落ちた。強こわばっていた頰が緩む。ツクシは降伏文書でも読み上げるようにつぶやいた。

「確かに、仰おつしやる通りかもしれません」

　内心のガッツポーズを隠すのに随分苦労した。昨日から頑張って考えてきた甲か斐いがある。ほぼ想定通りの反応だった。

　堅物のツクシを説得するには、他でもない今の状況こそ不適切だと指摘してやればいい。よかれと思ってしたことが背信の材料になる、忠誠の瑕か疵しになる、そう危機感を煽あおった上で解決策を提供する。相手の逃げ道をボクらの希望にすり合わせる。

　この先の流れはシンプルだ。

　ゲートの守りにはヤヒロを当てる。超人的な身体能力を発揮してツクシとの約束を守ってもらう。ボクの方はツクシの人質となり〈工場〉敷しき地ちに入る。もとより戦闘スキルはからっきしだから、武装解除されたところでどうということもない。代わりに交渉スキルをフル活用して本隊との取引に臨む。うまくいけば宣教団との全面協力体制を確立できるかもしれない。

　完璧な計画だ。

　ほくそ笑むボクの前でツクシが視線を巡らせた。すがるような表情になって、

「それで、ボクはどちらをお連れすればいいんでしょう？」

「それはもちろん」

「私が行くわ」

　え、と絶句したのはボクの方だった。凍りつく空気の中、ヤヒロは一歩進み出た。頭半個分低いツクシを見下ろす。

「あなたについていって、仲間の人に挨拶すればいいんでしょう？　で、結果私わたし達たちのことを認めてくれるならよし、そうでないならその場で片をつけられるから手っ取り早いわ。もちろんタイキに何かあった時はすぐあなたに思い知らせられるし」

「ひっ」

　鋭い眼光に射すくめられてツクシがボクの後ろに隠れる。冗談じゃないという風に首を振った。

　無理もない。ボクは狼ろう狽ばいを隠しきれないままヤヒロに相対した。

「ちょ、ちょっと待ちなよ。昨日話した内容と違うだろう。ボクがツクシについていって、君はここに残るって計画だったじゃないか。なんでいきなり逆になってるんだ？」

「いきなりじゃないわ」

　ヤヒロは傲然と胸を張った。

「私がＯＫしたのは二人のどちらかがこの子についていくってことだけ。そのあとの話はあなたが一人で喋しやべっていただけで、私は何も返事していないわ。はっきり言うけど、あなたの身柄をこんな怪しい人ひと達たちに預けられないから。私が人質になるか、この子の首を手土産に宣戦布告するか、二つに一つよ」

「……」

「さぁツクシ、選んで。十秒以内」

（ああ）

　認めよう。確かにボクは自信過剰すぎた。頭で考えた通りに物事が動くと思いこんでいた。

　詰め寄る人質と助けを求める連行役に挟まれながら、ボクは空を仰いだ。
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　結局、三人全員で〈工場〉内部に赴くこととなった。

　連行役、ツクシ。捕虜、ヤヒロ。そして捕虜から連行役を守る護衛、ボク。

　何がなんだか分からない人員構成は、長時間の議論と妥協の産物だった。というか、ヤヒロが武器を手放さないと言い張ったせいで、拘束・連行の体さえなしていない。辛かろうじてツクシを最後尾にして『捕虜を見張っている』ように装よそおっていたけど、気弱げなツクシのことだ。ずんずんヤヒロに先行されて引っ張り回されている感じになっていた。

　いやいや、ちょっと待ってほしい。そもそも詰め所を空にしていいのか？　見張りの任務は？

　なんて問いにツクシが返したのは『今更何言ってるんですか』というガン睨にらみだった。

『誰のせいでこんなことになったと思ってるんです。ボクだって持ち場を空けたくないですよ。でも、あなたがここにいるとボクの立場が悪くなるって言うから』

　ぷりぷり怒りながらツクシは電子機器を取り出した。アンテナと配線だ。それにトランシーバーを組み合わせていた。

『監視装置の電波を増幅して飛ばせるようにしました。侵入者を検知したら、このトランシーバーに警報が飛んできます。その時は探索途中でも引き揚げますから、従ってくださいね』

『……』

『あと回る範囲はもう少し限定させてください。あんまり離れると詰め所に戻りづらくなりますから。どうしても行きたいところがあるなら日を改めて回りましょう』

　というわけで当初の計画から随分逸脱しながら、ボクらは〈工場〉構内を歩いている。背の高い倉庫、事務棟、生産施設の間を物珍しげに進んでいった。

　とにかくでかい、というのが何よりの印象だった。遠目に見た時とは全然違う。巨人の国にでも迷いこんだ気分。扉も窓も塀も特大サイズに拡大されている。

　初めに確認したのは、のこぎり屋根の生産施設だった。

　がらんとした構内に陽光が差しこんでいる。複雑な形状の機械が等間隔に並んでいた。床には轍わだちのあとが残り、大量の資材が搬入出されていたことがうかがえる。ただ扉の大半は施せ錠じようされて、周辺にも埃ほこりがたまっていた。最近誰かが立ち入った形跡はない。おそらく〈教会〉宣教団も入り口を開けてすぐに引き返したのだろう。隣の棟、そのまた隣の棟も同じ様子だった。

「今更だけどツクシ。どの建物に何があるとか、君は知っているのかい？」

　警戒中のヤヒロを横目に振り返る。ツクシは入り口脇で所在なさげにたたずんでいた。呼びかけにぴょこんと耳をそばだてる。

「何がある……ですか？」

「資材の場所とか宿営ポイントとか」

「ああ」

　申し訳なさそうにうなだれる。

「ごめんなさい、そういうのは知らされていないんです」

「知らされていない？」

「ボクの役目は詰め所の警備なので」

　さすがに眉をひそめてしまった。

「到着して一ヶ月以上たつんだろう？　その間、ずっと警備だけをしていたのかい？　ちょっと抜け出して他の建物を見たりとか。そうじゃなくても戻ってきた仲間から調査結果を聞いたりしなかったのかい？」

「すみません」

「いや、別に謝ることじゃないけど」

　相変わらず不可解なチーム運営だった。分業体制にしても縦割りが過ぎる。いや、そもそもこれではツクシが本隊の活動から疎外されていたみたいじゃないか。情報をシャットアウトされ、調査作業からも外されて、詰め所に押しこめられて──

「何もないわ」

　ヤヒロの声が広い天井に響く。顎をもたげたまま視線を巡らせた。

「ねぇ、この調子で見ていったら時間がいくらあっても足りないと思うの」

「同感だね。じゃあどうしたらいいと思う？」

「一番怪しそうなところをまず調べたら？　近場から巡るんじゃなくて、優先順位を決めて回っていくの」

「ふむ」

　現実的な意見だった。優先づけの材料自体が乏しいことはこの際目をつむる。選択肢が膨大な場合、山勘でも当たりをつけた方がいい。ボクは持ってきた見取り図を床に広げた。

「ならどこを目指す？」

「そうね」

　ヤヒロは紙面をのぞきこんだ。

「ご飯を探すなら食堂、武器を見つけるなら倉庫かしら。ただ倉庫って言ってもたくさんあるから選ばないとよね。在庫倉庫……部材倉庫、あら？」

　視線が止まる。ヤヒロは前髪をよけながらしゃがんだ。

「何かしらこれ。朝見ていた時は気づかなかったけど」

「ん？」

　建物名の一つにアンダーラインが引かれている。明るい色なので太陽の下だと分かりづらかったのだろう。敷しき地ち中央のやや北東、真四角の施設につけられた名は、

「ラボラトリー？」

「そ、そこはダメです！」

　突然飛びこんできたツクシが見取り図を押えた。しわくちゃになるのも気にせずに引き寄せる。

「立ち入り禁止です！　あなた方の探しているようなものはありませんから！」

「立ち入り禁止って、どういうことだい」

　戸惑いが声に滲にじんだ。

「君はどの施設が何とか知らないんだろう？」

「し、知りませんけど」

　ツクシは必死に首を振った。

「とにかくそこはだめなんです。そう、だめって言われてるんです。危険だから近寄るなって」

「誰に？」

「本隊です。師長から事前に注意を受けていて」

　いや、いやいや。

　相手の言葉尻をとらえるのはよくないと思いつつ、つい口を挟んでしまう。

「君は詰め所の警備だけをやらされていたんだろう？　そんな相手に『この建物は入っちゃだめ』とか変だろう。自由に歩き回ること自体、禁じられているんだから」

「……」

「それにボクらの探しているものがないって、どうして分かる？　危険で立ち入り禁止ならそれこそ誰も中を見てないわけだろう。中に何があるか判断できないはずだ。事前に構内説明の資料でも見つけていたのかい？」

　ツクシの顔色が赤から青に信号機のごとく変わる。凍りつく手元からヤヒロが見取り図を取り戻した。しげしげと施設名を見つめる。

「ね、ラボラトリーって何？　外国語？」

「研究施設のことだね。〈工場〉だから試作品を作ったり改良したりするところかも」

「重要なところ？」

「まぁね、設備や機材って意味では一番最新のものが集められてるだろうし」

「ふぅん」

　ヤヒロの首がこくりと傾いた。

「じゃあここから見て回りましょう。今いるところからもそんなに離れていないし」

「!?」

　愕がく然ぜんとするツクシの前で彼女は荷物を担かつぎ直す。

「だってあなた達たちはここの施設を調べに来て、で、その最重要建物がラボなんとかなんでしょ？　だったら絶対に行くはずじゃない。探索記録とかキャンプの跡とかがきっと残ってるはずよ」

「だ、だからってあなた達たちが入っていい理由にはならないでしょう!?　いけませんよ。どうしても行くって言うなら調査を打ち切って詰め所に戻りますから！」

「あらそう。じゃあ私わたし達たちだけで行くわ」

　すたすた歩き出したヤヒロを、わぁっとツクシが止める。必死に行く手をふさぐもののヤヒロは鋭角的なステップで迂う回かいした。ブロック、回避、ブロック、回避、回避。扉のところまで追い詰められたツクシは諦めたように叫んだ。

「分かりました！　分かりましたから無闇に突っこむのはやめてください。ラボに入るならそれなりの準備が必要なんです。何も考えずに進むと失敗しますから！」

「準備？」

　まばたきして見つめ返した。

「ボクらはそれなりに探索の用意を整えてきたつもりだけど、他に何か必要なのかい？」

「ええっと、まぁ」

　不用意な発言を悔やむように身じろぎしつつ、ツクシは世にも奇妙なことを言った。

「とりあえず、ロープでお互いを縛り合いましょう」




　ラボの建物を一言で表現するなら特大の冷ひや奴やつこというところだった。

　窓のない白い外壁がそそりたっている。基礎の部分は青くペイントされ、換気口も設けられていたけれど、全体の殺風景さは否いなめなかった。一片二十メートルはあるだろう、のっぺらぼうの巨大な立方体。

　その前にボクらは数珠じゆず繫つなぎで並んでいる。

　数珠じゆず繫つなぎ？

　そう、あたかも登山者のように互いの腰をロープで結んでいるのだ。第三者が見ればフリークライミングでも始めるのか？　と思うだろう。だけどボクらが今からやるのは扉を開けて建物の中に入ることだ。上下の移動は一切存在しない。

「で、なんの意味があるの？　これ」

　もう何度目かになる質問をヤヒロがする。半眼で面倒くさそうな様子だ。ツクシは「だから」と辛抱強く答えた。

「ラボの中はところどころ電気が消えていて、床が抜けているところもあるんです。誰かが落ちた時に引き戻せるよう、お互いを繫つないでおくって。言いましたよね？」

「明かりは懐中電灯があるし、穴が空いてると分かっていたら慎重に歩くわよ。だいたいこんなのでみんなを繫つないでいたら一人落ちた瞬間、道連れじゃない。逆に危ないわ」

「そうするルールだったんです」

「だからなんでそんなルールが決まったの？　〈教会〉の人も今私が言ったことくらい気づきそうなものだけど」

「……」

　なんて感じで黙ってしまうからヤヒロも納得しないのだろう。更なる追及をボクは手を上げて止めた。

「そのくらいにしておこう。いいじゃないか、これくらいしてもらった方が連行されている感が出るし」

「でも」

「先頭に立つのはヤヒロだ。君が足を踏み外さない限り、このロープの世話になることはない。で、君はヘマをする気はないんだろう？」

　まだ不得要領げながらヤヒロは口をつぐんだ。無言でうなずきつつ荷物をチェックし始める。

「あの……ありがとうございます」

　ツクシが小声で囁ささやいてきた。ヤヒロをうかがいながら頭を下げる。

「ボクの言葉じゃ、いつまでたっても納得してもらえなさそうでしたから」

「この施設の滞在歴で言えば君は先輩だからね。先人の言葉は聞くもの、と思ってるだけだよ」

「先人……ですか？」

「何か理由があってこんなことをしてるんだろう？　口に出して言えるかは別として」

　ロープを持ち上げるとツクシはうつむいた。続く言葉はない。もとより答えは期待していない。片手を上げて入り口に向かいかける。

「あの！」と声が追いかけてきた。ツクシが拳を握りしめている。喘あえぐような吐息が漏れた。

「もしボクかヤヒロさんか、どちらかの様子がおかしくなったら、そのロープで思い切り引っ張ってください。なるべく入り口に近い場所へ移動させるイメージで」

「おかしく？」

　予想外の言葉に眉をひそめる。

「それは、一体どういう」

「タイキ！　早く行きましょう」

　入り口の前でヤヒロが焦じれていた。銃剣銃を構えて今にも突撃しそうだ。ツクシが弾はじかれたようにボクから離れる。

　仕方ない。鼻から息を抜いてヤヒロに合流する。ツクシの用意が整うのを待って「では」と入り口に向き直った。

「調査を始めよう。よき探索を、みんな」

　ガラスの二重扉を抜けるとタイル張りのホールにたどりついた。奥の壁にエレベーター、左右に通路が延びている。照明はやや暗く、空調の機械音が響いていた。

　とりあえず左手の通路をのぞきこむ。壁沿いに扉がいくつか、奥には階段室が見えた。反対側も……似たような造りだ。

「構内図はあるかな」

　手当たり次第に見ていくよりは全体像をつかんで動く方がいい。このラボを見つけた時と同じだ。何か重要な区画があるならそこをまず確認する。

　エントランスに戻り、乳白色の内装をチェックしていく。壁、柱、床、天井。だけど、どれだけ探しても目当てのものは見当たらなかった。案内板はおろか非常口の表示さえない。

（ふむ？）

　誰かが剝がしたのだろうか、それとももともとここにいた人々は、案内など必要としていなかったのか。

　分からない。ただ精々百坪程度の敷しき地ちだ。全部見て回っても大した時間はかからないだろう。そう覚悟して二人に向き直りかけた時だった。

「ねぇ、このエレベーター、変じゃない？」

　ヤヒロが階数表示を見上げていた。プラスチックの文字盤が横一列に並んでいる。

（変？）

　一目見て「んん」と思ったのは、やたらと数が多いことだった。多分二十以上はある。二十階建て？　この建物が？　まさか、外から見た限りせいぜい五、六階建てがいいところだ。一フロア一フロアが異様に低いのか？　あるいは将来的な増築を見こんで、余分に文字盤を埋めこんでいるとか。

　だけど、ヤヒロが気になったのは別のことのようだった。彼女は右から五つ目の文字盤を指さした。

「ここだけ赤い素材で作られてるんだけど。多分、今私わたし達たちのいる階って意味よね？」

「そうだろうね」

「じゃあ何？　私わたし達たち、十五階か十六階にいるってこと？　いつの間にそんなに上ってきたわけ？」

　片目をすがめつつ近づく。文字盤は全て無地で数字は書かれていない。赤いプラスチックが何階を示しているかは分からなかった。ただ、ここが十五階という線はありえない。そもそも建物が二十階建てという可能性自体低い。だとすれば、これは。

（ああ）

　喉の奥から低い呻うめき声が漏れた。

「どうしたの？」

「地下だよ。この建物、地下に十数階以上あるんだ」

　地上五階、地下十五階以上の建築物。

　探索範囲が一気に膨れ上がる。単純計算で三倍から四倍。いや、地階が地上と同じ広さだとどうして言い切れる？　ひょっとしたら迷宮のごとく〈工場〉の地下全体に広がっているかもしれないのに。

　悪い予感がしてエレベーターのボタンを押してみた。反応はない。それはすなわち何百段という階段を歩いて行き来しろという意味だ。下りはともかく上りも同様に。

「水筒の水は？　まだあるかい？」

　必要なら補給に戻ろうかと思ったけど、ツクシもヤヒロも「大丈夫（です）」と答えた。それでボクは腹をくくった。ロープを絡からませないように隊列に戻る。

「とにかくざっと見ていこうか。気になるところがあったら覚えておいて、あとで詳しくチェックする」

「ＯＫ」

「……」

　リュックから画板と筆記具を取り出す。ゼロベースのマッピングは久々だけど贅ぜい沢たくも言っていられない。こんな迷路の中で方向感覚を失ったら、それこそ目も当てられなかった。

　左手の通路に入り、手前の扉を開ける。

　中は建物と同じ、飾り気のない立方体だった。調度の類いは見当たらず、蛍光灯のくぼみだけが天井に確認できる。長らく使われていないことは、しげしげ確かめなくても理解できた。

　廊下に戻って向かいの部屋へ。次に隣の部屋を見てみたけど様子は同じだった。キャビネットやチェストがあっても中身は空、誰かが漁あさった痕跡もない。

　続けて二階、三階、四階。一階に戻ったあと地下一階、二階、三階。

　無言の時間が過ぎていく。

　地下四階で似たような間取りに出くわした途端、ヤヒロの雰囲気が目に見えて悪くなった。腰に巻いたロープを鬱陶しそうに持ち上げる。

「ねぇ、別に危なそうなところもないし、これ外しちゃっていいんじゃない？　三人で手分けすればもっと効率よく見て回れると思うの」

　確かに全員並んで同じところを進むからペースが落ちているのだ。一フロアに一人、調査要員を割り当てれば劇的にスピードアップできるだろう。この閉塞感も和らぐに違いない。

　だけどツクシは頑かたくなに首を振った。

「だ、だめです。他のことはともかく、それだけは守ってもらわないと。あなた方の安全を保証できません」

「なんであなたが私わたし達たちの安全を保証する必要があるの？　怪しいわ。ひょっとして、仲間が現れた時に、これで私わたし達たちをつかまえようとしてるんじゃないの？　抵抗できないように引っ張ったり、ぐるぐる巻きにしたりして」

「そ、そんなこと！　するはずありません！」

「どうだか」

　鼻を鳴らしてヤヒロは廊下を進み始めた。重苦しい空気の中、ツクシとボクがあとに続く。どうにも手の打ちようがなかった。もし、この単調な探索行がそのあとも続いていたら、どこかでヤヒロは爆発したかもしれない。だけど幸い（と言っていいのか分からないけれど）変化はもたらされた。

　地下四階中央のロビー、ミルク色の壁に囲まれた真四角の空間。そこでボクらを待っていたのは無茶苦茶に荒らされたキャンプの跡だった。




　　　　＊




　おもちゃ箱を引っ繰り返したよう、というのが第一の感想だった。

　シュラフや調理器具、テーブルが出で鱈たら目めに散らばっている。リュックの口は大きく広げられて、内うち張ばりの生地を露あらわにしていた。

　くしゃくしゃの箱を取り上げると保存食の表記が見えた。蓋の部分ではなく、側面が引き裂かれて中身が漁あさられている。水筒に至ってはあちこちが凹へこんで、壁や床に叩たたきつけられたようだった。

「獣にでも襲われたのかな」

　明らかにまともな人間の仕業ではない。知性のない野獣が、飢えに任せて食い散らかした感じ。

　だけどヤヒロは小さく首をひねった。

「こんなところで？　狼おおかみかライオンでも入ってきて暴れ回ったって言うの？」

「あるいは、〈学園〉探索班の連れてきたペットが置き去りにされて野生化したか」

「随分元気なペットね。私が知っているのと大分違うわ」

　折れた椅子のフレームを手に取りながらヤヒロが立ち上がる。ちら、と背後をうかがいつつ、

「ミサキの仕業じゃないの」

「あいつらは人間の食事なんて食べないだろう」

「食べる奴やつがいるかもしれないでしょ」

「だったら、もっと豪快に食い荒らすはずだよ。ちまちま箱を千切ったりせずにさ、一口でぱくって」

　話しながらざっと遺留物を確認した。使えそうなものはない。メモや日記の類いも見つからなかった。

　ツクシは……沈黙したままだ。この異様極まりない光景にコメント一つ漏らそうとしない。

「先に進もう」

　ロビーを抜けて階段ホールに赴く。一フロア下りてボクらはまたも目を見張った。廊下を防火扉が塞いでいる。左右から挟みこむように進路を封じていた。

　火事でもあったのか？　いや、周囲には煤すすも煙の跡も見当たらない。漂う空気も清涼なものだった。

　混乱を深めたのは、扉の前に大量の資材が置かれていたことだ。キャビネットやラックなどの重量物が乱雑に積み上げられている。木箱のような可燃物も見えるけど、それこそ火事を防ぐ意味ではありえないだろう。蝶ちよう番つがいの形状的には外開きだから、バリケードを築いて開けづらくしていることになる。なんのために？　常識的に考えれば中のものを閉じこめるため。でも火事の様子はない。だったら何を？

　ふと背筋に冷たいものを感じた。慌てて振り向くと、びっくりした様子のツクシと目が合った。戸惑い気味にぱちぱちとまばたきしている。

「ど、どうしたんですか？」

「いや」

　妙な気配を覚えたのだ。何かが近づいてきて、肩をつかもうとしているかのような。だけどツクシの手はリュックの紐ひもにかかり、歩いてきている感じもない。

「誰もいないよね？」

「ええ……」

「ならいいんだ。ごめん」

　不安を押しのけて前に向き直る。横倒しにされた什じゆう器きはかなりの図ずう体たいで、おそらく数人がかりで運んできたのだろう、うかつに持ち上げようとしたら崩落しかねない。

（さて、と）

「行き止まりですよね」

　ツクシの声に安あん堵どが滲にじんでいる。ようやく帰れる、解放されるとでも言いたげだ。さすがにこんな様子を見たら探索意欲も失うせるでしょう？　普通に考えて──という感じ。

　確かに、普通であれば。

　ボクはやや申し訳ない気分になりつつ、

「いや」

　前方の少女に呼びかけた。

「ヤヒロ、お願いできるかな」

「合点承知」

　彼女は片手で什じゆう器きを持ち上げると、無造作に脇へよけた。

　!?

　目を丸くするツクシの前で彼女は扉の前を片づけていった。ドシン、ドシンと重々しい音を立てて障害物が積み上がっていく。一分もたたずに防火壁は開閉可能になっていた。

「な、な、な」

　ツクシの口がぱくぱくとする。悲鳴のような声を上げて、

「なんなんですか、あなた達たちは!?」

「『達たち』じゃないよ。特殊なのは彼女だけだ」

　ハンドルに鍵はかかっていない。ぐるりと回すと扉が動いた。滑るように手前へ開き始める。流れ出した冷気を浴びながら、ボクは視線を走らせた。

　今のバリケードが何者かを閉じこめる手段なら、探索のリスクは格段に跳ね上がったと言える。軽い調子で突破したものの、本当に何かが現れたらすぐに扉を閉じるつもりだった。

　だけど廊下の先に動くものはなかった。通路の左右にドアが一つずつ確認できる。杞き憂ゆうだったのか？　あるいは、あの部屋に何かが潜んでいるのか。

（見てみるしかないか）

　歩きかけた途端、袖をつかまれた。ツクシの顔が歪ゆがんでいる。

「ほ、本当に行くんですか？」

「うん」

「や、やめた方がいいんじゃないでしょうか。さっきの扉、見たでしょう？　普通じゃないですよ。危険です」

「嫌なら待っていてもらえればいいよ。ボクとヤヒロで確認する」

　幸いロープの余長はそれなりにある。最後尾の一人を廊下に残しても、部屋一つくらい見て回れるはずだ。だけどツクシは激しく首を振った。

「そ、それはだめです。全員一緒に動かないと」

「じゃあ進むしかないよね。それともこの先が特にやばい理由でもあるのかい？」

「……」

「ねぇツクシ、繰り返しになるけど、君が何も知らないって言い張る限り、ボクらも自じ分ぶん達たちの感覚で進むしかない。これ以上進むなって言うなら、何かしら情報を出してもらわないと」

「情報なんて……ないです」

「そう来られるとね」

　会話が成り立たない。入館前のやりとりで少しは話せるようになったと思ったけど、今一歩のところで断ち切られてしまう。

　そしてヤヒロの方はもうツクシの存在など気にしていない風だった。うずうずした様子で廊下に立ち入る。

「いよいよって感じね。我慢して歩いてきた甲か斐いがあったわ」

　銃剣銃を構える。固い金属音が響き渡った。

「さ、進みましょう」

　警戒の欠片かけらもなくのしのし歩いていく。さすがに「ちょっと待ちなよ」と呼びかけていた。

「もっと慎重に。何が待ってるか分からないんだからさ」

「待ってるとしたらドアの向こうでしょ。廊下をゆっくり歩いたってしょうがないじゃない」

　いや、だから物音をうかがったり、気配を感じ取ったりさ、なんて続ける間もなく、ヤヒロはドアの前にたどりついてしまった。

　左右のドアはのっぺりとした外観で何の部屋かはうかがい知れない。ただ右手のドアには形状の異なる二つのレバーハンドルが取りつけられていた。同時に操作しないと開かないのか、やや厳重な作りだ。

　ヤヒロはそのあからさまに怪しげなドアを、なんの躊ちゆう躇ちよもなく、無造作に押し開けた。

　一瞬、身体からだが強こわばったのは否いなめない。ツクシの不安をいなしつつ、ボク自身、危険の存在を予感していた。あのドアの奥に何かがいる、ボクらにとってよくないものが潜んでいると。

　だけど直後に続いたのは「あら」という声だった。

「ビンゴ、見つけたわよ」

　肩越しにのぞきこむ。白んだ照明の下に棚の列が浮かび上がっていた。幅広のスチールラックだ。各棚板の上には段ボール箱が並べられて、二、三個単位で積み上げられている。それぞれに記された文字を見る限り、これは、

「食糧か」

　レトルト、飲料水、缶詰、サプリメント。

　まさしくボクらが求めていたものだった。三人がかりでも半年は食くい繫つなげそうな量が蓄えられている。

　ヤヒロはずかずかと部屋に入りこんだ。レーションの一つを取り出すと、止める間もなくかじりつく。

「ああ、おいしい」

　溜ため息いきまじりに天井を仰ぐ。

「食糧切れの心配なく食べられるってこんなに幸せなのね。バイキングのよさが初めて分かったわ」

「せめて賞味期限を見てから食べてほしいな。薬のバイキングはやってなさそうだし」

　彼女を追い抜いて表示を確かめていく。幸い、どれも問題なく食べられそうだ。『絶品特上カレー』の文字を見つけた時は、恥ずかしながら喉を鳴らしてしまった。

　棚は部屋の奥に向かって五列並んでいる。段ボール箱は大半無地だけど、一部に『Ｃ』の文字が刻まれていた。周囲を▽に囲まれたシンボリックな図柄。

　Ｃ。

「〈教会〉ＣＨＵＲＣＨかな」

　宣教団が持ちこんで蓄えた食糧。振り向くとツクシが小刻みに肩を震わせた。必死に平静を保とうとしているものの、まったく成功していない。

「ああ、そういうこと」

　ヤヒロが冷ややかに見つめた。

「自じ分ぶん達たちの荷物が取られるかもしれないから、引き留めようとしていたってこと？　立ち入り禁止なんて噓うそをついて。私わたし達たちのことが心配だみたいな言い訳して」

「ち、違います！」

　ツクシは色をなして反論した。

「た、確かにこのあたりに備蓄庫があるかもとは思っていましたけど、正確には覚えていませんでしたし、そんな理由で引き留めていたつもりはないです。本当です」

「ふぅん、何も知らないし何も分からないと言ってた人が、倉庫を見つけた途端、『そういうものがあったかも』って思い出すわけ？　じゃあ同じ感じで仲間や武器の場所も、見つけた途端に思い出すのかしら」

「……」

「いいわよ、無理に話さなくたって。心配しなくても、あなた達たちの荷物を取ったりしないわ。もともとここにあった食べ物だけで十分足りそうだし」

　ヤヒロは棚の後ろに回りこんだ。最上段にある特大サイズの瓶を両手で引き寄せる。ドラム缶みたいだ。彼女の顔が半分以上隠れている。

「ねぇ、クッキーよクッキー。ドライフルーツ入りですごくおいしそう。これ持っていっていい？　小腹がすいた時に役立ちそう」

「さすがにでかすぎるだろう。他のものが運べなくなるよ。どうしてもって言うなら他の容器に詰め替えて……ああ、いや」

　ふっと思いついて視線を巡らせた。

「一度休憩にするか。そのクッキーをおやつにお茶でも飲んだりとか。ずっと歩き通しだったし、丁度いい」

「え、いいの？」

　意外そうにまばたきされた。

「てっきり、安全なところに持ち帰ってから休憩、って言われるのかと思ってたけど」

「ここは大丈夫じゃないかな。さっきのキャンプみたいに荒らされていないし、妙な気配もない。多分、二重ロックのおかげで獣が入ってこれなかったんだ。まぁ、獣かどうかは分からないけど、とりあえず手先が器用な相手ではなさそうだし」

「そう。じゃあ遠慮なく」

　ヤヒロはクッキーの瓶を足下に置くと隣の棚のミルクスティックを抱えこんだ。うきうきした様子で他の段を物色していく。

「ツクシもちょっと休むといいよ。進むにしても戻るにしてもかなりの距離になるからね」

「はい……」

「〈学園〉の食糧を食べてもらっても構わないよ。どうせボクら二人じゃ持ち帰りきれないし」

　ボクはロープを引きずりながら部屋の奥に移動した。手前の棚に比べると『Ｃ』と書かれた箱は少ない。やはり奥側には〈学園〉探索班の装備が詰めこまれているのか。箱を一つ取って中身を確かめる。スパイス……か？　ボクとヤヒロの腕ではなかなか活用しづらそうだ。他に栄養価の高そうなものは。箱を戻しつつ先に進みかけた時だった。

　視線を感じた。

　さっきの、廊下での冷気とは異なる明白な気配。

　何かが視界の端に浮かんでいる。ぼんやりとした影だ。輪郭を薄闇に滲にじませて壁かべ際ぎわに立っている。こちらを見ているのか？　身動き一つしない。息遣いさえ感じられない。

　荒い息を整えながらボクは腰の銃に手をかけた。脳内でカウントダウンして向き直る。

　っ！

　引きつり顔の男の子が身構えていた。

　スカウトハットにネッカチーフ、開かい襟きんシャツとブッシュパンツ。大柄なリュックサックに背負われそうになっている。見慣れた姿だった。服装はもちろん、顔かたちまで。というか指先一つに至るまで、今のボクとまったく同じ外観をしている。

「鏡？」

　壁に縦長の姿見が塡はめこまれていた。やや薄汚れて錆さびも浮かんでいるけれど、映す像自体には問題がなかった。鏡は相対する『ボク自身』を浮かび上がらせている。

（なんでこんなところに）

　倉庫には不釣り合いな調度だ。衝突防止用だとしても、こんな正面から映る位置取りでは意味がないだろう。身だしなみチェック用？　はて。

（ふむ）

　にしても脅おどかしてくれる。

　散々、思わせぶりなイベントを積み重ねて、不意打ちで鏡が登場とか、意図的だとしたらかなりの職人技だ。人が恐こわがるツボをよく押えている。だいたい、その鏡は奇妙に不安を煽あおる外観だった。汚れが生み出すボケと言い、ほんのり立ちこめる影といい、普段使いにはまったく適さない。夜中にのぞきこんだら本物の心霊現象でも起きそうだ。

　心霊現象。

　……。

（ああ）

　嫌なことを思い出してしまった。

　宿舎の共用風ぶ呂ろで見た夢。あれにもこんな鏡が登場していたっけ。鬼気迫るヤヒロを映して非現実的な光景を生み出していた。

　そういえばあの夢についてまだヤヒロの意見を聞けていない。幻覚と一笑に付されるか、正気を疑われるかは分からないけれど、一度は話をしておくべきだろう。

　今、軽く訊きいてみるか？　ツクシが休憩している間に呼び寄せて、ボクらの素性がバレないように声を潜めて。

「何してるの！」

　撃鉄の音に跳び上がる。振り向くとヤヒロがツクシに銃を突きつけていた。真っ青な顔に射るような視線が刺さっている。

「なんだ、どうしたんだい」

　慌てて駆け寄る。忌いま々いましげな唸うなり声が答えた。

「その子がどこかに連絡しようとしてたのよ」

　見ればツクシの手にはトランシーバーがあった。電源が入っているのか、赤いランプが点ともっている。

「私わたし達たちから見えないように手元を隠して。変な音がするからおかしいなと思ったら、案の定」

「ツクシ、そうなのか？」

「ち、違います。誤解です！」

　ベレー帽の頭がぶんぶんと振られた。

「正門の、警報の電波がちゃんと入るか確認してたんです。圏外になっている間に誰かが侵入してきたら意味がありませんから」

　ボタンを押した途端、聞き覚えのある電子音が流れた。詰め所で耳にした警告サインだ。ボクは、だけど「んん」と首を傾かしげた。

「逆に電波の入る理由が分からないんだけど。だってここ地下だろう？　コンクリートで床や壁が仕切られているし、詰め所からの信号を受け取れるとは思えないんだけど」

「だから中継アンテナを持ってきているんです。各フロアに置いて電波を増幅するようにして」

　ツクシはリュックから銀色の箱を取り出した。

　受け取って検める。黒い突起が二本、カタツムリのように伸びていた。側面にはＲＥＰＥＡＴＥＲ（反復器）、ＡＭＰＬＩＦＩＥＲ（増幅器）の文字がある。確かに言葉通りの代物だ。少なくとも武器や罠わなの類いには見えない。

　なるほど、とうなずき箱を返す。

「それならそうと最初から言えばいいだろう。なんでこそこそ隠していたんだい？」

「だって……見つかったらまた疑われそうですし。いちいち言い合いになるのも嫌ですから」

「だったら逆にバレないようにやりなよ。中ちゆう途と半はん端ぱに繕うから怪しまれるんだ。上手に噓うそをつくのも思いやりのうちってね。これはボクの信条でもあるんだけど、さて」

　銃口に向き直る。そう、ヤヒロはまだツクシを狙い続けていた。白い頰が強こわばっている。ぴりぴりした彼女にボクはあえて軽い口調で話しかけた。

「というわけだよ。もういいだろう？　ツクシも反省しているみたいだし」

「いや」

「え？」

　吊つり気味の目がすぼまる。引き金を引く指に力がこもった。

「あなたが言うから我慢してたけど、私、やっぱりこの子を信用できない。早めに口を割らせた方がいいと思うの。でないと絶対に後悔する」

「や、ヤヒロ」

「この子の言うことは噓うそばかりよ。一から十まで出で鱈たら目めだらけ。いつまで振り回されたらいいの？　次の噓うそが私わたし達たちの命を脅おびやかさないって、どうして言い切れるわけ？」

　押し殺した声に激情はない。彼女は純粋に、本能のままに敵を見極めていた。金属の鳴る音が響き渡る。

「さぁどいて。あなたを避けながら発砲したら、逆にその子の急所を撃ち抜いてしまうかも。私、そんなに射撃が得意な方じゃないから」

　ぞくりと背中の毛が逆立つ。爪先から血の気が引く。だけどボクは黙って彼女の視線を受け止めた。息を殺してヤヒロの動きを牽けん制せいする。

「どかないよ。こんな狭いところで撃ったら、君に跳弾が当たるかもしれないからね」

「そういう誤魔化しはいらない」

「誤魔化しじゃないよ」

　永遠とも思える時間が過ぎた。肌着が汗で張りついている。ふくらはぎが痙けい攣れん気味に震え始めている。唐突に舌打ちの音が響いた。ヤヒロが銃を引いて肩にかける。

「次、怪しげなことをしたら警告抜きで撃つから」

　切り裂くような眼光を残して離れていく。瞬間、身体からだの力が抜けた。澱よどんだ空気が吐き出される。

「だ、大丈夫ですか」

　よろめいた途端に後ろから支えられる。ツクシの心配そうな顔がすぐ近くにあった。

「ああ、うん、まぁ」

「すみません、ボクのせいで」

「いや、彼女もちょっと苛いら々いらしすぎというか、まぁ気持ちは分かるんだけど」

「……ボクの対応がまずいから」

「それもあるんだけど、そもそも論としてね」

「え？」

「とにかく腹ごしらえして先に進もう。食糧は発見できたからあとは武器弾薬を見つけて。場所を確認したら一度引き返そう。この建物に長居するのは精神衛生上、よくない」

　棚の奥の鏡を眺めながらつぶやく。

　汚れた鏡面にはまだ薄闇がわだかまっていた。
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　正直な話をすれば、ボクは今までの道中、決して居心地がよくなかった。

　他人に指摘されるまでもなくツクシは怪しいし、ヤヒロはツンケンしている。何よりこの〈工場〉に立ちこめる空気がどうにも気に入らなかった。

　だけど、そんな惨状さえ実は快適だったのだと、遅まきながら気づかされた。

　食糧倉庫での一件以来、チームの雰囲気は最悪だった。誰も一言も口を利きかず、物音がする度に緊張が増す。多分、今のボクらを倒すには武器も敵も必要ないだろう。剝むき出だしの神経を刺激し続けていれば、どこかで勝手に自滅してくれる。同士討ちを始めてくれる。

　帰りたい。

　自分で言い出した探索ながら、そんな風に考え出していた。

　本当は〈教会〉の本隊に接触したかったけど、もう武器だけ見つかればいい、あるいは床の崩落などでこれ以上進めなくなってくれれば、と。

　だけど切なる願いを嘲あざ笑わらうがごとくラボの地下はどこまでも続いていた。そしてただ続くだけではなく徐々に異様さを増していった。

　鏡。

　壁かけの姿見が増殖していた。

　室内はもちろん、廊下、配管、扉に至るまで、あちこちに張りつけられている。合わせ鏡が無限の鏡像を生み出して迷路のようになっていた。

　妙なのは、そのうちの何枚かが叩たたき割わられていたことだ。打撃痕と思おぼしきひび割れはともかく、銃で撃った痕跡まである。明らかに明確な意思をもって彼ｏｒ彼女は鏡を攻撃していた。なんのために？　一体どうして？

　先に進むにつれて鏡の損壊は徐々に増えていった。そしてそれを上回る鏡が壁を埋め尽くしていった。

　地下七階。

　階段室から扉を抜けた途端、ボクは呻うめいた。

　その広間は全ての壁が鏡に覆われていた。一箇所たりとも空白はない。扉も、天井でさえも鏡張りになっていた。辛かろうじて床だけがタイル張りだったけれど、そこには大きく『ＣＡＵＴＩＯＮ（注意）』の文字が刻まれていた。『ＲＥＳＴＲＩＣＴＥＤ　ＡＲＥＡ（制限領域）』『ＡＵＴＨＯＲＩＺＥＤ　ＰＥＲＳＯＮＮＥＬ　ＯＮＬＹ（権限者以外立ち入り禁止）』

　ぞわと全身の毛が逆立った。

　本能が警報を鳴らす。ここはまずい、ここは『よくない』場所だ。

　だけどヤヒロは気にせず足を踏み出した。天井と壁に鏡像を生み出しながら、タイルの上を進んでいく。奥に見える扉（これも鏡張りだ）をまっすぐに目指していった。

「いけません！」

　気づけばツクシに追い抜かれていた。顔面蒼そう白はくでヤヒロの前に立ち塞がっている。

「ここから先はだめです！　本当にだめなんです！」

「……あなた、さっきの私の言葉、冗談だと思ってるの？」

　ぞっとするようなつぶやきに、だけどツクシは怯ひるまなかった。両手を広げて視線を合わせる。

「さっきまでとは状況が違います。ボクはこの場所を知っています。ここで何が起きたか分かっているんです。だから」

「あいにく二度も同じ噓うそに付き合えるほど、お人ひと好よしじゃないの。それだけ焦あせるってことはこの先に武器があるのね。教えてくれてありがとう。どいて」

　強引に押しのけて前進する。ツクシは紙切れのように弾はじかれて腰を落とした。「待って」慌てて立ち上がろうとするも、ヤヒロはその間にもう随分進んでいた。

　鏡の視線が鬱陶しいのだろう、正面の扉から目を逸そらし、壁からも顔を背ける。天井にさえ自分の姿があることにうんざりして、床を向いた時だった。

　足が止まった。あたかも虫ピンで縫いつけられたように静止する。何か落ちていたのか？　だけど、次の瞬間、彼女は転倒した。なんの前触れもなく肩から崩れ落ちる。

「ヤヒロ!?」

　ぴくりとも動かない。長い髪が床に広がっている。急いで駆け寄ろうとした途端、後ろでツクシが叫んだ。

「だめです！　──を──して！」

　聞こえない。訊たずね返す余裕もない。ヤヒロの様子は尋常ではなかった。早く助け起こして介抱しないと。

　走って、走って、あと数歩のところまで駆け寄って、

（え？）

　重力がなくなった。
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　地面の感触が消える。身体からだが浮かんでいく。いや、違う。ボクはヤヒロの近くに立ち続けていた。それを斜め上から見下ろしている。馬鹿な、ボクがボクを見ている？　視点と目の位置が分離している。なんだこれは。ボクは、ぼくは、ぼくあ──

「歯を食いしばってくださいっ！」

　強烈な力がお腹なかにかかった。くの字に身体からだを折り曲げて引き戻される。ロープだ。腰に巻いた命綱をツクシが引っ張っている。あの細腕のどこにこれほどの力があったのか、胃の内容物が逆流しそうになる。だけど視点の混乱は収まっていた。尻餅をついたボクの横でツクシがロープをつかみ直す。

「ヤヒロさんを回収します！　力を貸してください！」

　鬼気迫る指示に反論の余地はなかった。ふらつく足を叱しつ咤たしながらロープをつかむ。団体戦の綱引きの要領でヤヒロを引っ張った。

「重い！」

　そういえば荷物の大半を持ってもらっていた。挙げ句に総金属製の銃剣銃プラス一人分の体重。軽いわけがない。ただ、二人がかりの奮闘が功を奏してか彼女はじりじりと近づいてきた。頰が床にこすりつけられている。目は覚めない。息があるのか、気を失っているだけなのか。駆け寄りたい衝動をぐっとこらえて力を込める。ようやく手の届く距離まで彼女を引き寄せた時だった。

　階下から悲鳴のようなどよめきが湧き起こった。一つではない、いくつも何十も重なり合って響いてくる。ぞっとした。何かがボクらの下にいる。獲物を逃したことに怒り、猛たけり、荒れ狂っている。

「行きましょう！」

　ツクシがヤヒロの脇に肩を入れて立ち上がる。ボクも、もう反対の肩を支えた。そのまま振り向くことなく走り出す。

　どこをどうたどったのか、どのくらいの時間駆け続けたのか、よく覚えていない。鏡だらけの廊下、薄暗い階段、真っ白なホール。悪夢のように情景が切り替わり、気づけばガラス扉を抜けていた。まばゆい日差しが照りつける。鳥の鳴き声が聞こえてくる。涼やかな風に吹かれながらボクらはへたりこんだ。恐怖で麻ま痺ひした感覚が徐々に蘇よみがえってくる。

　心臓がバクバク鳴っていた。足も腕も悲鳴を上げている。荒い息はどれだけ整えようと収まらず、両の肩を上下させていた。

　──ヤヒロの無事を確かめなきゃ。

　そう気づいたのは不覚にも随分たってからのことだった。棒のような足を引きずり、四よつん這ばいでのぞきこむ。開いた唇から呼気が漏れていた。血の気はある。ざっと見たところ目立った外傷もない。

「ヤヒロ」

　反応はない。肩をつかんでも揺すっても目覚める気配はなかった。

　不安が募る。倒れた拍子に頭でも打ったのか？　脳内で出血でも起こしているのか。やきもきしながら介抱していると前方に影が落ちた。

「大丈夫ですよ」

　静かな声。

「引き戻したのが早いからすぐに回復するはずです。といっても三十分はかかるでしょうけど、心身ともに影響はないと思います」

　ツクシの顔が逆光になっていた。長い前髪に隠れて表情はうかがえない。ただ、雰囲気は冷静で動揺も感じ取れなかった。

「どうして言い切れるのかな」

　ボクはゆっくりと向き直った。視線に力を込める。

「……」

「同じことが前にもあったんだね。そして、君はその対処法も知っていた。失神した相手に近づくんじゃなくてロープやスリングで引き戻す、異常の源から引き離す。そのために全員を命綱で繫つないでおく」

　返事がないのがすなわち肯定だった。ツクシは喘あえぎながら目を逸そらした。

「何があったか話してくれないか」

「だいたい想像はついてるんじゃないですか？」

　ツクシの横顔は歪ゆがんでいた。左右非対称の泣き笑いめいた表情になっている。

「〈教会〉宣教団は全滅しました。ボクは、予備宣教師・内うち灘なだツクシはただ一人の生き残りで、果たすべき誓いから逃げた──卑ひ怯きよう者です」

　やがてツクシは話し始めた。

　かつてこの〈工場〉で何が始まり、何が狂い、何が終わってしまったのか。

　全てを、あますことなく。
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　迷ったら進め、と無む量りよう寺じスズランは言う。

　下手の考え休むに似たり。右だ左だ、いや後ろかもと悩むくらいなら、たとえ地雷原でも前に進んでしまえ。脇目も振らず、一直線に歩いていけば、きっと道が開けてくれると。

　いや、地雷原を歩くのはマズイだろう。最適解は動かず助けを待つことでは？　なんてツッコミは残念ながらスズランには通じない。そもそも前方にあるのがフォークのようなＹ字路なら？　神経衰弱のように大量の選択肢が用意されていたら？

　などなどの問いに、彼女はまったく答えてくれなかった。曰いわく『そういうことを考えてる時点でもう進めてないんだよ。頭を空っぽにして、ひたすら動く、以上』

　無茶苦茶だ。

　無茶苦茶だけど。

（迷ったら進め）

　ごちゃごちゃ言いつつ復唱してしまうのは、他にすがるものがないせいだろう。素の自分は、内うち灘なだツクシという人間は、とてつもなく空虚でうすっぺらな存在だ。誰かの教えを撥はねつけた結果、代わりの信念が芽生えることもない。

　ライフルの装弾を確認する。マガジンの確認孔こうから真しん鍮ちゆう色の弾丸が見えた。大丈夫、あとはトリガーを引けば弾が出る。訓練となんら変わりはない。

　肩を壁に押しつけて息を整える。曲がり角の向こうで銃声と怒声が響いていた。気のせいかさっきより近づいてきている気がする。こちらに来るつもりか、それとも緊張のあまり耳がおかしくなっているのか。

　周囲に広がる光景は、あくまで牧歌的な団地のものだ。白い壁と緑の木々、芝生を囲む水色のフェンス。だけどその中を走り回るのは子供やペットではない。アスファルトを削り、消火器を撥はねのけ突進してくる、その姿はまるで、

『ツクシ！　そっちに行った！　迎撃しろ！』

　無線機の金切り声に凍りつく。

　予想はしていたけれど、覚悟が全然決まっていなかった。十人近くで作った包囲網、まさかその中からピンポイントでこちらを目指してくるなんて。

　だが、同時にこれが千載一遇の好機であることも分かっている。万年二軍・三軍扱いの予備宣教師が名を上げるチャンス。

　耳を澄ます。

　足音が近づいていた。幻聴ではない。風の唸うなりが強くなっている。砂さ塵じんが飛んでくる。胃いの腑ふがきゅっと締めつけられた。

（作戦通り、ぎりぎりまで引きつけて）

　三、二、一。

「わぁっ！」

　雄お叫たけびとともに飛び出す。

　だが、ツクシの気力が充じゆう溢いつしていたのはそこまでだった。

　立ちはだかった影は、なけなしの勇気を蹂じゆう躙りんするものだった。こちらの二倍はあるだろう巨大な体たい軀く、ぎょろりと見開かれた目、そして天をつく枝分かれした角。

〈アカシカ〉

　人類の天敵。生態系の外にいる化け物、ミサキ。

　すくみあがってしまった。撃たなければと思うのに身体からだが動かない。圧倒的な暴力を前に思考が麻ま痺ひしてしまっている。

　麻ま痺ひして、迷って──進めない。

　我に返るまで、実際にはコンマ数秒しかかからなかっただろう。だがはっとなって銃を構えた時には、もう〈アカシカ〉は駆け抜けている。石つぶてが剝むき出だしの肌を叩たたいた。

「っ！」

「何やってやがる、この馬鹿！」

　砂すな埃ぼこりを搔かき分わけて師長が駆けてきた。小さくなる〈アカシカ〉に発砲しながら無線機にがなりたてる。

「チャコール・ヘッドよりパステル。すまん、逃した。もう一度、敷しき地ちの外周から追いこんでくれ。次は仕留める」
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　乱暴に通信を切る。そのままツクシの存在など忘れたように立ち去ろうとした。

「あ、あの」

　たまりかねて呼びかける。せめて説教か叱責でももらえないかと思ったが。

　師長の目がすがめられた。侮蔑と軽蔑が多分に含まれた視線を向けてくる。

「おまえはもういい。下がってろ、あとは俺おれ達たちだけでやる」
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　第十四次合同宣教団が〈教会〉を発たったのは今から一週間前のことだ。

　チャコール・パステル・テンペラ、三班合計二十一名。師長クラスだけでも六名を含む大所帯だった。長きにわたる宣教団の歴史でも記念すべき大事業。だが今回の遠征で特筆すべきは、人数よりもその期間だった。実に三ヶ月間、一度も帰還することなく外界を進む。司祭は『困難な任務になるだろう』と告げた。『だが、それだけに成功の誉ほまれは計り知れない』とも。

　内うち灘なだツクシがこの試みに関われたのはほとんど偶然だった。本来遠征に参加するはずだった班が別ミッションでリタイア。補欠で繰り上がったチャコール班が、これまた別ミッションで欠員を出し、予備要員のツクシまで話が回ってきたのだ。

『断っていい』

　チャコール班の師長はそう言った。

『欠員ありで出発しても構わないと、上には了解を取ってある。おまえもこんな遠征に参加するために予備登録していたわけじゃないだろう』

　だが、ツクシは二つ返事で受けた。実力に見合うかどうかなど関係ない。ここで価値を示せなければ、いつ自分は日の目を見るのか。ただでさえ訓練の成績は下から数えた方が早い（おまけに一度は顔に大怪け我がをして、訓練自体を中断させてしまった）。数少ない実戦では常に後方支援役、それでさえ満足な評価を得られていなかった。

　今だ。今しかない。〈教会〉史上最大の遠征に参加して、今度こそ誇れる自分になるのだ。

　任せてください。きっとお役に立ってみせます。

　そう宣言して、請け負って、結果的に裏切った。

　見張りをすればミサキを見逃し、行軍すれば本隊とはぐれ、戦闘が始まれば震え上がり、右往左往している間に全部が終わっていた。

　今日も同じだ。目標地点を間近にした野営ポイントの確保。団地にはびこるミサキの排除。武器も人数も十分で、容易に星を上げられるはずだった。

　だけど失敗した。身体からだが思うように動いてくれなかった。

（なんで）

　水栓柱の水で食器を洗いながら独りごちる。

　日没を前に、団地のそこかしこでキャンプの準備が始まっていた。ミサキを三体倒したパステル班が陽気に戦果をたたえ合っている。解体された〈アカシカ〉の角を戦利品代わりに分け合っていた。

　対してチャコール班の空気は重い。唯一の獲物が、パステル班のサポートで得られたものだから当然だろう。多分、今頃自分の愚痴をこぼし合っているはずだ。あいつさえいなければ、あんな無能を押しつけられなければ。

　事実だからどうにも反論しようがなかった。食事中、無言の圧力に耐えかねて、何か言われる前に逃げてきてしまった。後片づけをしてきますと言って。

　一人で皿を洗っている。

　濡ぬれた食器に貧相な顔が映っていた。

　体力も知力も勇気も、何一つ備わっていない紙切れのような存在。自分で自分が嫌になる。この場にいてもいいのか疑問に思えてくる。

「やぁやぁ、また陰気な顔をしてるね。なんだい、空の皿なんかじっと見つめちゃって。食事が足りなかったのかい」

　朱色のスカーフがたなびく。炎のように赤々と、夕ゆう陽ひをまとい煌きらめいている。

　背の高い少女が立っていた。長い手足を野戦コートに包み、ベレー帽を斜にかぶっている。ところどころ着崩しているのに、だらしなく見えないのは、堂々たるたたずまいのせいだろう。あたかも大海賊団の船長のように彼女はこちらを見下ろしていた。口角がにっと持ち上げられる。

「スズラン」

　第十四次合同宣教団団長、統括プライア・責任者ミツシヨナリー、無む量りよう寺じスズランは首を傾かしげた。

「お腹なかがすいてるなら私の夜食を食べるかい？　チョコバーとかキャンデーとか、おやつっぽいものばかりになっちゃうけど」

「すいて……ないです」

　あふれんばかりの生気がまぶしい。思わず目を逸そらしてしまう。

「すみません、心配をおかけして」

「あー、あー、またそうやって、なんでもないのに謝る」

　彼女は唇を尖とがらせて歩み寄ってきた。

「別に悪いことしていないんだから、いちいち畏かしこまらない。ほら顔を上げる。背筋を伸ばす」

　バンと背中を叩たたかれた。思った以上に力が強い。「ひゃっ」と悲鳴を上げて跳び上がってしまった。弾みで食器を落としかけて慌てて抱え直す。

「い、痛いですよ。少しは加減してください」

「ははは、悪い悪い。どうも力が有り余っていてね。思ったより早く戦闘が片づいたから拍子抜けというか、不完全燃焼というか。今もね、腹ごなしの運動をしようと思ってたんだ」

「運動？」

　そういえばスズランは長い棒のようなものを持っていた。ライフルをかたどったその姿は──訓練用の木銃？

「丁度いい。ツクシ、君、付き合いなよ。暇なんだろう」

「え？　いや、あの」

「ほらほら、食器洗いなんかあとでいいから。一緒に汗を搔かいてすっきりしよう」

　二の腕をつかまれて引っ張っていかれる。周囲の人間がぽかんとしていた。師長でもない一宣教師と遠征団のトップが何をしているのか。ひょっとして致命的なミスでもやらかしたのか？　あいつ。

　混乱した視線を置き去りにして、壁を曲がると、たどりついたのは駐車場だった。スズランは荷物を下ろし、もう一本の木銃を差し出してきた。

「さぁどこからでもかかっておいで」

　得物を構えることなく、だらりと直立している。隙だらけだ。木銃の切っ先に至っては地面に擦れそうになっている。

　腹ごなしと言いつつ、まったくやる気が感じられなかった。さすがに打ちこめない。団長クラスを怪け我がさせたらどうなるか、周囲の反応を考えただけで身震いする。

「む、無理です。ちゃんと構えてもらわないと」
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「いやいや、このくらいで丁度いいんだよ。だって君、ツクシさ」

　すっと目が細まった。

「私がやる気になったら、動けないでしょ」

　え。

「上段でも中段でも八相でもいいけどさ。私がえいやって気合いを入れた途端、君、止まっちゃうじゃん。さっきの戦闘みたいに。すくんで、震えて、引き下がってしまう。だから仕方ないんだよ。かかしのように突っ立つ以外、私の取り得る選択肢はない」

「で、でも」

「大丈夫大丈夫、木銃が当たったくらいじゃ人は死なない。ピンポイントで急所でも突かれたら別だけどね。さすがに私もそんなところに食くらうほど呆ぼけちゃいない。だから遠慮なくかかっておいで。君のストレスを発散させてあげよう」

「……と、言われても」

　スズランは「んー」と片眉をもたげた。皮肉な笑みになって、

「ひょっとして武器を持っているだけでもダメかい？　素手で土下座でもしなきゃ殴りかかれないかい？　まぁ、それならそれで従うけど」

　さすがにむっとした。小馬鹿にされているのでは、という思いが湧き上がってくる。

　木銃をつかんで腰だめに構えた。

「じゃあ、行きますよ。怪け我がしても知りませんからね」

「おー、おいでおいで」

　深呼吸を一回、裂れつ帛ぱくの気合いとともに突進した。頭……はまずいから肩を狙って、力もなるべく抑える形で。

　衝撃。

　吹き飛ばされていた。

　何が起きたか分からない。両手がビリビリと震えていた。削れた木の匂いが鼻を突く。なぎ払われた？　いつ、どうやって？

「ふっふふーん、遅い遅い」

　スズランは元の姿勢のままだ。これ見よがしに肩を鳴らしてみせる。

「本気で来ないと運動にならないよ。さぁもう一合、退屈で私が眠ってしまわないうちに」

　っ！

　地面を蹴る。今度は寸分の迷いもなく、全力で打ちこんだ。

　だが結果は同じだった。目の前で火花が散り、後ろに吹き飛ぶ。やはり何をされたのか分からない。必死で踏みとどまり再突撃、今度は弾はじかれた挙げ句に尻餅をつかされた。

　斬り上げられている。

　下段からトップスピードで木銃を振り上げてきていた。相手を弾はじき飛とばし、間合いが保たれている間にまた下段の構えに戻る。ただそれだけの単調な繰り返しが鉄壁の防御となっていた。

　──そんな、子供のチャンバラめいたやり方で。

「くっ！」

　己の無力さに対する憤いきどおりが雑念を吹き飛ばした。

　躊ちゆう躇ちよも加減も忘れて飛びかかる。一合、二合、三合。届かない。左半身を狙っても右半身を狙っても打ち落とされる。一度など木銃を振り下ろす前に弾はじき飛とばされた。

　格が違う。相手にさえなっていない。

（くそっ！）

　突撃、転倒、突撃、転倒、突撃。

　捨て鉢な攻撃を繰り返すうちに思考が消えていた。本能と筋肉が直結する。視界から不純物がなくなっていく。

　ギンッ。

　無我夢中で繰り出した一撃が、先ほどまでと異なる感触をもたらした。正面からの突きをスズランの銃身が受け止めている。撥はねのけるのではなく、正中線で防いでいた。

「ふむ」

　わずかに力を抜かれると、それで体勢は崩れてしまった。膝から地面に落ちる。呆ぼう然ぜんとするツクシをスズランは愉快そうに見下ろした。

「まぁ、そんな感じだね。迷いも打算もないよい一撃だ。残念ながら筋力と体力が絶対的に不足しているけど」

「よい……一撃？」

　スズランはうなずいた。

「言っただろう？　下手の考え休むに似たり。ごちゃごちゃ悩まず突っこめばいいんだよ。さっきの作戦だってね、タイミングなんか図らず、すぐ飛び出していれば覚悟も決まったはずさ。中ちゆう途と半はん端ぱに間を取るから怯ひるむ隙が生まれる。身体からだにブレーキをかけてしまう。やる気にさえなれば今みたいに動けるんだから」

　──迷ったら進め、だよ。

　いつもの言葉とともにスズランは笑った。

　それでようやく気遣われていたのだと分かる。最初から自分の失敗と周囲の反応を見ていたのか。全て分かった上で声をかけてきた。

「あ、あの……ありがとうございます」

　立ち上がろうとして膝が落ちた。限界まで酷使された筋肉が悲鳴を上げている。今更ながらすごい汗を搔かいていることに気づいた。

　スズランがタオルを投げてきた。

「礼には及ばないよ。私は統括責任者だからね。不安要素があって、それが各班で処理できないなら直接手を出すまでだ。さて、それでツクシ。いつ頃、復活できる？」

「へ？」

「私は腹ごなしに付き合ってくれと言ったはずだよ？　この程度じゃ全然物足りない。おいしく夜食をいただくためにも、是非是非第二ラウンドを始めさせてほしいな」




「私にはね、多分弟か妹がいたと思うんだ」

　唐突な告白にツクシはまばたきした。

　すっかり日も暮れた駐車場の片隅だ。コーヒーを飲むスズランの横顔を、ランタンが照らしている。彼女は細い腰をパーキングブロックに下ろして長い足を組んでいた。あれだけ動いたのに汗一つ搔かいていない。こちらは教練（もうそう言ってしまっていいだろう）終了後、三十分たってもまだ手足が痺しびれているというのに。化け物じみた体力だった。

「いやもちろん、正確に覚えてるわけじゃないよ。大断絶で記憶がなくなっているのは私も同じだしね。ただ、どうにも年少者を見ると放っておけなくなるんだよ。特に君みたいな危なっかしい子を見かけるとね、色々サポートしてあげたくなる」

「はぁ」

「おせっかいだよね。迷惑なら迷惑と言ってもらって構わない。やめないけど」

　なんなのだ。

　自己完結にもほどがある。

　ただ善意の起点が義務感だろうと、保護欲だろうと断る理由はなかった。目の前にいるのは神父達の神父アベイズ・アベイ、〈教会〉でも数少ない統合宣教権の持ち主だ。普通に関わりを求めても、まず叶かなわない相手。だからこそ、この繫つながりを手離したくなかった。

「迷惑じゃ……ないです」

　コーヒーカップから顔を上げつつ上目遣いになる。

「あなたと一緒のチームに入りたいと、いつも思っていましたから」

「ふぅん？」

「ボクは……いつかスズランみたいな立派な宣教師になりたいんです」

「ほほぅ」

　スズランはコーヒーカップを持ち上げた。小首を傾かしげてみせる。

「光栄だね。好き勝手にやっているだけなんだけど、誰かに認めてもらえるのは悪くない。今日君に声をかけた甲か斐いがあるってものかな」

　夜風が吹く。朱色のスカーフが揺れる。

　胸が熱くなった。リップサービスだとしても、彼女にそう言ってもらえるだけで自分の価値が上がったように思えた。誇り高く高貴な存在になった気がする。

　気が大きくなっていたせいだろう。つい「スズラン」と呼びかけてしまった。

「お願いがあります」

「ん？」

「ボクがもう少し強くなったら、戦えるようになったら、本気で立ち合ってほしいんです。構えもきちんとしてもらって、隙があれば打ちこんでもらう感じで」

　熱っぽい訴えに、だがスズランは視線を逸そらした。ややバツ悪げに口元を歪ゆがめる。

「本気を出すのはいいんだけどね。……構えはさ、実を言うといつもあれなんだ」

「え？」

「最下段からの打ち上げ、あれが一番やりやすくてね。別にツクシ相手だからじゃなく、誰に対しても同じ構えを取っている。ごめんね、馬鹿にしたように見えたのなら謝る」

「い、いえ、そんな、謝られる話じゃないですけど。えええ？」

　思わず見返してしまった。

「な、なんでそんな妙なことをするんですか。普通に中段で構えれば上下左右、どこから打ちこまれても対応できるじゃないですか。下段に構えたら、足下への攻撃以外は全部対応が遅れてしまって」

「そうかな？」

　スズランは足下に落ちた小枝を取り上げた。すっと手を伸ばして闇を突き刺す。

「中段に構えれば確かに、四方への移動距離は等しくなる。同じスピードで手を動かせばどこでも同じ時間でたどりつけるからね。だけどそれは、攻撃がどちらから来るか判断したあとの話だろう？」

「はい？」

　何を言われているか分からなかった。攻撃の方向を判断して対応する。当たり前の話だろうと思ったが、

「身体からだの中心に得物がある限り、移動できる範囲は三百六十度。つまり相手の打ちこみがどう来るか数百通りの可能性を考えないといけない。当然だけど、選択肢が多くなるほど判断は遅れる。対応の始まりも遅くなる。けど」

　枝先がすっと下がった。地面に擦らんばかりの高さに固定される。

「ここから動けって言われたらどうだい？　止まるって選択肢を除いてしまえば、基本的には上にしか行き場がなくなる。相手が打ちこんできたらとにかく武器を振り上げる。それで終了だ。迷う暇もためらう時間もない」

（ああ）

　言いたいことが分かった。つまりスズランはツクシの攻撃がどう来るかなど考えていなかったのだ。間合いに来たらとにかく斬り上げる。離れたら元の位置に戻る。その繰り返しに全力を注いでいた。悩んでいないから動き出しが早い。力も強くなる。迷いだらけの自分の剣など容易に弾はじき飛とばされるはずだ。

（いや、でもそれは）

　スズランのように、人並み外れた膂りよ力りよくがあるからこそできる芸当だ。普通の人間が真ま似ねしても死角を広げるだけだろう。相手のスピードを超越する一撃が生み出せるから、生じたラグを思い切りのよさでカバーできるから成立する構え。

　スズランはもたげた枝先を揺らした。

「まぁ、これはこれで課題があるんだけどね、白兵戦訓練ばかりやっていられないから、なかなか対応ができてない。本当は時間を取ってじっくり研究したいんだけど」

「研究……ですか？」

「そう、たとえばこういうケースを考えてみてほしいんだけど」

　スズランはいくつかの事例を挙げてくれた。が、どれもとてつもなく限定的で現実味の薄いものだった。課題と呼ぶのもためらわれる、一種難癖の類いだ。

　さすがに呆あきれてしまった。

「そんなことまで気にしなくていいでしょう」

「まぁね。杞き憂ゆうと言えば杞き憂ゆう、自己満足と言えば自己満足だ。ただ万一の事態が起きた時に、自分の努力不足でしくじることだけは避けたくてね。私が背負っているのは私一人の命じゃない。君きみ達たちを無事帰還させるためにも万全は尽くしておきたいから。……おっと」

　人影が近づいてくる。統括付の要員だ。顔が渋い。こちらの姿を見つけて足取りを速める。スズランの帰りが遅いから呼びに来たのか。

「もうこんな時間か、君との話が楽しくてミーティングの予定を忘れていたよ。怒られちゃうかな」

　スズランは立ち上がりながら小枝とコーヒーカップを渡してきた。

「というわけでもう一働きしてくるよ。君は早めに休むんだね。腹ごなしの疲れが明日まで残ったら目も当てられない。私に罪悪感を感じさせないためにも、じっくり身体からだを回復させてくれよ。ではごきげんよう、また明日」

　風が彼女の長い髪を揺らす。朱色のスカーフをはためかせる。月夜に浮かぶその姿はまるで伝説の神獣のようだった。

　ああ。

　溜ため息いきが漏れた。まだ温ぬくもりが残るコーヒーカップをぎゅっと抱きしめる。

　スズランは格好いい。強くて綺き麗れいで、そして優しい。

　あんな風になれたらどんなにいいだろう。多分世界が一変するに違いない。皆に頼られて、必要とされて、存在自体が周囲を明るくする、天性の指導者。

　だが憧れと裏腹に、スズランが立ち去ったあとの空気は徐々に冷えていった。先ほどまでの熱量は失うせ、身も心も暗く縮こまっていく。無価値で無力な内うち灘なだツクシに戻っていく。

　居場所が──消えていく。

（だめだ、だめだ）

　ぶんぶんと首を振る。

　弱気な自分と決別するために、今回の任務に志願したのではないか。スズランみたいになれなくても、せめてそばにいて恥ずかしくない宣教師になるのだ。大丈夫、時間はたっぷりある。少しずつでも目標に向かい近づいていこう。

　小枝をかざす。星空に向かって深呼吸する。

（スズランの期待に応えられるように）

　祈るようにつぶやいて、ツクシは小枝を月の真ん中に突き刺した。
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　目的地にたどりついたのは翌日正午のことだった。

　あいにくの雨天が遠征団の足を急がせて、周囲の確認もそこそこにコンクリートのゲートをくぐった。レインコートの水を払い、班単位で点呼にかかる。びちゃびちゃと雨粒の落ちる音がそこかしこに響いていた。

　ツクシは皆の荷物をまとめながら視線を走らせた。薄く煙る構内は全容が見て取れない。ただ、とてつもなく広いことは分かった。目の届く範囲だけでも中層のビルが四棟は確認できる。昨日の団地の五倍、いや六倍の規模はありそうだ。

「なんなんですか、ここ」

　他班の宣教師が訊たずねる。そういえば目的地について詳しい説明を受けていなかった。事前に聞かされていたのは場所と行程、そこが無人であるという話だけだ。着いた先が何で、どういう調査をするのか、さっぱり分かっていない。

　師長がフードを持ち上げた。

「〈工場〉だそうだ。大規模な生産施設と資材倉庫、それに研究設備があるらしい。水や食糧もかなりの量、備蓄されているのではって話だ」

「じゃあ保存食とはおさらばですか、やった、いい加減飽き飽きしてたんです」

「残念だが、備蓄は使えるか調べて後続のために取っておく。調査が長引けば、第二次・第三次の遠征団の受うけ容いれも検討しなきゃいけないからな。俺おれ達たちはしばらく保存食暮らしだ」

　うげぇっという唸うなりに「傾聴！」「傾聴！」の声が被かぶさった。統括補佐官が気をつけをしている。降り注ぐ雨をものともせずにスズランが歩いてきた。

　色気のある敬礼とともに微笑ほほえむ。

「みんな、お疲れ様。長旅にもかかわらず一人の脱落者も出なくて本当によかった。ただ本番はこれからだ。三班で手分けして施設の調査にかかる。具体的な受け持ちエリア、調査方法、調査対象は各師長から説明を受けてほしい。みんなのより一層の奮闘を期待する。以上」

　レインコートの群れが慌ただしくなる。班ごとにまとまって今後の行動計画を打ち合わせ始めた。ツクシも急いでチャコール班に合流する。高揚も露あらわに師長の話を聞こうとしたが、

「おまえはこっちだ」

　首根っこをつかまれた。副師長だ。問い返す間もなくゲート脇の扉を開けて押しこまれる。乾いた埃ほこりの臭いが鼻を突いた。

「ここを荷物置き場として使えるようにする。中のものを片づけてスペースを空けておけ。換気も忘れずにな」

「え、え」とまばたきしてしまった。去りかけた副師長に追いすがる。

「ちょ、ちょっと待ってください。今から調査に行くんですよね？　三班で手分けして。チャコール班も同じだと思っていたんですけど」

「同じさ。だから残るのはおまえだけだ。俺おれ達たちは五人でミッションをこなす」

　一瞬何を言われているのか分からなかった。きょとんとするツクシの胸を、副師長は苛いら立だたしげに小突いた。

「足手まといだと言ってるんだよ。一体この道中にどれだけおまえの尻ぬぐいをさせられたと思う？　汚名返上のためにも、ここでの調査には全力を尽くす必要がある。無能に関わってる暇はないんだよ」

　分かったな。

　乱暴に断ち切って、副師長は歩み去ってしまった。

　外ではまだ話し声と雨音が混ざり合っている。皆、自分のことなど忘れ去った様子だ。他に設営要員が来る様子もない。

（はっ）

　完全な厄介払い。

　死刑宣告とも言える状況に、だが意外なほどショックは受けなかった。

　結局これが自分の素の評価だ。数合わせにも保険にも使ってもらえない。ゼロどころかマイナスの存在。

　底辺の──底辺。

「……ふぅ」

　深呼吸して瞑めい目もく、思考をリセットする。

　笑ってしまうほどの悪評を、まずは受うけ容いれてみる。そして考える。今この状況で、自分はどうすれば役に立てる？　皆の無関心を覆くつがえせる？

　スズランに近づくための、第一歩。

　窓まど際ぎわに沿ってブラインドを開ける。大量の埃ほこりが舞い、目と喉を痛めつけた。ただ、差しこむ光は柔らかで、室内の様子を明らかにしてくれる。十畳程度の小部屋だ。テーブルやキャビネット、掃除用具が乱雑に置かれている。南向きの窓は横長で、随分と低い位置にあった。正門脇にあったことを考えると、ここは受付なのかもしれない。守衛が詰めて来訪者を迎える場所。

　見たところ大した散らかりようではなかった。残置されている什じゆう器きも少ない。これならすぐに片づけられそうだ。スペースを空けるだけでなく、ついでに荷物も運び入れてしまうか？　あるいはカフェエリアでも作って皆の度肝を抜くか。

　視線を巡らせて「ん」と思う。部屋の奥に扉が二つあった。暗くてよく見えないが、一つは給湯室だろうか。扉にカップを象かたどったプレートが貼られている。だがもう一つは？

　近寄って、ドアノブをつかみ押し開ける。広がった景色にツクシは瞠どう目もくした。




　調査部隊が戻ってきたのは夕刻近くのことだった。

　雨の中を随分歩き回っていたのだろう。皆、濡ぬれ鼠ねずみで疲れた顔になっている。水滴にまみれたザックがずっしりと背中にのしかかっていた。

　憂鬱の原因には、このあと始まる宿営準備もあるはずだった。外に置いた荷物を詰め所に移す。天幕を張って寝床を用意する。いずれも体力を消耗する作業だ。切れ目ない労役に気が重くなっても仕方がない。

　だからこそだろう、彼らは正門にたどりつくなり目を見開いた。荷物が片づけられていたから？　もちろん、それもあるだろう。詰め所の窓から、綺き麗れいに掃除された室内が見えることもアピールポイントの一つだ。だけど何より、入り口脇に貼られた案内に彼らは心底仰天した模様だった。

「内うち灘なだツクシ、これは」

　統括補佐官にうなずいてみせる。

　ツクシは胸を張り手製の案内板を示した。

「はい、〈大浴場〉です。裏手の宿舎でお風ふ呂ろを沸かしておきました！」
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　やれることをやる。

　苦し紛れの一手は、思ったよりもよい結果をもたらした。

　平たく言えば性に合っていたのだろう。掃除、洗濯、炊事、修繕、裁縫。こまめな雑務の積み重ねが、遠征団の生活を劇的に改善した。

　皆、ここまで来てふかふかのベッドで寝られるとは思っていなかったのだろう。切れた電球が交換されて、破けたカーテンが繕われると、宿舎は満員御おん礼れいになった。毎日夕方になれば、調査を終えた団員が立ち寄って部屋の空きを訊たずねる。ホワイトボードに書きこまれる予約の名前は日々増えていき、ツクシの評価も上がっていった。

　もちろん全ての人間が認めてくれたわけではない。特にチャコール班の師長・副師長は侮蔑の念を隠さなかった。一体あいつは何をしてるんだ。栄えある遠征団の一員が便利屋紛まがいか？　──これ見よがしな批判が窓の外から聞こえてきたこともある。

　だが何を言われようと、たまにスズランが顔を出してくれるだけで報われた。彼女はツクシの淹いれたコーヒーを美味そうに味わい、物珍しげに宿舎の修繕箇所を眺めて回った。

『いやはや、立派なもんだね。もし私が家を持つことになったら、ツクシに面倒見てもらおうかな。住み心地のよい寝床を準備してもらえそうだ』

　単純なもので、そう言われるだけでもっと頑張ろう、工夫しようという気持ちになった。居室の拡張、食堂の整備、保存食の改善。アイディアは止めどなく湧いてきた。時間がいくらあっても足りない。毎日が戦いのようだった。

　もちろん遠征団員の本分を忘れたわけではない。作業中、ふっと手が空くとどうしようもないコンプレックスが蘇よみがえってくる。

　他の宣教師達たちが調査をしている間に、自分は何をしているのだろう？　戦闘も測量も行わず、今日の献立を考えている。皆、取り繕っているだけで、裏では馬鹿にしているんじゃないか？　その証拠に未いまだ調査の目的さえ教えてもらえないではないか。

　だが、落ちこみそうになる度に初心を思い出す。やれることをやる、迷ったら進め、無心に歩いていけばいつかきっと目標にたどりつける。

　ですよね、スズラン。

　そうやって、ある意味、偏執的な努力を繰り返していたからだろう。

　普通なら気づかないことに、ある日、ツクシは気づいた。

　調査隊員が一人帰ってこない。

　いや、無論、ツクシが全メンバーの所在と状況を把握しているわけではない。誰がどんな調査に赴き、泊まりがけか否いなかなど分かるはずもなかった。

　ただ、件くだんの隊員について言えば、行動にあるパターンがあった。

　──月水金は夕食の主菜に必ずチーズを添える。

　もともと『そういうレシピができるか？』と訊たずねられたことがきっかけだった。五回目からは黙って皿を足し、六回目からは不要な時だけ声をかけてもらうことにした。そんなやりとりが日常化していたから、夕刻の食堂に彼が現れなかった時『おや』と思った。

　丁度、雨が降っていたこともある。ひょっとして雨具を忘れて雨宿りしているのでは？　お腹なかをすかして途方に暮れているのでは？　そう思うと、居ても立ってもいられなくなり、ポンチョを手に詰め所を飛び出していた。

　広い〈工場〉のどこを探すか、確信があったわけではない。ただ、他宣教師の会話から、いくつかの建物が調査対象になっていることは分かっていた。その入り口付近を見て回るだけなら大して時間もかかるまい。

　ある程度軽い気持ちで探し始めて、だけどすぐ過あやまちに気づいた。

〈工場〉は本当に広かった。建物と建物の間も小規模な校庭分くらい離れていたりする。しかも目的地はあちこちに点在しているのだ。降り注ぐ雨のせいもあり、人影を見分けることもままならなかった。

　だからだろう。

　最初、その姿を見つけた時、ツクシは異常に気づけなかった。

　傘も差さずに立っている、ポンチョを着ている様子もない、大変だ、着替えを用意しなきゃ、と吞のん気きな感想を抱いたくらいだ。だが近づくにつれて顔を強こわばらせた。

　彼は──件くだんの調査隊員だった。朝出て行った時と同じ格好で雨に打たれている。目立った外傷や欠損もないから、見間違うはずはなかった。ただ表情がおかしい。口を開けてぎょろぎょろと周囲をうかがっている。

　それに何より奇妙なのは彼の手だ。背中に回された手首が縄で縛られている。

「あ、あの？」

　恐る恐る呼びかけた。調査隊員がゆっくりと顔を向けてくる。焦点が合っていない。ぼんやりとした眼まな差ざしだ。

「何があったんですか。誰かに悪戯いたずらされんたんですか？　ふざけて結んだロープがほどけなくなったとか」

　返事はない。低い唸うなり声だけが断続的に漏れる。

　喋しやべれないのかもしれない。冷え切って、体力を消耗して。

「待っててください。今、ほどきますから」

　急いで駆け寄りひざまずいた。雨粒の冷たさを手の甲に感じながら、ロープの結び目をつかむ。指先が滑った。えらく厳重に結んでいる。どこの誰だ。悪戯いたずらにしても度が過ぎる。おまけに一人だけ放置して。ひどすぎる。毒づきながら再度力を込めようとした時だった。

　影が落ちた。

　いや、曇天の夕暮れ時だから、明確に影を認めたとは言い切れない。正確には気配を感じたと表現するべきだろう。

　何かがのしかかってくる。頭の上にかぶさってくる。

（え？）

　顔を上げる。件くだんの調査隊員と目が合った。口が開いている。上体を旋回させてかぶりつこうとしていた。

「え、えええ!?」

　飛とび退のいた弾みに調査隊員が倒れた。もとより不自然な体勢を取っていたのだから当然だろう。肩口から地面に激突して、それでも無表情に顔を起こす。芋虫のように身体からだをよじって立ち上がろうとした。

　ぞくりとした。なまじか人間の姿だけに、その動きは怖おぞ気けを震うものだった。見慣れたシルエットがまったく異質な動作をしている。

　尻餅をついたまま後退した。身体からだが言うことを聞かない。足腰に力が入らない。

「お、落ち着いてください」

　揺らめく影が立ち上がる。一度姿勢を崩してまた起き上がってきた。

「具合が悪いなら寝ていた方がいいですよ。誰か助けを呼んできますから」

　軍ぐん靴かの底が水しぶきを上げた。一歩、また一歩と近づいてくる。必死に後じさるが徐々に距離は縮まってきた。

「ボクは逃げ出したりしません。本当です。ちゃんと戻ってきます、だから……ひゃぁああああ!?」

　調査隊員が身体からだを投げ出すように倒れこんできた。力尽きたわけでないことは、荒い息遣いで分かる。後ろ手に縛られたまま、歯茎を剝むき出だしにして食らいついてきた。

　間一髪、前歯が鼻先をかすめる。必死でのけぞりながらツクシは膝を相手の腹に打ちつけた。だめだ、力が入らない。相手はよじのぼるようにして顔を近づけてくる。しまいに肩でこちらの肩を押えつけられた。

　喉に熱い息がかかる。不快な唸うなり声が響いてくる。怖い。痛い。苦しい。湧き上がる恐怖に身を強こわばらせた時だった。

「動かないで」

（え？）

　刹那、調査隊員が吹き飛んだ。あたかも巨人の手で払いのけられたように、地面を転がっていく。二回、三回、出で鱈たら目めにバウンドした末に動かなくなる。口を開けたまま低い呻うめき声を漏らしていた。

「スズ……ラン？」

　脇に立つ影は見慣れたものだった。自分同様、濡ぬれ鼠ねずみになりつつも凜りんとしたたたずまいを崩していない。片手にライフルを提げて調査隊員を見下ろしていた。

　助けてくれたのか。

　襲われている自分を見つけて──

　だが、その横顔は冷ややかだった。普段見せている明るさの片へん鱗りんもない。

「スズラン」

「ツクシ、なぜここに？」

　氷でコーティングしたような声だった。こちらを見もしない。胃いの腑ふがぎゅっと縮こまる。

「あの……この人、いつも同じくらいの時間に食事に来るんですけど……今日は姿が見えなくて……雨も降っていましたから……それで」

「勝手に出歩いたのかい」

　言葉に詰まる。スズランは静かに調査隊員に近づいた。膝を突いて呼吸を確かめる。

「後始末は私がやっておく。早く戻れ。ここで見たことは誰にも言わないように。あと、二度と許可なく歩き回らないこと」

「で、でも」

　一体何が起きているのか、その調査隊員はどうしてしまったのか。だがスズランは振り向くことなく続けた。

「ツクシ、私は『戻れ』と言ったんだよ」

　有無を言わさぬ口調だった。

　ふらふらと混乱したまま立ち上がる。悪い夢でも見ているようだった。見知った世界が何か別物に変わってしまっている。

　痛みをこらえて引き返す。途中振り返ると、スズランはまだ調査隊員をのぞきこんでいた。倒れた身体からだに寄りそう様は、あたかも臨終を見守る死に神のようだった。
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　実際のところ、事態はもう随分前から悪化していたのだろう。あとから聞いた話によれば、ツクシがスパイスの分量に頭を悩ませていた頃、各師長は方々から上がる『意味不明』な報告に振り回されていたらしい。

　たとえばこんな具合。

　倉庫の調査から戻った団員が、直近数時間の記憶をなくしていた。

　同行中の仲間が突然『ここはどこだ』と言い出した。

　廊下を歩いている最中、遠くに自分自身を目撃した。

　……。

　怪談めいた話と笑うべきだろうか。だが混乱が増殖して、実害が出始めると誰も笑っていられなくなった。

　失踪者が出た。

　錯乱した団員が同士討ちを始めた。

　班レベルでの、あからさまな抗命が目立ち出した。

『あの忌いま々いましい〈鏡〉』

　いつからかそんな単語が会話に交ざり始めた。

　鏡、鏡、鏡。

　調査隊の行く先々に出現し、神経を蝕むしばむ鏡像。

　苛いら立だった団員が無断で鏡を割り始めたが、事態は改善しなかった。どころかより一層、見当識の混乱が目立ち始めた。

　手に負えなくなった錯乱者は縛り上げられて、前進キャンプに留め置かれたらしい。が、逃げ出す者も多く、対処はいたちごっこだったという。ツクシがあの雨の日に出会った調査隊員もその一人だったのだろう。もちろんそんな一時しのぎが長続きするはずもなく、やがてツクシの宿舎にも目に見える影響が出始めた。

　空き室が目立ち出し、代わりに同士討ちの怪け我が人にんが運びこまれてきた。師長クラスは前進キャンプに出ずっぱりになり、食堂も閑散としていった。

　到着から二週間もたつと災厄の存在は決定的になった。遠征団は得体の知れない重圧と不安で爆発寸前になっていた。

　ある日、ツクシがスズランのテントを訪ねると、彼女はぼんやりランプの灯あかりを眺めていた。執務机を前に腰かけている。机上に書類や図面が散乱していた。

　わずかな間に彼女は十以上、年老いたように見えた。〈教会〉で放っていた輝きも薄くかすれている。〈工場〉を覆う闇が、無む量りよう寺じスズランという色彩を塗り潰しているようだった。

　夜食を携えたままツクシは立ちすくんでいた。

　声をかけられない。近づけない。刺激を与えた途端、脆もろく、儚はかなく崩れてしまいそうだ。

「誰だ？」

　しゃがれ声が漏れた。スズランは首だけを向けてきた。

「ああ、ツクシか」

「食事をお持ちしました」

「食事？」

　時計に視線を落とす。直線的な眉がぴくりと動いた。

「おや、もうこんな時間か。いけないな、少しぼんやりしていた。そこに置いておいてくれ」

　言われるままプレートを置く。そのまま動くこともできずにいると、スズランが首をひねった。

「どうした」

「あの……ボクにできることはありませんか」

　押し殺していた思いを言葉にする。拳を握りしめて進み出る。

「雑用でもなんでも、命じてもらえれば」

「ないよ」

　あっさりと言い切られた。スズランは肩をすくめた。

「正確に言えば、何を頼んでいいかさえ分からない状態だ。方向性さえ見えればまだ手の打ちようもあるんだけどね。残念ながらそれ以前の問題だ」

　投げやりな発言に口ごもる。ごくりとつばを飲み、それでも喘あえぐように言葉を続けた。

「調査を……中断するって選択肢はないんですか」

　一旦引き揚げる。この得体の知れない〈工場〉から距離を置く。

「それができたら苦労はしない」

　スズランは手元の封書を取り上げて見せた。司祭公会──グランドカテドラルの印が押されている。封は解かれて中の便せんが見えていた。

「非常時に開封するよう言われていた指示書だよ。三日前に開けてみたら、なんて書いてあったと思う？　『後続を待て』だと。事実上の死守命令だ。撤退は許されない」

「そんな」

　さすがに無茶苦茶だと思った。現場を見てもいない上層部が、作戦中止の権限さえ取り上げるなんて。

「一体ボクらは何を調査してるんですか。遠征団をすり潰してまで探さなきゃいけないものが、ここにはあるんですか？」

　スズランは薄く笑っただけだった。答えることなく灯あかりに向き直る。

「君は何も知らされていないことが不満なんだな。だけど状況は私も大して変わらない。断片的な情報だけ渡されて、ロクな支援もなしに放り出されている。あるいは司祭達たちにとっては、私も捨て駒にすぎないのかもしれないな。替えのきく二束三文の大量生産品」

「やめてください」

　思わず語気が荒くなった。視線を鋭くして睨にらみつける。

「統括プライア・責任者ミツシヨナリー、無む量りよう寺じスズラン。あなたを軽んじていい人など、この世のどこにもいません。たとえそれがあなた自身であっても」

　沈黙が満ちる。

　スズランはややまぶしそうにこちらを見ていたが、やがて目を細めた。

「そうか、そういえば君は言ってたね。私のように立派な宣教師になりたいと」

「……」

「目指すべきものがあるのはいいことだ。人は目標を持つことで、進むべき道を決めて成長していける。でも」

　椅子から立ち上がる。小さく息を吸って天井を見上げた。

「目指された者はどうしたらいい？　何を目標にして進んでいけばいい？　ツクシ、教えてくれ。私が今、選ぶべき道はどれだ？」

「スズラン……」

「馬鹿にされて、軽んじられる程度で状況が変わるなら、私は甘んじて教えを請こうよ。大切なのは君きみ達たちを生きて帰すことだ。他に優先するべきことなどない」

　長身のシルエットがゆっくりと歩み寄ってきた。身体からだを強こわばらせていると、くしゃりと頭をなでられた。そのまま胸元に引き寄せられる。ほのかな芳香と体温にどきりとした。

（え、え、え？）

「内うち灘なだツクシ、いざとなったら君は逃げろ。後続を待って、ここで起きたことを説明するんだ。戦う必要も謎を解く理由もない。とにかく生き残れ」

　息が止まるかと思った。スズランの覚悟が、鼓動が肌越しに伝わってくる。憧れの人に抱かれている喜びと、指示された内容への戸惑いが体温を押し上げた。

　逃げていい？　〈教会〉への反逆？　理解が追いつかない。思考がまとまらない。

　だが、どう言われようと答えは決まっていた。

「ボクは……逃げません」

　スズランの肩をつかみ後退する。頭一つ分高い彼女と目を合わせた。

「最後まであなたについていきます。もしスズランが惑った時、どうしようもなくなった時、目指すべき背中でいられるように。あなたを絶対一人にはしません」

「ツクシ」

「やけっぱちに言ってるわけじゃありません。自分がどれだけ無能で無力な存在かはちゃんと分かっているつもりです。ボクがいたところで役に立たないんじゃないか、足手まといになるだけじゃないか。そう迷い続けています。でも」

　──迷ったら進め、ですよね。

　スズランは虚を突かれたようにまばたきして、それから噴き出した。

「おせっかいなところまで真ま似ねしなくていいんだけどな。まったく、困った子だ」

　苦笑気味に口を歪ゆがめて彼女はツクシの頭を押えた。




　　　　＊




　破局は比較的静かに始まった。

　というよりあるべき連絡のないことが異常を知らせた。

　前進キャンプからの定期報告が途絶。たまたま詰め所に立ち寄っていた統括要員を除く全員が消息不明になったのだ。

「捜索に出る」

　連絡途絶から六時間後、スズランは宣言した。既に武器と防具を装備して出発態勢になっている。統括補佐官が慌てて制止した。

「危険です。現場の状況が不明確すぎます。ここは誰か一人、斥候に出して情報を集めるべきでは」

「そしてまた行方不明者を増やすのかい？　私はできの悪いホラーストーリーのプロットをなぞる気はないよ。行くなら私一人か、それともここの全員でだ」

　断言して歩き始めたので、他のメンバーも従う他なかった。ツクシも急ぎ装備を整えあとに続く。止められるかと思ったが、誰も何も言わなかった。既に序列や指揮命令系統を云うん々ぬんできる状態ではないということか。

　スズランは一度だけ目を合わせてきた。険しい視線に怯ひるむことなく見つめ返すと、彼女は嘆息した。ライフルを背負い直して出発する。

　わずか五人にまで減った遠征団は、無人の構内を進んでいった。巨人の家のような倉庫の間を抜けて、積み上げられたコンテナの壁を伝い、事務棟のエリアを突っ切る。

　やがてたどりついたのは奇妙な正方形の建物だった。窓が見当たらない。一片二十メートルはあるだろう、のっぺらぼうの巨大なサイコロ。

「ここは？」

「ラボだよ。私わたし達たちがここしばらく調査をしていた施設だ」

　スズランはリュックを下ろすと中からロープを取り出した。他のメンバーも無言で腰にロープを巻きつけ始める。

「ほら、ツクシ、君もだ。きつく結んでおけ」

「な、なんですか、これ」

「命綱だ。おかしくなった仲間をこれで引き戻す」

　わけが分からない。渡されたロープをまじまじ見つめていると、スズランに奪われた。有無を言わさずに腰を縛られる。

「雨の日に腕を縛られた団員と会っただろう。ああなるんだよ。詳しいメカニズムは不明だけど、どうも特定の『場』に入りこむと心がやられるらしい。だから縦一列で進んで、先頭の人間が呼びかけに答えなくなったら、こいつで下がらせる。処置が早ければ我に返ってくれる。ま、それも運次第だけどね……よし」

　結び目をきつくして背中を叩たたかれた。

　スズランは先頭に立ち、さっさとエントランスに入っていた。それに引きずられてツクシも二番手で続く形になる。

　ガラス扉の奥はタイル張りのホールだった。奥の壁にエレベーターが見える。ランプは……消えていた。機械音の類いもない。

「残念ながらあれは使えない。隔離した団員が上がってくるといけないんでね、電源を切ってある」

「じゃあ階段を使うんですか」

「ああ、だが安心したまえ。キャンプは地下だ。下りなら大して体力も消耗しないだろう」

　上る時は……と訊たずねる余裕はなかった。他メンバーが後方警戒を終えて合流してくる。テンポが速い。早速進もうとするスズランに、ツクシは慌てて「待ってください」と呼びかけた。

「あの、ビーコンを設置していいですか」

「びーこん？」

　統括補佐官が顔をしかめた。

「無線標識です。はぐれた時に、どっちを目指せばいいか分かるように、ジャンクのトランシーバーを改造して作ってみたんですけど」

「貴様、支給品を勝手に」

　スズランが手を上げて詰きつ問もんを遮った。差し出したトランシーバーをのぞきこむ。

「へぇ、そんなもの作ってたんだ。人には思わぬ才能があるものだね。どう使うんだい」

「発信器を入り口に置いて、受信器のスイッチを押すだけです。向きが合っていればノイズが大きくなりますし、離れると小さくなります」

　本当は距離も測れるようにしたかったが、さすがに時間がなかった。一応、理論的には中継装置をかまして遠距離通信や警報装置にも応用できる。今回は足手まといにならないことを最優先に、機能を絞りこんだ。

「なるほど」とスズランはうなずいた。

「確かに君は宿舎の電気工事もやってたしね。この手の工作はお手のものか。ちなみに私わたし達たちが持っている無線機でも信号を受けとれるのかい？」

「いえ、それは……」

「だめか。じゃあ次回以降、受信できるように皆の装備を改造してくれ。現在位置が分かれば不慮の事故も減るだろう」

「え？　ええっと」

「難しいかい？　なら無理は言わないけど」

「できます！　やらせてください！」

　夢のような話だ。自分の手て遊すさびが団全体の役に立つなんて、信じられない。思わずがくがくと首を振ってしまう。スズランはうなずいて視線を正面に戻した。

「ま、そのためには今回の救出を無事終えないとね。さ、ツクシ、早く発信器を設置して。先に進もう」

　数分後、隊列を整えて出発する。

　左右の扉に構うことなく廊下を奥に、突き当たりの階段を下る、ロビーを過ぎて再び階段を下りると、似たような風景が広がった。スズラン達たちは建物の構造が頭に入っているのだろう。迷うことなくずんずんと歩いていく。反対にツクシは数フロア下っただけで頭が混乱してしまった。どうもわざと各所を閉鎖して分かりづらくしているらしい。侵入者を防ぐためか、それとも中にいる何者かを出さないためか。

　やがて廊下の質感が変わった。

　暗い水面のようなゆらめき、ぬめりを帯びた歪ゆがみの連なり、それが等間隔で現れている。

　鏡だった。

　大きな姿見が壁に据えつけられている。

（ああ）

　団員達たちが話していたものか。行く先々に出現して、彼らの精神を蝕むしばんだオブジェ。

「あまり見ない方がいいぞ」

　耳元で統括補佐官が囁ささやいた。

「あれが増えてくると、みんなおかしくなる。わけの分からないことを喋しやべり出して、そのまま正気を失う奴やつもいる。因果関係は分からんがな、用心に越したことはない」

「は、はい」

　慌てて視線を逸そらしたが、何分もたたないうちに無理だと悟った。鏡の数が多すぎるのだ。顔を背けた先にまた鏡がある。右を向いても左を向いても自分の姿が映る。これではまともに歩けない。実際、同じ苛いら立だちに襲われた者がいたのか、何枚かの鏡が叩たたき割わられていた。飛び散った破片が行く手を遮り、危険極まりない。

（ええい）

　あれもこれも気にしていられない。とにかくスズランの背中だけを見つめて進むことにした。

　靴音が響く。メンバーの息遣いが背後に感じられる。たまに反応のおかしくなった団員がいたが、ロープで引き戻された。時間の感覚がなくなっていく。場所の認識が朧おぼろになっていく。周囲の景色が代わり映えしないのでちゃんと目的地に向かえているのかも分からない。それでも距離は稼げていたようで、いくつ目かのゲートを抜けた途端、スズランは立ち止まった。

「ついた」

　広いホールにキャンプが設営されていた。

　荷物や什じゆう器きが大量に運びこまれている。シュラフとマットが壁かべ際ぎわにまとめられていた。空調が効いているせいか、地下の密閉環境にもかかわらず居心地はよさそうだ。ただ、そこには誰もいなかった。そして荷物は野獣の襲撃にでもあったように荒らされていた。

「なんだこれは」

　統括補佐官が目を剝むく。

「一体、何が起きた。ミサキでも出たのか」

「いや」

　スズランが荷物の前にひざまずく。破れた布地を手に取って見た。

「爪や牙でやられたものじゃない。手に持って、力尽くで引きちぎった感じだ。ミサキの仕業ならこんな風にはならない」

「じゃあ何が」

「人間だろう、私わたし達たちと同じ」

　彼女はすっくと立ち上がった。ホールの先の暗がりに目をやる。

「君きみ達たちは引き返せ。ここから先は私一人で行く」

「何を言っているんですか」

　統括補佐官が気色ばむ。

「あなたを置いて我々だけ戻るなどできません」

「調査隊の全員が、正気を失っている可能性がある。ロープでお互いを縛り合っていたら、いざという時に対応できない。私一人なら取り囲まれてもなんとかなる」

「だからと言って」

　低く唸うなった末に、統括補佐官は唇を結んだ。

「分かりました。ではこうさせてください。スズラン団長のロープは解いた上で、私わたし達たちは今のままあとからついていきます。あなたに異常が起きた場合は誰かが飛びつき、その人間ごとロープで引き戻す」

「いや、それは」

「受うけ容いれてもらえなければ、逆にあなたを縛り上げて連れて帰ります。あるいは我々だけで捜索を続けます」

　溜ため息いきが響いた。スズランはお手上げと言うように首を振った。腰のロープを外してツクシに手渡す。

「行こう、時間が惜しい」




　鏡、鏡、鏡。

　全てが鏡に覆われている。

　床も天井も扉さえも、自じ分ぶん達たちの姿を映している。

　右手を挙げれば、何千もの内うち灘なだツクシが左手を挙げる。左を向けば、数え切れない自分の顔が右に向き直ってくる。

　頭がおかしくなりそうだった。一体どこの誰がこんな意匠を考えたのか。設計や施せ工こうを承認したのか。作り手の正気を疑いたくなる。たとえ鏡に超常の力がなくとも、視覚的な異常さだけで人を狂わせられそうだ。

　地下七階。

『ＣＡＵＴＩＯＮ（注意）』の文字が刻まれた床を歩いていく。『ＲＥＳＴＲＩＣＴＥＤ　ＡＲＥＡ（制限領域）』『ＡＵＴＨＯＲＩＺＥＤ　ＰＥＲＳＯＮＮＥＬ　ＯＮＬＹ（権限者以外立ち入り禁止）』

　空気が薄くなったように思えた。鼓動が激しさを増していく。

「ここは……一体」

「境界線だよ」

　スズランが答えた。視線を前に据えたまま、

「この施設は地下に十五・六層ある。多分だけど、ここから下が本体なんだ。私わたし達たちがまだ足を踏み入れられてないところに何かがある。いや、何かがいると言うべきかな。それに魅ひかれて皆、おかしくなっていく。自分をなくしていく」

「スズラン……」

「私わたし達たちは触れちゃいけないものに触れてしまったのかもしれない。スイッチを入れて目覚めさせてしまったのかも」

　独り言のようなつぶやきにぞくりとする。わずかに見える横顔に影が滲にじんでいた。大丈夫ですか、少し休んだら、と気遣いかけた時だった。

「おい、どうした？」

　背後で統括補佐官が振り返っている。もう一人の補佐官が立ち止まっていた。じっと下を向いて床のタイルを見つめている。

　なんだ、気になるものでもあったのか。

　そうしているうちに彼は動き出した。手に持った銃を不思議そうに眺めて、銃口をのぞきこみ、そして、引き金を引いた。

　───!?

「あー」

　血しぶきの向こうで黒い影が揺れた。最後尾の予備団員がライフルを構えている。「あー」と舌足らずな声を上げてこちらを照準しようとした。

　銃声。

　倒れたのは予備団員の方だった。統括補佐官の銃から硝煙がたなびいている。彼は引きつり顔でスズランを振り返った。

「下がってください。早く、これ以上おかしなことにならないうちに」

「だけど」

「早く！」

　叫んだ途端、周囲が暗転した。低い呻うめき声が地の底から湧き上がってくる。背中の毛が逆立った。得体の知れない気配が、そこかしこに充満する。パンパンというマズルフラッシュに統括補佐官の悲鳴が続いた。

「ツクシ！」

　二の腕をつかまれる。気づけば、すぐそばにスズランがいた。ぎっと闇を見据えてライフルを撃つ。一瞬白んだ視界の中で、何かが後ろに吹き飛んだ。だがすぐに先ほどを上回る暗黒と悪意が集ってくる。

「囲まれてる。突破するぞ」

「囲まれてるって、何に？」

「分からない。確認してる余裕もない」

　再度の射撃とともにスズランは走り出した。唸うなり声と圧力を靴音で搔かき分わける。息が荒い。胸が苦しい。前に進んでいるのか、後ろに戻っているのかも分からない。方向感覚が完全に失われていた。

「ツクシ、ビーコンは!?」

　目を見開く。そうだ、忘れていた。

「は、はい！」

　スイッチを入れるとノイズが流れ出した。右上方で反応が強くなる。

「こっちです！」

　袖をつかんで伝えると、スズランの歩みが速くなった。携帯ライトを点灯して浮かび上がった道を駆けていく。

　廊下、防火扉、階段、廊下、階段。

　まっすぐ戻っていたように思えたが、周囲の景色は徐々に見覚えのないものになっていた。ビーコンの音が不規則になる。代わりに唸うなり声が大きくなった。

「スズラン、道が」

　たまりかねて告げると歯ぎしりの音が答えた。

「分かってる。だけど退路に回りこまれてるんだ。迂う回かいしないとつかまる」

　絶望に襲われる。一体あとどれだけ走ればいいのか。肺も心臓も限界に近い。さっきから何度も足がもつれかけていた。

　はっ、はっ、はっ。

　はっ。

「うわっ」

　唐突に身体からだが投げ出された。受け身を取ることもできず、床に激突する。痛い。息が止まりそうになる。振り向くと床にわずかな出っ張りが見えた。はがれたタイルがささくれのようになっている。

　スズランが駆け寄ってきた。中腰になって膝を突く。

「大丈夫かい」

「は、はい、なんとか」

　手を取って、立ち上がろうとした時だった。

　銃声が響いた。

　スズランが痙けい攣れんする。彼女は信じられないようにまばたきして肩を押えた。離した掌てのひらにべっとりと血がついている。

「スズラン!?」

「あー」

　舌足らずな声が響いた。

　血まみれの予備団員が廊下の奥に立っていた。焦点の合わない目をこちらに向けて、銃を構えている。その背後に複数の気配が続いていた。ざわざわと空気が揺れている。不穏な気配が方々から集まってきた。

　スズランを助けなきゃ。

　必死で銃を構えようとするも、身体からだはまったく言うことを聞いてくれなかった。指先が震える。ホルスターの金具を外せない。顎がガタガタと鳴っていた。

　スズランはよろけた拍子に壁にもたれかかった。そのまま血の跡をペイントしながら崩れ落ちる。朱色のスカーフがくしゃりと歪ゆがんだ。

「スズラン！」

「逃げろ」

　気配が近づいてくる。銃声とともに近くの床が爆はぜる。

「君は生き延びろ」

　スズランの声はかすれていた。力強かった目の光が失われていく。ツクシは首を振った。

「だめです」

　最後までついていくと言った。もしスズランが惑った時、どうしようもなくなった時、目指すべき背中でいられるようにと。

　あなたを絶対一人にはしない、そう誓ったのに。

「行け！」

　凄すさまじい声が思考を吹き飛ばした。胸を押されるようによろよろと後退する。スズランはふっと笑った。顔を伏せた姿勢でゆっくり傾いていく。

　はぁ、はぁ、はぁ！

　銃弾が壁をえぐる。パニックに突き動かされるまま、ツクシは身を翻ひるがえしていた。周囲の灯あかりは消えて道の先がどうなっているのかも分からない。ただビーコンの音だけが淡々と出口を示していた。正面右手、上方、距離不明。

（はぁ、はぁ）

　生き延びて、後続を迎えて、ここで起きたことを説明する。そうだ、スズランが望んだからボクは戻っている。逃げるためじゃなくて、任務を果たすために。

　バンッ！

　太ももに火箸でも当てられたような痛みが走った。悲鳴を上げて倒れ伏す。

　撃たれた？

　血がどくどくと流れ出している。神経をやられたのか。いや、大丈夫だ。まだ動く。前に進める。

　身体からだを起こした途端、とてつもない激痛に襲われた。身体からだが熱い。目の奥で火花が散る。

（行かなきゃ）

　奥歯を食いしばって一歩踏み出す。傷口から命がこぼれ落ちていく。だが、止まるわけにはいかない。倒れたら全てがなくなってしまう。誓いも、義務も、ここで起きたことの記憶も全て。

　意識が遠ざかる。歩を進めるごとに身体からだが重くなっていく。それでもビーコンの音だけを頼りに、ツクシは足を動かし続けた。

　前へ。

　前へ。

　前……へ──




　　　　＊




「そのあとどうやって帰ってきたのか、正直よく覚えていません。気づいた時にはボクは詰め所で倒れていました。装備のほとんどをなくして、着の身着のままの姿で床に横たわっていたんです。だから……お話しできることはこれで全てです。そのあとどうなったかは、だいたいお分かりですよね」

　ボクは──乙おと丸まるタイキはこくりとうなずいた。それ以上、どんな言葉もかけられそうになかった。

　青い空の下、鳥のさえずりが響く中、ツクシはうつむいた。

「ボクは何もできませんでした。あの恐ろしい事態を前に、最初から最後まで右往左往していただけなんです。いえ、それどころじゃない。ボクが無理矢理ついていったから、逃げ遅れて転んだから、スズランは助けようとして撃たれたんです。ボクがいなければ遠征団は壊滅しなかったかもしれない。せめてスズランという拠よりどころが残ったかもしれない」

「……」

「ねぇタイキさん」

　藍色の目が見上げてきた。瞳の奥に強い苦しみと悲しみが浮かんでいる。

「あなたならどうしますか？　生涯最大の誓いを立てて、それを自ら打ち捨てて、挙げ句に誓うべき相手さえ見殺しにしてしまったら」

　喘あえぐようにつぶやく。

「そんな人間は、次、一体何に誓って生きていけばいいんでしょう？」




　　　　＊




　夜闇に虫の音が木霊こだましている。

　宿舎の窓から見える景色は影絵のようだった。月明かりを背に、ケヤキが黒々とした枝を伸ばしている。白んだ空を幾筋もの雲が流れていった。あれだけのことがあったというのに、外の世界は静かなままだった。青く、冷たく、ひっそりと眠り続けている。

　給湯室からは水の流れる音が聞こえてきた。ツクシが夕食の片づけをしているのだろう。多分このあと風ふ呂ろに入る準備を始めるはずだ。

　ボクは替えのタオルと水差しを手に廊下を進んでいた。

　ラボ脱出時の説明通り、ヤヒロは三十分程度で意識を取り戻した。ただ、心身への負荷が予想外に大きかったのか、またすぐにダウンしてしまった。以来、昏こん々こんと眠り続けている。大事はないとツクシには言われていたけれど、一応定期的に様子は見ておきたかった。

　寝室に入ると風が吹きつけてきた。黒い濡ぬれ羽ば色いろの髪が揺れる。キャミソール姿のヤヒロが窓枠をつかんでいた。薄い肩けん甲こう骨こつが白い肌に陰影を生み出している。

「もういいのかい」

　彼女はちらと振り向いてきた。無表情にうなずく。

「ツクシは？」

「洗い物をしてるよ。君の分の食事も残してあるから、食べられそうなら持ってくるけど」

「今は……まだいい」

　彼女はうつむいて嘆息した。ためらいがちに視線を向けてくる。

「ねぇ、あのあと何が起きたの。私が気を失ってから」

「覚えてないのかい」

「断片的になら。頭がぐらぐらして身体からだの力が抜けて、そこであなたに名前を呼ばれたところまでは記憶してるけど」

「そうか」

　制止を振り切り突っこんだ挙げ句、気を失って連れ帰られた。そう思ったら居心地悪くもなるだろう。しかも彼女を救ったのは他でもない、ツクシなのだ。散々怪しげだと腐した例のロープを使い、疑った知識と経験を総動員して、彼女を生還させた。一部始終を伝えたらヤヒロはどれだけ落ちこむだろう。ただ、何も言わないわけにはいかなかった。

　ボクは静かに説明を始めた。

　彼女が倒れてから何があったか。ツクシにどんな話を聞かされたか。そして、かつてこの〈工場〉をどんな災厄が襲ったのか。

　ヤヒロは黙ってボクの話を聞いていた。いつものように早はや合が点てんすることもなく、一言一言を嚙かみしめるように受け止めている。

　説明が終わると彼女は息をついた。長い睫まつ毛げを伏せて深呼吸する。

「あの子に謝らなくちゃ」

　まずそう言った。

「疑ってごめんなさい、言うことを聞かなくて悪かったって」

「そうだね」

　ヤヒロの警戒を否定するつもりはない。彼女は己の嗅覚と本能に従い、敵を見極めようとする。その結論が間違うことは滅多にない。ただツクシに関しては例外だった。第一印象と本質が見事なまでに相反していた。だとすればきちんと過あやまちを認めるべきだろう。

「多分喜ぶよ。ヤヒロに今までの行動を認めてもらえれば。嵩かさにかかって責めてくることはないと思う」

「責めてもらった方がいいわ。殴った分だけ殴り返してもらって、すっきりしてから仲直りしたいの」

「なんだい、その暑苦しいノリは」

　止めた方がよい。逆にツクシが真っ青になって逃げ出しそうだ。

「それで……これからどうするの？」

　ヤヒロがベッドに腰かける。両手をマットレスに置いて見上げてきた。

「私わたし達たちの目的は補給よね？　でもあのラボには何かおかしな存在がいて、物資の回収もままならない。他の建物を見て回るの？　それとも諦めて出発する？」

「いや」

　ボクは首を振った。

「もう一度ラボを見にいく。多分この〈工場〉の核はあそこで、目当ての物資も全て集められている。他を当たるのは時間の無駄だ」

「でも、何が悪さしているかも分からないのに」

「分かるよ。だいたいコトの概要は把握できた」

　……。

「え？」

　ヤヒロがまばたきする。一拍置いて「ええ？」と眉間に皺しわを寄せた。

「大して難しい話じゃないよ。ボクらが経験したこと、目にしたこと、ツクシの話を組み合わせれば自然に結論が出る。〈教会〉指導部が常識外れの遠征を企画したことも、納得できるってものだ」

「ど、どういうこと？」

「つまり」

　手短に説明する。事実と事実を繫つなぎ合あわせて、間かん隙げきを補足する。ヤヒロは目を白黒させながら聞いていたけど、ややあって唸うなった。

「確かに、それなら話が通るわ。気味悪いくらい綺き麗れいに、すっきりと」

　虚脱したように天井を仰ぐ。

「やっぱりあなた、頭いいのね。自信過剰なんて言って悪かったわ。私の方こそ根拠もなしに勘や感覚で突っかかって、本当に恥ずかしいわ。ごめんなさい」

「いや、いやいや」

　そこまで畏かしこまられると逆に気持ち悪い。

「ね、殴ってくれない？」

「嫌だよ」

「やり返さないから」

「もっと嫌だ」

　無抵抗の女の子をぶつとか、絵面的にひどすぎる。ナイトを気取るつもりはないけれど、好んで外道に落ちたくもない。

　ヤヒロは唇を尖とがらせて引き下がった。不服そうだけど、今までの険はなくなっている。元通りの、無邪気でまっすぐな四し十じ万まヤヒロだ。

「まぁ、とにかく再戦の準備をしなきゃってことね。睡眠はいっぱい取ったから、あとはご飯を食べて、そう、お風ふ呂ろにも入りたいわ」

「ボク的にはまず着替えるべきだと思うけどね。その格好で歩き回るのはまずいだろう」

「あらそう？　涼しげでいいと思うけど」

　壁の姿見に自分を映してターンしてみせる。白いキャミの裾が翻ひるがえる様は、確かに軽やかだったけど、個人的にはよく平気で〈鏡〉を見られるなと思う。あんな目にあったら少しはためらいそうなものなのに。確かに、異常のメカニズムは説明したけど、ボクだって心情的な気味悪さはぬぐいきれない。

（ああ）

　そうだ。そもそもボクが鏡にネガティブなイメージを持っているのには、もう一つ理由がある。例の夢。どことも知れぬ教室で、誰とも分からぬ死体を前にして、ヤヒロを浮かび上がらせる鏡。

「ヤヒロ、一つ確認したいことがあるんだけど」

「何？」

「君、こんな光景に覚えがあるかい。ひょっとしたらボクらの記憶の一部かもしれないんだけど」

　そう前置きして話し始めた内容は、先ほどとは打って変わって分かりづらいものだった。もとより夢の中身が支離滅裂な上に、ボクが前後の状況を把握していないのだから、伝わりやすいはずがない。案の定、ヤヒロは眉をひそめた。

「ごめん。全然分かんない。誰がどこにいて、どうなってるって？」

「だから」

「もうちょっと要点をまとめて話してくれない？　頭悪い人って思われるわよ？」

「……」

　掌てのひら返しも甚だしい。君の理解力の問題もあるだろうと言いたかったけど、辛抱してメモを引き寄せる。「つまりだね」と見取り図を書き始めた。

　教室があって、机や椅子が散らばっていて、女の子が横たわっていて、で、見下ろすヤヒロをボクが鏡越しに眺めている。

　ヤヒロはメモを受け取り眺めていたけど、しばらくして首をひねった。

「んー、記憶にない」

「そうか」

　なら、まぁそれで構わない。ほっと息をついてメモを引き取りかけると、

「そもそもこれ変よ。夢じゃなかったら、あなたが何か勘違いしているとしか思えない」

「ん？」

　変？

「念のため確認だけど、鏡に映っていたのは私一人なのよね？　他には誰も映ってない」

「ああ」

「じゃあなおさらよ。だってまず私とあなたが一緒にいるんでしょ。で、私はあなたがそばにいる前提で色々話しかけてる」

「うん」

「でもさっきからあなたは『鏡越しに私を見た』と言っている。直接じゃなくて、わざわざ。なんで？」

「え？」

　言われてみれば確かに。近くにいるのなら直じかに視認すればよいだけだ。話しながら別の方向を向くなど不自然極まりない。「おまけに」とヤヒロは壁の姿見に向き直る。面めん食くらうボクを鏡越しに見据えた。

「『私を見た』で『私わたし達たちを見た』じゃないのよね？　すぐそばにいる二人を鏡で見て、どちらか一方しか映ってない。どう考えてもおかしいでしょう。ねぇ、もしこれが夢でもなく勘違いでもないっていうなら、タイキ」

　鏡の中の彼女はこくりと首を傾かしげた。

「あなたは一体どこにいたの？」
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「ごめんなさい！」

　朝一番、清すが々すがしい光が差しこむ詰め所の中で四し十じ万まヤヒロは頭を下げた。

　ツクシが「え？」と固まっている。思い詰めた顔で歩いてきたと思ったら、いきなり謝罪されたのだ。面食らいもするだろう。しかもヤヒロは更に深々とこうべを垂れた。ほとんど前屈のような姿勢になって声を張り上げる。

「あなたに言ったこと、やったこと、思い返すだけで顔から火が出るわ。反省の気持ちを示すためにも、是非何かで償わせてほしいの。さぁなんでも言って。この場で土下座しろって言われればその通りにしてみせるから！」

「いや、いきなりそんなこと言われても……えええ？」

　助けを求めるようにこちらを見てくる。ボクは肩をすくめた。

「言葉通りだよ。ラボで倒れたあとのことを説明したら色々と納得してもらえた。これまでのことを謝罪して、助けてもらったお礼もしたいって話だ。受うけ容いれてもらえないかな、彼女も随分と反省しているから」

「それは……もちろん、構いませんけど」

　ためらいがちにヤヒロに視線を戻す。まだ頭を下げている彼女を見下ろした。

「お礼とか、償いとかは別にいいですよ。ボクも本当のことを言えていなかったですし、最初に会った時は発砲までしていますから。信用しろって方が厳しいです」

　ヤヒロさん、と呼びかけて中腰になる。すっと手を差し伸べた。

「頭を上げてください。ボクらはお互いに正しいと思うことをしただけです。どちらがよい悪いって話じゃないですよ。お互い様ってことで、仲直りしませんか、ね？」

「……」

「どうしてもって言うなら、食事の準備を手伝ってくれませんか。今から取りかかろうと思っていたところで……わっ！」

　がしっとツクシの肩がつかまれた。ヤヒロの眼光が鋭くなっている。凍りつくツクシを正面から見据えた。

「あなた、本当にいい人ね。感動したわ。料理？　もちろんＯＫよ。腕によりをかけるから座って待っててね。厨ちゆう房ぼうは？　あっち？」

「いや、ボクがお願いしたいのは、あくまで手伝いで」

　などという指摘はもうヤヒロには届かない。疾風のように走り去ると、扉の向こうから衝突音と物の落ちる音が響いてきた。

　ボクらは恐る恐る顔を見合わせた。

「ヤヒロさん、料理なんてできるんですか？」

「見たことないね。一度包丁持たせたら、まな板ごと叩たたき切きってたけど」

　ツクシは真っ青になって給湯室に飛びこんでいった。




　三十分後、食卓にはなんとか食べられそうなものが並んでいた。

　一部食材が前衛アートのような有あり様さまになっていたけれど、全滅だけは免まぬがれたようだ。疲弊したツクシをよそにヤヒロがニコニコと箸を進めていく。

「で、今後の話なんだけど」

　ある程度腹が膨れたところで本題に入る。椅子に座り直して身を乗り出した。

「もう一度、ラボに向かおうと思う」

「はい？」

　ツクシの雰囲気がにわかに固くなった。眉をひそめて椀わんを置く。

「何を考えてるんですか、あそこがどれだけ危険な場所か、身を以もつて経験したでしょう？　今度は無事に戻れるか分かりませんよ」

「何も対策せずに臨めばね。まぁ聞いてくれないか。色々情報を集めて、ボクなりにここで何が起きているかを推理してみたんだ」

　……。

「異論があるかもしれないけど、ここはもともと〈学園〉の施設だ。遠距離探索のための前進基地・補給施設、ボクらはそう聞いていた。ただこの話は半分本当で半分噓うそだと思っている。確かに、本拠地から離れたところに滞在拠点があれば便利だろう。ボクらは探索エリアを広げていかなければならないんだから、なんらかの形で中継ポイントは設けた方がいい。ただ遠隔地に拠点を作る動機はもう一つある。たとえば、そう、本拠地じゃできない『試験』をする時とか」

「試験？」

「新しい武器の開発とか、新動力の調整とかね。失敗すると大惨事になるようなものを人里離れたところで行う。分かりやすいだろう？　そうだよ、ここは〈工場〉じゃない、〈実験場〉だったんだ」

　実験場、すなわちラボラトリー。

「ただね、多分その試みはうまくいかなかった。というか制御できなくなった。異常が頻発して実験部隊が壊滅状態に陥った。だから放棄されたんだ。厳重に封鎖されて、閉鎖されて、なかったことにされた。ところが新技術の情報自体は思わぬところに広まってしまった。おそらく普段から探り合っていたんだろうね。他管区の執行部──〈教会〉の指導部に勘づかれてしまった。彼らは調査隊を派遣して、なんとかその技術を回収しようとした。とはいえ調査隊はボクらと同じ、ただの子供だ。専門の技術者や研究者が揃そろっていたわけじゃない。だから断片的な知識で施設を稼か働どうさせて二度目の破滅を引き起こした」

「なんの……実験だったんですか」

　当然の疑問をツクシが口にする。ごくりとつばを飲む音が続いた。

「ボクらは、どんな施設を稼か働どうさせてしまったと言うんですか」

「それはまだ話せない」

　情報が不足しているし、素直に信じてもらえる仮説でもない。ボクらだってとある『証拠』がなければ眉につばをつけていた。

「ただ、設備が暴走している以上、正体が分かろうが分かるまいが放置はできない。極論このまま詰め所に籠ろう城じようしても、あの現象に巻きこまれる可能性はあるんだ。だったら止めに行く。ここをもとの廃工場に戻して安全に歩けるようにする」

「で、でも、また同じ異常に襲われたら」

「襲われないよ。対策は打つ」

　ボクは視線を走らせた。壁の姿見を顎で示す。

「ツクシ、あれ、どう見える？」

「どう？」

　ツクシは訝いぶかしげに鏡をのぞきこんだ。身体からだを斜め二十度ほどに傾ける。

「普通に……ボクが映ってますけど」

「ボクっていうのは？　つまり？」

「ボクはボク……内うち灘なだツクシです。なんですか、この質問」

「いや、そういうことだよ。鏡を見ればボクらは自分が何者か認識し続けられる。逆に何も姿を映す物がなかったら？　いつの間にか自じ分ぶん達たちのあり方が変わっても、気づけないんじゃないか？」

「え……」

　一拍置いてツクシの顔に驚きよう愕がくの色が浮かんだ。衝撃に頰が震える。

「待ってください、まさか」

「うん、ラボにあった鏡は異常の原因じゃない。逆に異常を押えこむためのものだったんだ」

　気味の悪い鏡。皆の神経を逆なでする幻像。

　全ての元凶だと破壊し始めた途端、事態が悪化した。そしてツクシの回想に出てきた宣教団員やヤヒロ、そして他ならぬボク自身も、鏡から視線を逸そらしたタイミングで意識が混濁している。見当識が混乱して、五感が狂い、自分で自分を幻視したりした。

　自己同一性が保てなくなった。

「あれは実験から研究者を守るための安全装置だったんだよ。だから奥に行けば行くほど、異常の源に近づくほど、執しつ拗ように鏡を設置していた。ボクらがやるべきなのは、その安全装置を遠ざけることじゃない。きちんと活用して壊れた部分を補塡することだ。つまり予備の鏡を持っていって、逐次自分を確認し続ければ、異常は避けられる」

　ツクシは明らかに混乱していた。認識していた事実が百八十度ひっくり返ったのだから当然だろう。いや、それ以前にボクの話はツクシの心を揺らしているはずだ。どうしようもない現実に突破口が見つかってしまった。わずかだけど贖しよく罪ざいの可能性を見み出いだしてしまった。

　だからボクは訊たずねる。

　あんな話を聞かされてしまったからこそ、選択の機会を与える。

「ボクとヤヒロはもうラボに行こうと決めている。君はどうする？　今までの話を全て出で鱈たら目めと切り捨てて、ここに留まってもいい。だけどもし一緒に行く気があるなら──ボクらはスズランを探すのに付き合うよ。彼女が、遠征団がどうなったか三人で見極めよう」

「見極める……」

「心配しなくても、化け物が出てきたくらいなら私が蹴散らしてみせるから」

　スプーンを咥くわえながらヤヒロが告げる。

　ツクシは呆ぼう然ぜんとボクらを見渡した。薄い唇が戦慄わななく。ややあって、ぐっとうつむいた。

「タイキさんの話を……疑う気はありません」

　長い前髪が目元を隠す。

「管区とか技術の回収とか、正直ピンと来ませんけど、理屈が通っていることは分かります。ただ、だとしたら逆に怖いんです。そんな、遠征団全員を狂わせてしまうような力に、ボクらが太刀打ちできるのかって。鏡の件を解決しても、別のことでおかしくなってしまうんじゃないかって」

「……」

「もちろん、スズランを見つけに行きたいって思いはあります。たとえ果たせなかったとしても『最後まで一緒にいる』と誓ったんですから、一人で地下に置いておくなんてできません。生きていてもそうでなくても迎えに行きたい。しかるべきところに連れて帰りたい。でも、やっぱり、ボクには」

「迷ったら進め」

　唐突にヤヒロが言った。周囲の視線を集めながらデザートにかぶりつく。

「いい言葉じゃない。ま、私は迷う前に動くけど」

　なんとも言えない沈黙が訪れた。ツクシは棒でも飲んだように固まっていたけれど、少ししてこちらを見つめてきた。

　探るような眼まな差ざしにうなずいてみせる。相手の勇気を少しだけ手助けする。

「そう……ですよね」

　ツクシは息を吐いた。

　拳が握りしめられる。一拍置いて強い視線がボクらに向けられた。

「一緒に……連れていってもらえますか？」

「もちろんだとも」

　まぁ許可をもらうのはボクらの方だけどね。そう付け加えるとツクシは苦笑した。




　　　　＊




　ヤヒロはすぐ出発しようと言ったけれど、実際には準備や計画でそれなりの時間がかかった。

　遅めの昼食をすませて出発する。雲一つない晴天の下、昨日逃げ帰った道を進んでいく。

　陽光がアスファルトを焼いていた。靴の底からじわじわと熱が伝わってくる。トカゲが日陰を求めて足下を横切っていった。

「仲間を見つけて連れて帰れたらツクシはどうするの？　まだここにいるの？」

　ヤヒロの質問にツクシは困ったような顔をした。考えてもいなかったのだろう。「ううん」と唸うなり声を上げる。

「そうですね……後続を待てって命令は生きていますし、本当は待機しなきゃいけないんでしょうけど、さっきみたいな話を聞くと、迷っちゃいますね。スズランを捨て石にした〈教会〉にどこまで義理立てするべきなのかなって」

「だったら私わたし達たちと一緒に来たらどう？　私わたし達たち、それぞれの過去を探してるの。世界がおかしくなる前に何をしていたか、どんなところにいたのか、見つけて記憶を取り戻すつもり」

「過去」

　外国の言葉でも聞いたような反応だった。うつむくツクシにボクは語りかける。

「君だって少しは違和感を覚えてるんだろう。ボクらがもといた世界と、この世界は違いすぎる。少なくとも、こんな死と隣り合わせの生活じゃなかったはずだ。ミサキなんて生き物もいなかったはずだしね」

「……はい」

「だからそれを探すのもどうかってことだよ。〈教会〉に戻るつもりがないならね」

　沈黙しているのは断り方を悩んでいるからか、それとも少しは魅力的に感じているからか、うかがっていると不意にヤヒロがツクシの耳をつかんだ。ぎゅっと力任せに引っ張る。

「ぎゃぁああ!?」

　悲鳴を上げて飛びすさる。両耳を押えて、信じられないようにまばたきした。

「な、な、何するんですか、ヤヒロさん!?」

「ごめんなさい、実はずっと触ってみたかったの。ちょっと耐えられなくなって」

「なんで!?」

「かわいいし、触感もいいし。ね、やっぱり私わたし達たちと一緒に来なさいよ。毎日、それ触れるのは結構癒やしかも」

「ひぇえええ！」と震え上がってツクシは後退した。耳を押えたまま顔を真っ赤に染めている。ちょっと危ない光景だ。

「ヤヒロ、遊んでないできちんと警戒しなよ。そろそろ到着するし。ツクシ、頼んでいたものは？」

「は、はい。待ってください」

　ポーチを開けて中を探る。取り出したのは掌てのひら大のコンパクトにも似た容器だった。蓋を開けると滑らかな鏡面が現れる。

「壁の姿見を切り出したんで工作が粗いですけど、今日一日使うだけなら問題ないはずです。あと、暗いところでも見えるようにバックライトをつけておきました」

「すごいね、君」

　スイッチを入れるとぼんやり容器が光り始める。少し鏡を浮かせてライトの灯あかりが回りこむようにしているのか。大したものだ。

「ふぅん、お化粧に使えそうね、これ。夜に照明のないところでとか」

「するんですか？　ヤヒロさん」

「まぁいずれね。早めに練習はしておくつもり。あなたは？」

「ぼ、ボクは……まだ」

　二人の話を聞きつつコンパクトに視線を落とす。陰気な顔の少年が映っていた。乙おと丸まるタイキ、見間違えるはずもないボク自身の顔。

　この鏡を確認し続ける限り、己を見失うことはないはずだ。ラボでの実験内容がボクの想定通りなら、自己認識は何より強い防壁となる。そういえばとある宗教には浄じよう玻は璃り鏡きようなんてものも登場していたっけ。映った物の善悪を示す道具、真実の姿見。

　真実。

（だとしたら）

　あの夢はなんだったんだろう。ボクを映さない鏡、乙おと丸まるタイキのいない世界。

「タイキ？」

　訝いぶかしげなヤヒロの声で我に返る。彼女はまたツクシの耳をつかんでいた。

「どうしたの、難しい顔して」

「……いや、なんでもない」

　いけない。あの夢に縛られすぎだ。今は目の前のことに集中しよう。〈工場〉を停止させて、遠征団の安否を確かめて、物資を回収する。

　気づけば目的地に近づいていた。白い冷ひや奴やつこが並木の向こうに浮かんでいる。足音に驚いたのか、野鳥の群れが羽音を上げて飛び去っていった。

「さて、と」

　エントランスにたどりついて振り返る。二人の手元に鏡があることを確認した。

「準備はいいかな」

「はい」

「ＯＫ」

　ロープはつけない。二重のガラス扉を抜けてホールに侵入する。相変わらず薄暗い。空調の音がジジジと響いている。異常がないことを確認して二人を招き入れた。そのまま記憶を頼りに奥へと進んでいく。

『お化け屋や敷しきを恐こわがらない方法はシンプルです。二回行くことですよ』そう言ったのは、まだ〈学園〉祭なんてものが催されていた頃の日ひの御み子こリンだけど、確かに真理だ。どんなに不気味な場所でも、次に来るものが分かっていれば余裕を持てる。心が身構えられる。

　階段を下りて、扉を開けて、廊下を進んで、小休止のあとにまた階段を下りる。何度かそのサイクルを繰り返していると、呆あつ気けなく鏡張りの部屋にたどりついた。床には例の警告文、『ＣＡＵＴＩＯＮ（注意）』『ＲＥＳＴＲＩＣＴＥＤ　ＡＲＥＡ（制限領域）』

「手鏡を用意して」

　一歩、二歩、三歩。

　大丈夫、問題ない。呼吸を整えてタイル張りの床を進む。

　途中、やや目め眩まいを覚えることがあったけれど、手鏡をのぞきこめば気分が直った。ヤヒロ達たちの足取りもしっかりしている。妙な気配も──ない。

　初めはおっかなびっくり、途中からペースを上げていく。カツ、カツ、カッ。足音が大きくなる。影の動きが速まる。何も起きない。一分もたたずボクらは突き当たりの扉にたどりついていた。

　ハンドルを回して押し開ける。

　また長い廊下が目の前に続いていた。作り自体は今まで進んできた道とほぼ同じ。ただ、照明が明滅を繰り返していた。電圧が不安定なのか、ひょっとしたら動力が止まりかけているのかもしれない。

　嫌な雰囲気だった。例のバックライトはあるけれど、いきなり停電したら対処できない。常にスイッチをオンにしておく？　でも電池はどのくらいもつだろう。そもそもこの道はどこまで続いているのか。悩んでいると「あら？」という声が上がった。

「何かしら、これ」

　ヤヒロが足下の布きれを拾い上げる。

　鏡をうかがいつつ視線を向ける。赤い……スカーフ？

　息を吞のむ気配がした。ツクシが目を見開いている。

「スズランの」

「え？」

　ヤヒロの手からツクシが布きれを奪い取る。「あぁ」と悲鳴のような声が続いた。

「やっぱりそうだ。スズランのスカーフです。なんで、どうしてこんなところに」

　なんで。

「君とスズランが別れたのは、ここじゃなかったのかい」

「違います。だってあの時スズランは肩を撃たれて、その血がべっとりと壁についていたんですから。周りの様子も全然違いますし」

　確かに周囲の壁は綺き麗れいなままだ。銃撃のあとも格闘の痕跡もない。それに何より、ここが彼女の終しゆう焉えんの地だとすれば死体がないのは妙だった。

「生きてた……のかしら」

　ぽつりとヤヒロがつぶやく。

「撃たれたけど逃げ出して、ここまで歩いてきたとか」

「歩いてきて、どうしたんだ」

「今まで進んできたところにはいなかったし……この奥に倒れている？」

　っ！

　稲妻のように走り出したのはツクシだった。靴音が反響する。小柄なシルエットが止める間もなく奥へ、奥へと進んでいった。

「待て！　ツクシ！」

　ああもう。

　散々離れるなと言っていたのはどこの誰だ。おかしくなった宣教師達たちが動き続けているとしたら、この先、施設の深しん奥おうこそが一番危険だろうに。

　歯がみしてあとを追う。遠ざかる背中と鏡を確認しながら廊下を駆けていった。

　幸いと言うべきか、ツクシの勢いは徐々に落ちていった。もともと体力がある方ではないのだろう。進むにつれて距離が詰まっていく。

　よし、あと少し。

　そう思った瞬間、野戦コートの後ろ姿が消えた。

　!?

「ヤヒロ、ストップ！　ストップ！」

　つんのめるように停止する。靴の裏側が激しい摩擦音を立てた。

　足下に巨大な穴が空いていた。内側から弾はじけ飛んだように構造材を露出させている。遥はるか下にベレー帽の人影が見えた。呆ぼう然ぜんと仰向けになっている。

「ツクシ、大丈夫か！」

　え、あ、とたどたどしい声が返ってくる。どうやら積み重なった木箱や土ど囊のうがクッションになってくれたらしい。肘を突き、上体を起こしかけて顔をしかめる。

「待ってて。今下りるから」

　ロープを取り出して剝むき出だしの梁はりに結ぶ。強度を確認後、階下に下ろした。ヤヒロにアイコンタクトしてから降下、ツクシの横に着地する。

「怪け我がは？　骨とか折れてないかい」

「だ、大丈夫です。お尻と背中がじんじんしますけど」

「足下も見ないで走るからだよ。まぁ、そもそもなんであんなところに穴が、ってのはあるけど」

　視線を巡らせて眉をひそめる。穴のできた理由が、これ以上ないくらい明確に理解できた。

　ボクらがいるのは戦場だった。もっといえば陣地だろう。広いホールに即席のバリケードが作られている。散乱した薬やつ莢きようと弾倉が戦いの激しさを物語っていた。

　誰かが、おそらく遠征団がここに立てこもったのだ。そして何者かを防ごうとした。押し寄せる脅威に弾幕で応じて、爆発物さえ投入。流れ弾の一つが天井を突き破った。

「何ここ、ゴミ捨て場？」

　ひどい感想とともにヤヒロが下りてくる。ボクは「いやいや」と否定して、もう一度周囲を見渡した。

　戦跡を無視するとミニシアターのような作りの部屋だった。壁に大きなスクリーンが据えつけられている。手前には操作装置と思おぼしきテーブル。あちこちにひっくり返っているのは椅子や長机か。

「臨時のコマンドセンターみたいなものかな」

「こま……何？」

「コマンドセンターだよ。司令所、指揮所と言えばいいのかな。ほら、ここは前進基地としても使われる予定だったと話しただろう？　だとしたら戦況を管理・モニターする場所が必要になる。その画面で、他拠点や〈学園〉と連絡を取り合ったりして」

「ふぅん」

　ヤヒロはよく分かっていない顔で操作テーブルに近づくと、おもむろにスイッチを入れた。

「おおおい！」

　妙なところに繫つながったらどうするつもりだ。そうでなくても妙な警報やシステムが立ち上がりかねない。慌てて駆け寄ってヤヒロを押しのける。

「ど、どれを押したんだい？」

「ん、分からない」

「分からないって、君ね」

　ぶぅんと機械音が響いた。スクリーンにノイズが走る。ツクシを連れて隠れる余裕はない。観念して画面に向き合うと、映ったのは緑と青・砂色で色分けされた平面図だった。

　地図？　いや。

　普通の地図じゃない。地形が細かい六角形ＨＥＸで分割されている。それぞれのマスにはＩＤがつけられて黒字と赤字で色分けされていた。中央を走る赤点線は境界の意味か。そしていくつかのマスには《□》のマークが配置されている。

「あそこ、真ん中のところ、〈工場〉よね。右下にあるのは〈学園〉？　じゃあ左上に見えるのは」

「〈教会〉……かもしれません。方角的には合ってます」

　タカマガハラの侵攻拠点。赤点線で刻まれた境界、そして《□》の群れ。

「状況図だ」

　視線が集まってくる。ボクはスクリーンに近づき指を伸ばした。

「ボクらの探索状況を示す絵図だよ。《□》マークは多分、探索班や宣教団といった勢力を示している。赤線はボクらの探索が及んでいる範囲、つまりそこから先は未踏破領域ってやつだ」

「待って。じゃあ赤線の向こうにある《□》は？」

　確かに境界の反対側にも同じ印があった。それもかなり大量に、奥に行くに連れて増殖していく。

「ミサキじゃないでしょうか」

　不意の発言に意表を突かれた。ツクシが魅入られたように画面を見上げている。

「ボクらが部隊を作って進撃するように、ミサキも重要な場所には戦力を集中させてるんですよ。防衛線を作って、陣地を構築して、侵入者を撃退しようとする。自じ分ぶん達たちの……ホームを守るために」

「ホーム？」

《□》が集中している最さい奥おう部に視線を動かす。長細い塔のような刻印があった。あの形状は、まさか、

（ミハシラ？）

　ミサキが〈ミハシラ〉を守っている？

　なぜ、どうして。

「ねぇ、ツクシ」

　かすれ声で訊たずねる。

「なんでそこまで言い切れるのかな。境界線の向こうにいる《□》がミサキって推測はともかく、それが何かを守ってるだなんて」

「え？　なんでって」

「ひょっとしたらミサキは人類世界を侵略してる最中かもしれないだろう？　どうして守勢だと思う？　そして特定の場所を守っているって」

「それは……」

　今更気づいたかのように考えこむ。眉間に深い皺しわが寄った。

「なんでしょう、そう考えるとしっくりくるというか……あれ？　確かに、飛躍しすぎですかね。どうしたんだろう、ボク」

「……」

「ね、これ、なんか動かせるんだけど」

　ヤヒロがまた操作台をいじっている。視線の先を追うと、画面上にカーソルが現れていた。《□》の上に被かぶさるなり色が明るくなる。

「貸して」

　ボールのような装置だった。指先で動かすとカーソルが追随する。押しこむと選択中の《□》が拡大表示される。半透明のウィンドウに人型のアイコンと説明書きが現れた。

「ははぁ」

　なるほどね。

「何、どういうこと？」

「各部隊の内訳が見られるんじゃないかな、これ。人数とか編制とか指揮官とか、あ、人も選べるのか。ということは」

〈学園〉近傍の《□》を選択する。案の定、見慣れた名前が出てきた。〈スタッカート〉〈トリル〉〈ラルゴ〉、探索班を構成する各チームの呼称。壊滅したチームが出てきているのは、情報が更新されていないからか。試しに〈トリル〉をポイントすると、そこに所属していたメンバーが現れた。七ななツつ屋やトモヤスと西にし泉いずみレコ。ヤヒロとボクの名前はない。

（ふむ）

　ならばと言うので〈スタッカート〉を選ぶ。出てきた。乙おと丸まるタイキ、ＩＤ〈貝かい殻がら〉、年齢十五。備考あり。

　……。

（備考？）

　ポインタを動かして表示を展開する。現れた単語に眉をひそめた。

　──ライブ・マイグレーション個体。

　なんだ、それは。

　ライブ、は『生きている』とか『活動中』とかの意味だとして、マイグレーション……『移動』『移住』？

　カーソルを操作しかけた途端、画面が揺れた。ジジっとノイズが走り映像が乱れていく。続いて天井からアラートが降ってきた。

『警告。電力使用量増大につきセキュリティエリア外の送電を停止します。職員は案内表示に基づきセキュリティエリアに待避、もしくは退館してください。繰り返します』

　機械音声だった。周囲のランプが次々と消灯していく。まずい、画面が消える。

「ヤヒロ、カメラ、貸して」

「え？　あ、待って」

　下ろしたリュックからフィルムカメラが取り出される。奪い取るようにつかんで、シャッターを押すと間一髪、画面が消えた。地図は……撮れていると願いたい。あとで現像して確かめてみよう。

　部屋が暗くなるのに伴い床に光が浮かび上がる。誘導灯とうだろう。壊れた扉を通り越して廊下に続いている。

「行こう」

　ヤヒロがまばたきした。垂れ下がるロープと前進するボクを交互に眺めながら、

「え、どこへ？」

「セキュリティエリアだよ。この施設の核ってことだろう。わざわざ案内してくれるって言ってるならもっけの幸いだ。のっからせてもらおうじゃないか」

　手鏡のライトをつける。左右に動かして光量を確認する。ここから先はいつ電気が消えるか分からない。常時点灯して、電池切れの前にゴールインする。それしかない。

「急ごう」

　足を速める。薄暗がりの中、誘導灯とうの光だけを頼りに進んでいく。道は複雑に曲がりくねり、あるいはアップダウンして、現在位置の感覚を失わせた。まるで、あの世への道でも進んでいるようだ。岩戸をくぐり、坂を下りて、死者の領域に近づいていく。

　会話はない。鋭敏になった五感が、ややあって異音をとらえる。虫の羽音のような……機械音だ。空調のものとも照明のものとも違う低音が断続的に響いてきている。

　進むにつれて音が大きくなってきた。彼方かなたに光点が見える。徐々に強さを増して迫ってくる。息を切らして、前を見据えて、足を動かし続けて、そして、

　光が──弾はじけた。

　たどりついた場所はすり鉢状のドームの底だった。大きさは体育館ほどもあるだろう。天井からミラーボールのような球体がいくつもぶら下がっている。その下には何十という箱が並べられていた。ドームの外周をなぞるように、幾重にも同心円を描いている。最上段の一角には小部屋が設けられて場内を見渡せるようになっていた。おそらくここが全ての施設の中心なのだろう。ボクらが入ってきたもの以外にも、いくつも扉が設けられている。

　段差を上がって箱の一つをのぞきこむ。形状からして嫌な予感はしていたけれど、それは棺ひつぎだった。ガラス窓の奥に人の顔がある。鼻孔も唇も動いていない、多分、疾うの昔に息絶えている。

「な、なんですか、ここ、お墓ですか」

「いや」

　ツクシの声を背に横の棺ひつぎを確かめる。更に隣の棺ひつぎものぞきこんだ。

「言っただろう？　ラボは文字通り実験場だって。全ての電力を集中しても守るべき場所、保つべき設備。つまりここが試験施設の中核だよ。だって見てごらん。もし普通のお墓ならこんなもの、弔わないだろう？」

　ツクシは怖々ボクの肩越しにのぞきこみ、絶句した。あとからやってきたヤヒロも顔をしかめる。

「ミサキ」

　長い足と耳、尖とがった犬歯、ガラス玉のような目。粗悪なぬいぐるみめいた外観は見間違えようもない、〈ウサギ〉型のミサキだった。それが人間と並べられて棺ひつぎに収められている。

「い、意味が分からないですよ。なんで人とミサキの死体を一緒に保管しているんですか。こ、ここでどんな実験が行われていたっていうんですか」

「分からないかい？　本当に？」

「分かるわけないでしょう。こんな、異常極まりない」

　ボクは無言でうなずいて視線をもたげた。最上段の小部屋に目を留とめる。造りから判断するに、どうもあそこが制御施設のようだ。

「あの部屋に行ってみよう。施設を止めるスイッチがあるかもしれない」

　つとめて淡々とうながした時だった。

「あー」

　奇妙な、舌足らずな声に寒気を覚える。

　いつの間にか、すり鉢の底に人影が現れていた。対面の入り口から入ってきたのか、ボロボロのコートを身に纏まとい片足を引きずっている。よく見れば、片方の肩にも血がべったりと付着していた。だけどその人物は、傷口を意に介した様子もなくライフルを構えた。

　引き金が引かれる。

　火花のような煌きらめきとともに棺ひつぎの蓋が弾はじけた。

「っ！」

　ツクシの肩をつかんで棺ひつぎの陰に逃げこむ。ホルスターから銃を抜いて相手をうかがった。

「ツクシ、あれは宣教団かい」

「は、はい」

　藍色の目が信じられないようにまたたかれる。

「そうです、最後にボクが一緒にいた……でもまさか、あの傷で一ヶ月もさまよっていたなんて」

「痛覚がおかしくなってるんだろうね。接続がうまくいっていないのかも」

「接続？」

「ヤヒロ、狙えるかい？」

　二つ向こうの棺ひつぎの陰に呼びかける。彼女は銃剣銃を胸の前で握りしめていた。

「狙えるけど……いいの？」

　目にためらいがある。ツクシと人影を交互にうかがいながら、

「施設を止めれば、まだもとに戻せるんじゃ」

「あの怪け我がじゃ正気に戻った瞬間、昏こん倒とうするよ。それにまごまごしていると」

　唸うなり声が響いた。

　一つじゃない、二つ、三つ、四つ。少しして各ゲートの闇から人影が零こぼれ出す。いずれもコートとベレー帽姿で、上体を突き出したり反らしたりと、奇妙な歩き方をしていた。

「くそっ、手遅れか」

　全部で十人近くいる。生存者がたくさんいてよかったと喜べる状況ではない。彼らは明らかにボク達たちを敵と認識していた。

「あー」

　舌足らずな声のあとに銃弾が飛んでくる。動けない、そうこうしている間に残りの宣教団員が小部屋へのルートを塞ぎつつあった。こちらの行き先を認識しているとは思えないけれど、結果として進路が狭まっていく。

「タイキ！　後ろ！」

　え。

　振り向いた瞬間、伸びてきた手に喉をつかまれる。ものすごい力だ。病衣のような服装の女の子が目を血走らせている。足下の棺ひつぎが開いていた。寝具の上にコードや電極が散乱している。畜生、まだ生き残りがいたのか。油断した。息が苦しい。意識が遠ざかっていく。

「くっ、はっ……」

「は、な、せぇっ！」

　ツクシが肩から飛びこんでくる。衝撃。ボクらは女の子もろとも段差を転げ落ちた。

　痛い。喉の奥から咳せきがこみ上げてくる。首の縛いましめは……解けていた。だけど代わりにボクらの姿は宣教団全員にさらされていた。目の前には片足を引きずった宣教団員の銃口。

「あー」

（っ！）

「ひっ」

　思わず目を閉じた瞬間。

　暴風が吹き抜けた。

　暴風、まさにそうとしか思えなかった。砕けた瓦が礫れきが宣教団員をなぎ倒す。巻き添えを食らった他の団員が床に吹き飛ばされる。

（なっ）

　視線を向けるとゲートが弾はじけ飛んでいた。暗がりの奥に何かがいる。のっそりと凶悪な力の塊がドームに入ってくる。

　一瞬、巨人かと思った。

　身の丈四、五メートルはあるだろう。二足歩行でまっすぐに背筋を伸ばしている。目や口、手、鼻といったパーツの配置に違和感はない。だけどそのシルエットはおよそ人間離れしたものだった。胴体が長い。足は短く首から肩がなだらかに繫つながっている。

　熊だ。

〈ヒグマ〉のミサキがドームに出現している。そして彼の片手には今、壁を破砕したと思おぼしき鉄骨が握られていた。

「武器!?」

　疑念を吹き飛ばすかのように〈ヒグマ〉が鋼材を振るう。近くにいた宣教団員が紙切れのように宙を舞った。剝がれた床材がバラバラと地面に落ちる。

「ミサキが……武器を」

　ありえない光景だった。彼らに道具を使う知性などあるはずがない。ましてや鉄骨を見繕って得物にするなど考えられなかった。ただ紅玉のような目がこちらをとらえるに至り、呆ぼう然ぜんともしていられなくなった。巨体が地響きを上げて向き直ってくる。喉の奥から低い唸うなり声が漏れた。

「っ！」

　落ちたハンドガンを拾って発砲する。一発、二発。通じない。分厚い体毛に阻はばまれてひしゃげた弾丸が落ちる。続けてツクシのライフルを借りて撃つも効果はなかった。

「ぅらぁああああ！」

　雄お叫たけびとともにヤヒロが飛びこんでくる。銃剣銃を振り上げて相手の顔面に振り下ろそうとする。〈ヒグマ〉はまだ構えていない。だらりと下げた鋼材では、防ぐ術もないと思われたが。

　ガンッ！

「なっ!?」

　銃剣銃が撥はねのけられている。下から振り上げた鋼材がヤヒロの姿勢を崩していた。そのままぐいと距離を詰めて斬撃を繰り出してくる。

　慌ててヤヒロは構え直したけど、さすがに間に合わなかった。圧力をもろに受けて弾はじき飛とばされる。細い身体からだがゴムまりのように転がっていった。

「ヤヒロ！」

「い……たたたた」

　顔の半分を歪ゆがめながらヤヒロが立ち上がる。ダンプカーにでも撥はねられたような衝撃だろうに、『痛い』の一言で起き上がってくるのが恐ろしい。彼女は腰をさすりながら〈ヒグマ〉を睨にらみつけた。

「なんなのよ、あの剣のスピード、最下段から上まで一瞬で持ってきたわ。普通じゃないわよ、〈剣豪〉のミサキ？」

　はっと息を吞のむ声がした。ツクシが呆ぼう然ぜんと〈ヒグマ〉を見ている。

「スズラン……？」

「なんだって？」

「スズランです、あの構えは。どうして、なんでミサキが」

　オォォォオ。

〈ヒグマ〉が唸うなる。嵐の夜の濁流のような声。そのノイズに切れ切れの言葉が乗る。

　……シ。

　ツ……クシ。

「スズラン！」

　駆け寄ろうとしたツクシを引き戻す。藍色の瞳が憤然と見上げてきた。

「なんで止めるんですか！　ボクの名前を呼んでるんですよ！」

「落ち着くんだ。あれは君の知っているスズランじゃない。多分もうぐしゃぐしゃに混ざり合って自我が失われている。喋しやべってるのは過去の記憶を出で鱈たら目めに再生しているだけだ。近づけばまず間違いなく攻撃される」

「どういう……ことですか」

「こっのぉぉぉ！」

　ヤヒロが突っこむ。剣けん戟げきの音が響く。鋼と鋼がぶつかり合い、激しい火花を散らした。裂れつ帛ぱくの気合いを込めた一撃は、だけどまた弾はじき飛とばされる。ヤヒロは歯がみして踏みとどまると再度突撃した。

「どういうことなんですか。『ボクの知っているスズランじゃない』って、あれは一体なんなんですか」

　ツクシが呆ぼう然ぜんと見つめてくる。背後の戦闘音楽も耳に入っていない様子だ。ボクは静かに答えた。

「見た通り、スズランの意識が組みこまれたミサキだよ。分かりづらいなら『魂を移植した』と言ってもいい。この施設が目指していた研究成果の出来損ないだよ。まぁ、他の遠征団員よりはマシな結果になったようだけどね」

「意味が分かりません」

「本当に？　君はたくさん見てきたじゃないか。今の話を裏づける材料を。意識の混乱、野獣のようになった仲間、そしてここに眠る人とミサキ達たち」

　少ししてツクシの顔が凍りつく。ボクは深々とうなずいた。

「そうだよ、ここで行われていた実験というのはミサキの遠隔制御だ。人の意識を取り出してミサキに接続する。あの化け物達たちを意のままに操ろうとする試みだ」

「そんな……馬鹿な話」

「ああ、馬鹿な話だ。そして無謀だった。接続は一方通行で終わるものじゃなく、また意識も都合よく肉体に縛りつけておけるものじゃなかった。さまよった魂はぐしゃぐしゃに混じり合い、器の取り違えが頻発した。人間の身体からだにミサキが入りこみ、人の魂がミサキに混入した。それも甚だ不完全に、身体からだや脳の違いも調整されないまま」

　当然のごとく事故が起こる。

　手に持った銃の意味が分からず引き金を引き、周囲を化け物に囲まれていると思いこみ、遮二無二暴れて同士討ちを起こした。

　多分、〈学園〉先遣隊の末路も似たようなものだったのだろう。混乱が混乱を呼び、被害が激増し、応急措置の封鎖だけして引き揚げた。

　施設の存在を隠蔽した。

（日ひの御み子こリンのやりそうなことだ）

　ミサキを道具扱いしてツキソメなんて劇薬を作った彼女なら。

　仮に実験が成功していたら、どうなっていたのだろう？

　リモートコントロールのミサキ兵団でも編制されていたのか。敵方のミサキを殲せん滅めつするための尖せん兵ぺいとして、ボクら探索班がヘッドギアをかぶり、後方から指示を出す。ああ、ああ、ぞっとする。

　ツクシは魂が抜けたような顔で立ち尽くしていた。首だけを動かして〈ヒグマ〉を見る。

「スズランは……助けられるんですか」

「無理だろうね。君の話を聞く限り、彼女の身体からだはもう生命活動を停止している。意識が解放されたとしても戻る先はない。そしてあのミサキの中で正気を保てるほど、彼女の自我は残されていない」

「……」

　鋼の衝突音。棺ひつぎが、段差が、床材が破砕される。バックステップしたヤヒロの息が荒い。さすがにミサキの体力についていけなくなっているのか、上下に肩が揺れている。

　ツクシは独り言のようにつぶやいた。

「ボクは……スズランを迎えに来たんです。多分もうダメだとは思っていましたけど、あの人にもう一度陽の光を見せたくて、外の空気を吸わせてあげたくて。でもこうして、壊れているかもしれないけれどスズランの意識が残ってるのを目にして、それがもとに戻る当てもなく、このままおかしくなるんだろうと言われて。……ねぇ、タイキさん。どうしたらいいんですか、ボクは今何をするべきなんでしょう」

「分からないよ」

　淡泊に突き放す。

「君の行動を決めるのは君自身だ。他人に言えることはない。傍観するのも、逃げ出すのも、あるいはスズランに加勢するのもツクシの自由だ。ボクらはボクらの旅を続けるために障害を打ち払う。君は君の誓いを果たすために何ができるか、それが全てだろう」

「ボクの……誓い」

　ツクシは瞑めい目もくして息を吸った。一秒、二秒、三秒。喘あえぐように天井を仰ぐ。

「スズランを一人にしない。彼女が迷った時に目印であり続ける。それがボクの約束です。もしスズランが今自分を見失っているんだとしたら……ボクは正しいあり方に導かないといけません。本来の彼女、仲間を傷つけたり壊したりしないスズランに」

　ライフルを構える。決意に満ちた表情で撃鉄を起こした。

「いいのかい」

「はい。他人ひと任まかせで終わらせたら、それこそ自分を許せませんから。ボクも手を汚します」

「分かった」

　うなずいてハンドガンのマガジンを交換する。荒れ狂う〈ヒグマ〉を横目で確認した。

「ボクが囮おとりになる。君は後ろから援護してくれ。二人がかりで、なんとかヤヒロが攻撃できる隙を作る」

「隙？」

　ツクシの眉根が寄った。正気の在処ありかを疑う目つきになる。

「あれがスズランなら陽動なんて絶対に効きません。だって、銃弾は致命傷にならないんですから。正面のヤヒロさんさえ気にしておけば、他を警戒する意味はなくなります。下手に囮おとりになんてなったら、巻き添えの危険が高まるだけです。隙を作るよりも、まずはあの鋼材をなんとかした方が」

　正論だった。確かに、あの下段斬り上げは天災じみた威力を持っている。ベテラン探索者の技ぎ倆りようとミサキの筋力、それに武器。考え得る限り最強・最悪の組み合わせだった。半はん端ぱな小細工では突破できる気が──

（いや）

　違う。

　最強じゃない。最悪の域に至れていない。

「ツクシ。あの構えって何か課題があるとか言ってなかったっけ。研究が必要で、時間が取れないから放置されているとか」

「え？」

「スズランと立ち合ったあとに、二人で戦闘のことを話し合って、その時に」

「ああ」

　忘れていたかのように眉を持ち上げる。だけどすぐ「いやいや」と首を振った。

「無理です。あんなの全然弱点じゃないですよ。ただの思考実験です。まともな人間がどうこうできる欠点じゃありません」

「いいから、教えてくれないか」

　ツクシは面食らった様子で、それでもぽつぽつと語り出した。可能性一、可能性二、可能性三……可能性六まで聞いてボクはうなずいた。

「ＯＫ、それでいこう」

「ですよね、無理ですよね、やっぱり。……って、え？」

「ヤヒロ！」

　ハンドガンを構えて声を張り上げる。

「今からボクとツクシで援護する。なるべく奴やつの気を逸そらすから一撃で決めてほしい。具体的には──」

　早口で説明すると「任せて！」という声が返ってきた。腕まくりして舌なめずりしている。

　ボクは呆ぼう然ぜんとするツクシにアイコンタクトした。

「君の言う通りだよ。まともな人間ならどうこうできる弱点じゃない。でも、幸いヤヒロはまともな人間じゃないんだ」

　にやりと笑いかけて銃を構える。

「さぁ、コンマ一秒でも二秒でもいい、あいつの気を引こう。なるべく目や口の柔らかいところを狙って。ＧＯ！」

　床を蹴って走り出した。ドームの外周を駆けながらトリガーを引き絞る。既に遠征団員の大半は倒れ伏して、遮る者はない。なるべく距離を詰めて〈ヒグマ〉の頭を狙った。遅れてツクシのライフルが発砲し始める。チン、チンと硬質な命中音が響いた。

　わずかだけど苛いら立だたしげな気配が感じられる。〈ヒグマ〉の肩が身じろぎするように揺れた。ぶるぶると体毛がざわめく。

　瞬間、ヤヒロが駆けた。

　今までと同じくまっすぐに、最短距離で。

〈ヒグマ〉の目が脅威を捕らえる。鋼材を持ち直して最下段に構えた。もはやボクらの銃撃を気にする様子もない。息を殺して敵を待ち構えている。距離を見極め、速度を測り、間合いを侵されたと悟って、斬撃を放った。

　ヤヒロは──止まらない。振り上げられる鋼材を見据え、前傾姿勢になり、そのまま身を屈かがめるようにして、

　スライディングした。

（ぐっ！）

　さすがに見ているこっちも総毛立つ。心臓がぎゅっと締めつけられた。

　そう、足下から上が全て危害範囲なら、足下と地面のわずかな間をくぐればいい。スズランの構えは下から上への迎撃に全力を注ぐものだ。ターゲットが下に移動したからといって、おいそれとは追随できない。

　理論的には。

　だけど実際にその隙を突けるかは別問題だ。普通の人間なら恐怖で身体からだが動かないだろう。動けたとしても、まず全力は出し切れないはずだ。だけどこの時、ヤヒロの顔は確かに笑っていた。

「いっけぇえええ！」

　間一髪、彼女の鼻先を鋼材がかすめていく。帽子のあごひもが切れて後ろに弾はじかれる。

　だけど斬撃は完全に的を外していた。ヤヒロは土煙を上げて滑りこみながら鉄の銃身を〈ヒグマ〉の足に叩たたきこんだ。

　絶叫が上がる。

　巨体が揺らぎバランスを崩した。機を逃さずにヤヒロが立ち上がる。床を踏みしめて突撃、背後から相手の心臓を見極めた。

「せいっ！」

　銃剣が突き刺さる。

　重々しい衝撃波が駆け抜ける。

　内臓が震えた。音が消える。息を吞のむボクらの前で〈ヒグマ〉が痙けい攣れんした。口から血を吐いたかと思うと、前のめりに倒れていく。

　ドゥッ。

　震動とともに時間の感覚が蘇よみがえってきた。ヤヒロが膝から崩れ落ちる。荒い息をつきながら天井を仰いだ。

「はっ、はっ、はぁっ」

「ヤヒロ！」

　銃をしまって駆け寄る。すぐそばに屈かがみこむと彼女は微苦笑した。

「さすがにきっつい。しばらく動けそうにない、ミサキは？」

「……まだ息はあるね。この図ずう体たいだから活動停止までにラグがあるんだと思う。ただ急所は潰してるから長くは持たないよ」

「そう」

　足音がした。ベレー帽の人影が近づいてきている。唇を結び、沈痛な面持ちで〈ヒグマ〉を見下ろしていた。

「ツクシ」

　銃を構えたままだ。片手には朱色のスカーフを握りしめている。

「どうしたの？　ツクシ」

　事情を知らないヤヒロを押おし止とどめる。〈ヒグマ〉の顔を目だけで示した。

「……お別れの時間はあるよ。もうまともに意識はないと思うけど」

　ツクシはうなずいて歩み寄った。「スズラン」とかすれ声で呼びかける。横向きの顔をのぞきこむようにして、

「ごめん、助けられなかった。あなたの恩に報いたい、約束を果たしたいと思ってたのに、結局ボク一人じゃ何もできなかった。ごめんなさい」

　唸うなり声が答えた。

　意味も、響きさえも分からないノイズの連なり。

　だけどなぜだかボクにはそれが『進め』と聞こえた。

　迷ったら進め。

〈教会〉遠征団、二十人を導いた指導者の言葉。

　ツクシは「はい」と答えた。

「分かってます。次はボクが誰かの前に立ちます。あなたの部下として恥ずかしくないように、困っている人の役に立てるように。困難から逃げることなく義務を果たします。だから安心して休んでください。今までありがとう。さようなら、スズラン」

　ボクは顔を背けた。一瞬遅れてライフルの銃声が響く。硝煙と血の臭いが周囲に広がった。

　石のような沈黙の中、ボクは訊たずねた。

「ケジメは……つけたかい」

「……はい」

「ならいい。君はここでヤヒロを守っていてくれ。ボクは上に行って設備を止めてくる」

　最上段の小部屋。粉ふん塵じんに霞かすむ階段と扉を仰ぐ。落ち着いて見ても、やはりあそこが制御施設のように思えた。電源は生きているから操作もできるはずだ。

　正直に言えば、ツクシを一人にしてやりたいという思いがあった。変わり果てたとはいえ、かつての憧れの人を手にかけたのだ。普通の精神状態でいられるはずがない。幸いヤヒロは疲労でダウンしている。あれこれ詮索されることもないだろう。

　無人のフロアを歩いて行く。倒れたコート姿が視界に入ってくる。動く者はいない。疾とうに人の魂は失われていると分かっていても、あまり気分のいい風景ではなかった。

　もっと何かできることはあったんだろうか。

　あと一週間早く〈工場〉に到着していたら、真相に到達していたら、あるいは日ひの御み子こリンからここの情報を得ていたら。

（いや）

　全ては結果論だ。たらればをこねくりまわしたところで結末は変わらない。結局ボクらがタカマガハラの駒である限り、似たような惨事は繰り返されるだろう。悲劇を脱するには、戦って自由を勝ち取るしかない。それとも魂ごと消滅してこの世界から退場するか。

　……。

　物思いにふけっていたせいだろう。異常に気づくまでにわずかなラグがあった。

　物音。

　何かを擦るような音。機械音じゃない。もっと近いところで重いものが動いている。

「タイキさん！　危ない！」

　視線を向けたのと人影が膨れ上がったのはほぼ同時だった。

　上半身だけになった遠征団員が銃を持ち上げている。うつ伏せの姿勢から片肘を突いてボクを見つめていた。

「あー」

　呻うめき声とともに銃口がこちらを向く。引き金に指がかかった。

（しまっ……！）

　身体からだが動かない。筋肉が反応してくれない。ヤヒロは……遠い。周囲に遮蔽物はなく誤射を望める距離でもない。

　だめだ。

　だめだ、撃たれる。

　轟ごう音おんが響いた。

　全身を貫く激痛は、だけどいつまでたっても訪れなかった。指先は……動く。五感の混乱もない。

　暴発したのか？　いや。

　答えはすぐ目の前にあった。紫のベレーが転がっている。小柄な背中が床に横たわっていた。ブルーブラックの髪が頰を隠している。

　ツクシだった。

　ツクシの身体からだが弾丸を防いでいる。流れ出た血がタイルを赤く染めていった。

「っ！」

　銃を抜く。まだ動こうとしている遠征団員に連続で銃弾を見舞った。

　二発、三発、四発。何発目かの弾が相手の額を射貫く。遠征団員はびくりと全身を痙けい攣れんさせて、操り糸が切れたように崩れ落ちた。緩んだ手から銃が落ちる。だけどもうその先を見ている余裕はなかった。

「ツクシ！」

　駆け寄って助け起こす。仰向けにした途端（ああ）と思った。

　胸に血の花が咲いている。見ている間にも赤色の面積が広がっていった。

「あれ……ボク、なんで」

　苦しげな息に疑問の響きが混ざる。

「おかしいな、こんな距離を一瞬で飛んでこられるなんて、変ですよね。夢でも見てるのかな。確かにタイキさんを救いたいと思ったけど」

「おかしくないよ」

　ボクは静かに否定した。

「君の気持ちが身体からだを動かしたんだ。本来なら使えるはずのない能力を、身体からだの機能を使いこなせた。現実だよ、夢じゃない」

「能力って、いやだなぁ」

　弱々しい笑みが返ってきた。

「ボクがどれだけひ弱で鈍くさいか、タイキさんはよく分かってるでしょう。戦闘も教練も人並みにできたことなんてないですよ。隠れた才能なんてあるわけないです。そもそもこんな、十メートル以上ある距離を一瞬で駆け抜けるなんて、人間業じゃないですよ」

「うん、そうだね」

　感情を殺してうなずく。

「でも君はミサキだから」

　……。

「え？」

　手鏡をかざす。ツクシの突き出した鼻に、毛に覆われた頰に触れる。

「見えるだろう。〈イヌ〉だよ。〈ウサギ〉や〈ヤマネコ〉と並んでよく見つかる種だ。捕獲されて実験のサンプルに使われることも多い。実際、周りの棺ひつぎにも何体か入っていたしね」

「……」

「内うち灘なだツクシは脱出できなかったんだ。スズランが倒れたそのあと、一人で構内をさまよって力尽きた。君本来の身体からだがどこにあるかは分からない。多分、もうまともな形で残ってないだろう。ただ君は、君の魂は生き延びた。スズランとの約束を果たしたいという強烈な目的意識が影響したのかな。自我を失うことなく実験体のミサキと接続できた。そして、ラボを抜け出したんだ。かつての内うち灘なだツクシの記憶を持ったままね」

「そんな」

　喘あえぎ声に続く言葉はない。

　様々な違和感が、齟そ齬ごが、ツクシの中で繫つながっているのだろう。

　なぜラボ脱出時の記憶がないのか。
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　どうしてヤヒロは出会うなり激げつ昂こうしてきたのか。

　ああも執しつ拗ように警戒され、忌避された理由は何か。

　ミサキだから。

　ミサキが人の振りをして動いているように見えたから。

「あぁ」

　藍色の目が天を仰ぐ。

「そう……なんですね。ボクらはもう全滅していたんですね。あなた達たちが来るずっと前に」

「君の魂は生き延びていたよ」

　ボクは再度、付け加える。

「そこに刻まれていたスズランの教えも合わせて。だからボクは助かったんだ。彼女のまっすぐな精神、君に伝えた言葉、そして奇跡的にミサキと接続できた君の魂。どれ一つ欠けても今の瞬間はなかった。感謝してる。こんな言葉が適切かは分からないけど」

「いえ」

　戦慄わななくような吐息が漏れる。

「嬉うれしいです。ああ、これならスズランに顔向けできます。あなたの教えに恥じない動きができた、最後の最後に守りたい人を守れましたって。そう、迷った時にちゃんと前に進めましたよって」

　足音が響く。ヤヒロが硬い顔で歩み寄ってくる。ボクはツクシを抱きかかえたまま首を振った。

「なんでしょうね。あまり、苦しくナいんです。死ぬって、もっと怖いことかと思ってたんですケど。ああ……そうか、ボクはもう死んでるんですもノネ。じゃアこのもやもやはミサキのものなんでショウか。ちょッと……気の毒でスね。勝手に身体からだを使われて死んじゃうなンて」

「ツクシ」

　瞳が濁っていく。身体からだから生気が抜けていく。だけど、ツクシは何かに気づいたように目を見開いた。

「あぁ……ソウカ。ソうナンだ。君タチも戦ってルンだね。世界を守るタメに。必死ニ」

「何言ってるの、しっかりして」

　遮ろうとするヤヒロを制する。脳裏にコマンドセンターでの会話が蘇よみがえった。あの時もツクシは出所不明の知識を披露していた。ミサキが防衛線を構築し、ホームを守っているとか。

「ツクシ、教えてほしい」

　抜け落ちる魂に必死で呼びかける。ひょっとしたらミサキと混ざり合い、一体化しているかもしれない意識に。

「ミサキってなんなんだ。彼らはなんのために戦ってるんだ」

「ナ……ニ」

　焦点を失った目が向けられる。

「彼らが守っていたのは〈ミハシラ〉か？　ボクらを〈ミハシラ〉に行かせないことが、どうして世界を守ることに繫つながるんだ」

　……。

　聞こえない。途切れ途切れの声に耳を澄ます。

「何、なんだって」

「世界は……一つジャナイ……かラ」

「え？」

「ボクらは……故郷ヲ……ネノクニを守るためニ──」

　ネノクニ？

　続けて問いかけようとしたけれど、ツクシはもう事切れていた。ふさふさの毛に覆われた手が床に落ちる。長い耳が萎しおれるように倒れた。

　ヤヒロがたまりかねたようにすがりつく。

　ツクシの名を呼ぶ声が反響する中、ボクはただひたすらに空を仰いでいた。
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　大切なことは目に見えない、とは誰の言葉だっただろう。

　花を育てるのにかけた時間、砂漠の地下に流れる水、苦難の果てに得られた絆きずな。

　何かを美しく魅せるのは外観じゃない。むしろ不可視の属性・本質の方だと、確かそんな意味の話だったように記憶している。

　目に見えるものが全てじゃない。

　隠されたものにこそ真理がある。

　考えてみれば、今回の件を表すのにこれほど適したフレーズもない。

　ボクらはミサキを連れて物資を探索し、そのミサキは瀕ひん死しの人間に殺された──

　言ってしまえばそれだけの事実が、まったく別の物語を孕はらんでいる。かつてここにどんな人々がいたか。彼らがいかなる生を送り、何を成しとげようとしたか。そこを語らない限り、ここで起きたことは絶対に理解できないだろう。織りなされた感情と愛憎の大きさに比べれば、〈教会〉遠征団が最後にやつした姿など、まさしく些さ末まつ事に過ぎない。

　だからと言うべきか、ボクらは弔いの形にもこだわらなかった。物理的な『らしさ』よりも込められた思いを大切にした。多分、彼ら自身がそう望んでいるだろうと信じたから。

「よいしょっと」

　最後の土を搔かき出だして額の汗をぬぐう。スコップを持ったまま穴の外のヤヒロを振り返った。

「ＯＫ、これくらいでいいだろう。荷物は？　まとめてきてくれた？」

「ええ」

　地面にザックが置かれる。開いた口から雑貨がのぞいた。

　時計、食器皿、メモ、ラジオ、洗濯紐ひも、石せつ鹼けん、空の弾倉、筆記用具、ライト。

　ツクシや他の宣教師達たちが残していった私物・支給品。初日にボクらがふるまわれたティーカップも見える。

「これ以上は、穴に収まらないから」

「うん、分かってる」

　彼らにまつわる全てを埋葬したい、弔ってやりたい、その思いは未いまだに残っている。だけどあのラボから二十一人分の遺体・遺品を引き上げるのは不可能だった。ただでさえ最さい期ごの場所が分からない者もいるのだ。完全な墓など作りようがなかった。

　だからボクらは小物を搔かき集あつめた。思いの欠片かけらを組み合わせて帰還させた。

「中に入れよう」

　穴の縁をつかんで地上に出る。木漏れ日の下に身体からだを持ち上げた。

　気持ちのよい風が吹き抜ける。詰め所の裏手の並木は昨日と変わらず、青々と茂っていた。

　ボクとヤヒロは手分けして、遺品を一つ一つ穴に入れていった。実験施設の動力は停止済みで急ぐ意味はない。なるべく丁寧に、汚れを払って、誰のものか見極めた上で土の上に並べていく。

「ねぇタイキ、訊きいてもいいかしら」

「ん」

「私、今、すごくもやもやしてるの。誰に、何に腹を立てていいかさえ分からなくって。結局今回の件、悪かったのは誰？　〈教会〉？　ミサキ？　それとも何もできなかった私わたし達たち？」

「多分、そのどれでもないよ」

　ハンカチから泥を落として、刺し繡しゆうのイニシャルを確認する。丁寧に折りたたんで穴に置いた。

「みんな、目の前の出来事に必死に向き合っていただけだ。やれることを、やれる範囲で精一杯頑張るしかなかった。道順の決まった迷路に放りこまれたら、進める方向なんて決まっているだろう？　同じことだよ。責められるべきは曲がり角でかち合った相手じゃない。迷路を作ったどこかの馬鹿野郎だ」

「作った」

「ああ、世界をこんな風に変えた黒幕と言い換えてもいい」

　伸ばした手が最後の品にたどりつく。

　傷だらけのライフルと朱色のスカーフ。内うち灘なだツクシと無む量りよう寺じスズランという二人の人間が生きた証あかし。

（最後まで一緒にって、言ってたものな）

　スカーフをライフルの銃身に結ぶ。軽く黙もく禱とうしてから遺品の列に加えた。
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　ヤヒロは黙ってボクの手元を見守っていた。感情の消えた眼まな差ざしを穴の底に向ける。

「私にはやるべきことがある」

　ぽつりとつぶやき声が響いた。自分自身に言い聞かせるような口調で、

「記憶をなくす前にやりかけだったこと、やるはずだったこと、それを見つけて終わらせる。他に大切なことなんてない、そう思ってた、けど」

　けれども。

「このふざけた世界を誰かが作ったんだとしたら、私はそいつをぶっとばしてやりたい。〈学園〉で、この〈工場〉で、他のあらゆるところで亡なくなった人ひと達たち、全部の思いを込めて」

「うん」

　うなずきながら、ボクはそれがどういう意味かを考えていた。

　世界を作った相手をぶちのめす。

　それは一体どの世界だ？　果たしてボクらの所属していた世界と等しいものなのか？

　ツクシは言った。ミサキが守っているのは『ネノクニ』だと。底そこつ根ねの國くに、神話でいう死者の国のことだ。罪穢けがれの流れ着く先。悪あく霊りよう邪鬼の根源。

　地獄。

　彼らは地獄を守っているのか？　天界たるタカマガハラは現世アシハラを戦場に変え、地獄への攻勢を進めている。なぜ、一体なんのために？

　そして世界が複数あるのだとすれば〈ミハシラ〉はどんな役割を果たしているのか。あれはボクらの旅の終着点ではないのか？　ひょっとして、次なる目的地への中継地にすぎないのか。

　分からない。考えれば考えるほど混乱してくる。

　何より宿舎の浴場で幻視した光景、あのコマンドセンターで見たテキストが棘とげのように突き刺さっていた。

『ライブ・マイグレーション個体』

　ボクは……そもそも人間なのだろうか？　人のフリをしてさまよっている何かじゃないのか。

（いや）

　やめよう。

　どのみち今ある材料では答えの出しようがない。疑心や不安に押し潰されて動けなくなったら本末転倒だ。そう、ツクシも言っていたじゃないか。右だ左だ、いや後ろかもと悩むくらいなら、たとえ地雷原でも前に進んでしまえ、と。




　迷ったら進め。




　視線をもたげる。差しこむ日差しはまばゆく、吹き抜ける風は涼やかだった。ボクの五感は全身で世界を感じている。世界がボクをどう受け止めているかは……まぁ、最後の最後に知れればいい。

「ヤヒロ、出発はいつにしよう」

「埋葬が終わったら、すぐにでも」

　打てば響くような答えに微笑する。こんな時だからこそ、誰かと同じ心もちであると分かるのは、悪い気分ではなかった。







　あとがき




『古地図 ｗｉｔｈ ＭａｐＦａｎ』というサイトをご存じでしょうか。

　ブラウザの上半分に今の地図、下半分に昔の地図が表示されるもので、見知ったエリアに過去何があったか一目で分かる地図サービスです。

　昔と言っても五年前や十年前ではなく、昭和オリンピックや江戸の時代にまで遡れます。もともととある調べ物のために使い始めたのですが、まぁこれが面白い面白い。普段渡っている橋がお城の見張り番所だったり、ランチに使う商業ビルがお濠の真上に立っていたり、いくら眺めていても飽きることがありません。

　僕がよくお邪魔しているＫＡＤＯＫＡＷＡ様の本社も、昭和の地図を見ると聖富荘なる建物が建っていたりして。なんだこれはとネットの情報を確認してみれば、かんべむさし様や堀ほり晃あきら様というとんでもないＳＦ界の大御所が対談されていた宿だったりします。ちなみに、その斜向かいに『書籍角かど川かわ』なる建物が見えますが、これはなんなのでしょう。別で調べたところ、初期角川書店様の所在地はもう少し北寄りに見えるのですが（今の飯いい田だ橋ばしプラーノあたり？）……んんん、どっちかの情報が間違っているのか。

　なんてストーカー的なことを続けていると、更に色々な場所や時代の地図が見たくなってきます。そう、『古地図 ｗｉｔｈ ＭａｐＦａｎ』は素晴らしいサービスなのですが、惜しむらくはカバーエリアが東京都心部、時代は『江戸』と『昭和三十年代』のみなのです。じゃあ明治は？　大正は？　いや、そもそも僕は自分の行動範囲の古地図が見たいんだ！　という希望を叶えるには、自力で様々な地図を搔き集めるしかありません。どうやら様々なアプリやらオンラインサービスもあるようなのですが、僕にはどうしてもピンポイントで調べたいエリアがあったので一念発起、オークションサイトで実際の古地図を検索してみました。

　明治・大正期、縮尺一万分の一、東京都某地区の地図！　お値段や如何に！




　一　万　五　千　円。




　……沼だ。沼が広がっている。




　最後になりますが、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編集の黒くろ川かわ様・小お野の寺でら様、美麗な挿画で本を彩ってくださったイラストのぼや野の様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧げたいと思います。ありがとうございました。





二〇一九年八月　夏なつ海み公こう司じ
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